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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財の保護との調和も

求められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、地方特定道路整備事業 (稲瀬工区)に関連して平成19年に行われた奥州市宝禄Ⅱ遺跡
の調査成果をまとめたものです。調査の結果、縄文時代後期の集落遺跡であることが判明し、竪穴住

居跡 2棟、住居状遺構 4棟などの遺構を検出するとともに、縄文時代後期前葉を中心とする縄文土器

や石器が多量に出土しました。本遺跡の近くには縄文時代後期の大きな集落遺跡である大文字遺跡な

どが位置していおり、今回の調査成果は、そのような遺跡と比較検討する貴重な資料となると思われ

ます。他にも古代や近世の上坑群を検出し、またそれらに伴い、土師器、須恵器や陶磁器類が出土し

ていることから、本遺跡が縄文時代・古代 。近世にも生活の場として利用されていたことが分かりま

した。特に近世では木製鍬や曲物、木製椀など、類例の少ない木質遺物が出上しました。

本書が広く活用され、考古学の研究に寄与されるとともに埋蔵文化財に対する関心と理解をいっそ

う深めることに役立ちますよう切に希望致します。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました岩手

県県南広域振興局土木部、奥州市教育委員会に感謝いたします。

平成21年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業国
理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県奥州市江刺区稲瀬字宝禄276-1ほかに所在する宝禄Ⅱ遺跡発掘調査の結果
を収録したものである。

2 宝禄Ⅱ遺跡の岩手県遺跡登録台帳による遺跡番号と遺跡略号は、以下の通りである。
遺跡番号―…M E97-1011

遺跡略号……HRI-07
3 本遺跡の調査は、地方特定道路整備事業 (稲瀬工区)に伴う緊急発掘調査である。調査は岩手

県教育委員会事務局生涯学習文化課の調整を経て、岩手県県南広域振興局土木部から委託を受けた

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

4 調査期間・調査面積・調査担当者は以下の通りである。
調 査 期 間 平成19年 10月 1日 ～ 12月 14日

調 査 面 積 1,850ゴ

調 査 担 当者 須原 拓・鳥居達人

5 室内整理期間と整理担当者は以下の通りである。
室内整理期間 平成19年 11月 1日 ～平成20年 3月 31日

整 理 担 当者 須原 拓

6 本報告書の執筆、編集は須原が担当した。
7 出土遺物の鑑定、分析は次の機関に依頼した。
石 質 鑑 定 花聞岩研究会
樹 種 同 定 古代の森研究舎
放射性炭化物年代測定 (株)加速器分析研究所

木製品の保存処理 岩手県立博物館
8 基準点測量および航空写真撮影は次の期間に委託した。
基 準 点測 量 (株)ア クト技術開発

航空写真撮影 (株)東邦航空

9 本文中に表記する国家座標値は世界測地系によるものである。
10 野外調査では、奥州市教育委員会、並びに遺跡周辺の住民の方々にご協力いただいた。深 く感謝

いたします。

11 調査成果の一部は、現地説明会資料や『平成19年度調査報告書』、また当センターのホームペー

ジ上においても公表しているが、本書との記載事実が異なる場合は、すべて本報告書を優先するも

のとする。

12 本遺跡の出土遺物及び諸記録等については、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 してい

る。



凡   例

1 遺構について

(1)本文中の図版縮尺

平面・断面 :1/50 炉の平面・断面 :1/30を 原則としている。

(2)遺構断面の土層注記

野外調査の際、土層の観察記録については以下の項目を基本とし、記録した。

色調 (『標準土色帖』 (農林水産省農林技術会議局監修)を基準とする)

粘性 (4段階表示 :強い、やや強い、やや弱い、弱い)

しまり (4段階表示 :密、やや密、やや疎、疎 )

混入物の有無 (混入量は5段階表示 :微量 :1～ 10°/。 。少量 :11～ 200/。・中量 :21～

300/O・ やや多い :31～ 400/。 。多量 :41～ 500/O)

2 遺物について

(1)本文中の図版縮尺

縄文土器 :個体 1/3。 破片資料 1/4

石  器 :2/3・ 1/3  古  銭 :1/1

上記を基本とする。ただし、一部異なるものもあるため、各図にスケールおよび縮尺を付

した。

(2)観察表の表記項目について

層位・器種・残存部位 。分類 。外面文様、内面調整・色調 (外・内面)・ 混入物・焼成につ

いて観察し、記載している。

文 様

☆胎土

☆焼成

口唇部 (「唇」と表記 )、 口縁部 (「口」と表記 )、 胴部 (「胴」と表記)、 底部 (「底」と

表記)に分けて記載している。なお、無文の場合は特に記載していない。

土器の表面、断面を観察し、含まれる砂粒 (「砂」と表記 )・ 石英 (「石」と表記)。

雲母 (「雲」と表記)。 白色粒子 (「白」と表記)と いつた混入物を記載した。

土器の断面を観察し、断面にみられる黒色層を基準として A、 B、 Cの 3段階に

分類し、記載した。

A→断面に黒色層がみとめられないもの。焼成が良好なものと思われる。

B→断面の中央部にのみ黒色層がみとめられるもの。焼成は良好であるが、Aほ

ど土器に火が回つていないもの。

C→断面の半分以上が黒色層であるもの。焼成の際の火回りが悪 く、焼成が悪い

いもの。

外内面について記載した。観察に際しては『標準土色帖』 (農林水産省農林技術会☆色調

議局監修)に示される色調を基準とした。

(3)遺物の出土量について

土器は重量 (g)、 土製品・石器は点数 (点)で表記 している。土器については出土したも

のが完形から小片まで様々であり、点数で表記するのは難しいので重量を用いた。
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発掘調査に至る経過

宝禄五遺跡は「地方特定道路整備事業の稲瀬工区」の道路改良工事に伴い、その事業区域内に存在

することから発掘調査を実施することとなったものである。

主要地方道一関北上線は一関と北上を結ぶ県土軸を構成する幹線道路であるとともに、国道 4号線

の機能を補完する重要路線である。事業対象地域である「稲瀬工区」においては、昭和42年 に架設さ

れた岩瀬橋をはじめとし、近年の著しい交通量の増加や車両の大型化等により、歩行者の安全確保や

車両の円滑な通行に資するために事業着手したものである。

当事業の施工に係る埋蔵文化財の取扱いについては、県南広域振興局土木部から平成18年 11月 14日

付県南広土第515号「道路改築事業実施計画における埋蔵文化財の試掘調査について (依頼)」 により

岩手県教育委員会は平成18年 12月 1日 に試掘調査を実施し、工事に着手するには宝禄Ⅱ遺跡の発掘調

査が必要となる旨を平成18年 12月 5日 付教生第1194号「道路改築事業実施計画における埋蔵文化財の

試掘調査について (回答)」 により当土木部へ回答してきた。

その結果を踏まえて当土木部は岩手県教育委員会と協議し、調整を受けて平成19年 8月 29日 付けで

財団法人岩手県文化振興事業国との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。

(岩手県県南広域振興局土木部)

Ⅱ 遺跡の立地と環境

1 遺跡 の位置 と地理 的環境

宝禄Ⅱ遺跡は岩手県奥州市江刺区稲瀬字宝禄276-1ほ かに所在する。江刺区稲瀬は江刺区北西端

にあたり、北は北上市と、また西は北上川を挟んで金ヶ崎町と接している。遺跡の位置は北緯39度 12

分29秒、東経141度 9分34秒付近で、国土地理院発行の 2万5,000分の 1地形図「陸中江刺」(NJ-54
-14-13-2)の 図幅に含まれる (第 1図下)。 また本追跡の標高は42～43m前後を測る。

北上川中流域には、西に連なる奥羽山脈から派生する和賀川と合流する地点があり、この地区より

約4.5km下 流から北上川自身が砂州を形成しながら大きく蛇行を繰 り返す。同時にその東岸は、他で

はみられない程の広大な沖積平野がみられる。この沖積平野は北上市と奥州市江刺区との境界あたり

から10km以上南にまで伸び、北上川から最大で約 4 km東まで及ぶ。この平野は北上川中流域の沖積平

野の中でも特に大規模に発達した平野で、俗に「江刺平野」と呼ばれる。大部分が北上川の沖積作用

によって形成され、加えて平野部の中央を流れる広瀬川や、それよりも南側を流れる人首川の旧河道

からも作用を受け、形成されたものと考えられる。江刺平野は東側に大きく膨らみ、低位段丘面が平

野東側縁辺を帯状に縁取る。この低位段丘面は崖を形成しながら標高が高くなり始め、やがて段丘か

ら丘陵地へと姿を変える。この丘陵地は標高100m～ 1401n程度の底平な北上山地へと続き、奥州市江

刺区の大半部分を占める。丘陵地には大小幾筋もの谷がみられ、北東から北上川に流れこむ広瀬川や

人首川、伊手川などの小規模河川が谷筋を形成している。本遺跡は江刺平野のほぼ中心からにあり、

広瀬川から約150m、 北上川までは約 2 kmの位置である。
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

2周 辺 の 遺 跡 (第 1表、第 2図 )

岩手県教育委員会のまとめによると、県内には12,072箇所の遺跡が確認されている (平成18年 3月

現在 )。 そのうち奥州市に1,069箇所の遺跡が所在し、江刺地区には298箇所の遺跡が登録されている。

宝禄工遺跡が所在する江刺平野には古代を中心に多くの重要な遺跡が確認されている。

縄文時代の遺跡は少ないが、本遺跡の周辺に比較的集中して分布する傾向が認められる。江刺平野

内では五十瀬神社前遺跡や瀬谷子遺跡、大文字遺跡で遺構 。遺物が確認されている。五十瀬神社前遺

跡では縄文時代中期末葉の竪穴住居跡がみつかつている。大文字遺跡は宝禄Ⅱ遺跡の西方約800mに

位置しており、平成14・ 15年度に江刺市教育委員会により発掘調査が行われている。その結果、縄文

時代後期前葉から中葉の竪穴住居跡が16棟見つかっており、それらに伴う縄文土器が多量に見つかつ

ている。大文字遺跡から出上した縄文土器は本遺跡から出上した土器と比べて文様がほぼ類似する。

大文字遺跡と本遺跡は同時期に存在してたか、あるいは遺構どうしが連続していた可能性がある。ま

た、広瀬川の東岸には宝性寺跡が所在する。宝性寺跡は寺院跡として登録された遺跡ではあるが、平

成14年度の調査で、糸電文時代前期後葉の集落遺跡であることが判明し、該期に比定される遺構・遺物

が多数見つかった。

弥生時代の遺跡では愛宕地区の沼の上遺跡がある。沼の上遺跡は弥生時代前期の遺跡で集石遺構が

みつかっている。

古代の遺跡に目を移すと、遺跡数は急増する。ただし、奈良時代に比定される遺跡は調査事例も少

なく、宮地遺跡、力石Ⅱ遺跡、落合Ⅲ遺跡などが確認されている。落合Ⅲ遺跡では竪穴住居跡が確認

されており、集落が点在していることは確実であるが、不確定といえる。他に後中野遺跡では 8世紀

代に営まれたと考えられる耕作地が検出されている。

平安時代の遺跡は多く、鴻ノ巣館遺跡、力石 I・ 工遺跡、兎 I・ Ⅱ遺跡、落合 I・ Ⅱ・Ⅲ遺跡、朴

ノ木遺跡、宮地遺跡、栄町遺跡、中屋敷遺跡などで多数の竪穴住居跡が確認されている。特筆すべき

ものとして律令体制との関わりが窺える遺跡が多いことがあげられ、力石工遺跡で竪穴住居跡から石

帯 2点が出上、また落合工遺跡では多量の墨書土器や木簡が出上している。なお本遺跡の周辺でも

十三遺跡、宝禄遺跡、三丁遺跡、天竺老婆遺跡など平安時代が中心時期となる遺跡が確認されている

が、調査事例は決して多くなく、平安時代の集落が広く展開されていた可能性が示唆できるのみであ

る。本遺跡に隣接する広岡前遺跡は平成14年度に当センターが発掘調査を行い、平安時代の竪穴住居

跡 3棟が見つかっている。他に谷地遺跡でも平安時代の竪穴住居跡が確認され、鶴羽衣台遺跡では平

安時代半ばから末にかけての集落が調査されている。瀬谷子窯跡群は東北地方屈指の上器生産遣跡で

あり、これまでに100基を超える窯跡が確認されている。

北上川対岸に位置する水沢市には西暦802年 に設置された胆沢城跡が所在する。これまでに度々発

掘調査が行われており、重要な遺構や遺物がみつかつている。この胆沢城と上記の古代遺跡群とを比

較した場合、胆沢城設置と前後して、江刺平野では集落遺跡が増加する傾向が見て取れる。したがっ

て胆沢城設置を契機とした周辺地域への急激な人口増加があった可能性が考えられる。

ところで宝禄Ⅱ遺跡は県の遺跡台帳にも登録されておらず、平成18年の県教育委員会の試掘におい

て、はじめて存在が知られるようになった遺跡である。試掘では縄文土器小片と土師器片が出土して

おり、今回の調査でもそれらの時期の遺構 。遺物がみつかることが期待されていた。
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2 周辺の遺跡

第 1表 周辺の遺跡一覧
No 遺 跡 名 主な時代 種  別 検出遺構 出土遺物
1 谷地 Ⅱ 平安 集落跡 須恵器

2 谷地 古代 散布地 須忘器

3 稲瀬古墳辞 古墳群 堀、土塁、郭

4 瀬谷子窯跡 古代 窯跡

5 白幡城 (白旋城 ) 中世 城館跡 縄文、土師器、須恵器、石斧、石俗、石匙

蔦ノ木 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器、須恵器、石器

7 五十瀬神社前 縄文 集落跡 土塁、堀、腰郭

瀬谷子 縄文 古代 集落跡 縄文土器

中 島 古 代 散布地 須恵器、土師器、風字形硯鬼瓦片、土塁、布目瓦

鶴羽衣台 古代 秋布地 石 櫃

鶴羽衣 古代 散布地 須恵器、石鏃

鶴羽衣柵 中世 城館跡 縄文土器 (晩期)、 石刀

稲瀬中学校 古 代 散布地 縄文土器 中期 )

稲瀬小学校 古 代 散布 地 縄文土器 後期)

深山古館 中世 城館跡 縄文土器 後期)、 古代土器

佐野山 近世 塚 縄文土器 (後期)、 須恵器

佐野山館 中世 古墳 城館跡 縄文土器片 須恵器片
仮 橋 縄文 散布地 縄文土器

大文字 古代 散布地 縄文土器 (中 ・晩期 )、 土師器、須恵器

広岡前Ⅱ 縄文 古代 散布地 縄文土器 (後期)、 土師器、須恵器

広岡前 古代 散布地 寺院跡

十 三 古代 縄文 散布地 縄文土器 (中・晩期)、 須恵器、土師器、石鏃、布目瓦

宝禄 古代 散布地 縄文土器

2 宝禄―正 縄文 1首代・近世

根岸洞穴 縄文 洞 穴 石鏃

庚申沢 縄文 集落跡 縄文土器

宝性寺跡 縄文 古代 集落跡 土 師器 (内黒 )

根岸 縄文・古代 散布地 縄文土器

沼尻 古代 散布地 人陵鐘、軒瓦、什器、紡製鏡

三 丁 古代 散布地 須恵器

天竺老婆 縄文・古代 散布地 縄文土器

沼館 中世 城館跡 縄文土器、剥片

沼の上 縄文 散布地 縄文土器、石器

別 当 古代 散布地 縄文土器、石器

沼の上Ⅱ 古代 散布 地 縄文土器

東間 古代 集落跡 縄文土器 中期 )

百連子 散布地 縄文土器 中期)、 石鏃

駒 込 古 代 城館跡 縄文土器 中 後期)
北天間 I 古 代 散布地 縄文土器 後期 )

北天問Ⅱ 古代 散布地 須恵器

阿弥陀堂跡 古代 祭祀跡 須恵器・石鏃・管工・打製・磨石器・石匙・曲玉・布目瓦

林 古 代 散布地 土師器

二本木 I 古 代 散布地 土師器、須恵器

二 本木 Ⅱ 古代 散布地 須恵器、佛器、青磁

小境 I 古代 散布地 縄文壺 (晩期)
/1ヽ士デとⅡ 古 代 散布地 糸電文

新川 X 古代 散布地 縄文土器、石鏃、剥片

48 新川 I 古代 散布地 石鉢、装飾品、勾王

北八日市 古代 散布地 須恵器

馬場先Ⅱ 古代 散布地 須恵器、窯跡

馬場先 古代 散布地 土師器

宮 地 古代 集落跡 縄文土器 (中期 )

観音堂沖Ⅱ 古代 集落跡 縄文土器、石鏃

池向城 (田谷城) 古代 中世 集落跡 城館跡 縄文土器 (後期)
池 向 古代 散布地 土器、石器、石刀

後中野 縄文 古代 集落跡 縄文土器

金ヶ崎城 (胡桃館) 中世 城館跡 堀、郭

上舘 (古舘 速瀬舘) 中世 城館跡 平場、堀

北 田 中 平安 集落跡 土師器、須恵器、須恵器系土器

パ、ッロ 平安 集落跡 土師器、須恵器

胆沢城 (方人丁) 平安 城柵跡 土師器、須恵器、郭

北舘 (川端舘 長齋舘) 余良・平安 近世 散布地・城館跡 土師器、須恵器

祇 園 平安 集落跡 土師器、須恵器

64 三ヶ町 平安 散布地 土師器、須恵器

権現堂 奈良 集落跡 土師器

入幡巾 糸電文 集落跡 縄文土器 (後期)、 石匙、看鉄、小形、石斧

玉貫前 奈良 集落跡 土師器、須恵器
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Ⅲ 調査の経過と方法

1 野外調査 について

平成19年 10月 1日 から、調査面積1,850∬ を対象として、調査を開始 した。調査開始に際しては、

任意に調査区内にトレンチを設定し、表上下の地層状況を確認した上で、重機を使用して表土除去を

行った。そして表土除去後、人力による遺構検出作業を開始した。

遺構検出が進むにつれ、遺構、遺物の検出量が当初に想定していたよりも多くなることが分かって

きた。そこで検出作業と平行して、プランにトレンチを入れ、ある程度具体的な遺構数を先に確定す

ることにした。11月 1日 に岩手県県南広域振興局土木部との現地協議を行い、調査期間を当初予定の

11月 15日 から12月 14日へと廷長される事が決定した。

遺構精査にあたり、調査区にあらかじめグリッドを設定し、遺物取り上げはそのグリッド毎に行っ

ている。グリッドの設定は平面直角座標第X系 (世界測地系)に合わせている。グリッドは、まず

100m四方の大区画を設定し、北から南へとローマ数字 (I・ Ⅱ)、 西から東にアルファベットの大文

字 (今回該当したのは「A」 のみ)を設定し、さらに大区画を5m四方の小区画に細分し、南北方向

に、北からアラビア数字 1～ 20、 東西方向に西からa～ tに分割している。各グリッドの名称につ

いては、大区画と小区画の組み合わせで、例えば「ⅡA7g」 のように設定している。

検出した遺構は、規模や性格により、適宜に 4分法と2分法を選択し精査を行った。各遺構につい

て平面、断面、遺物出土状況の実測図作成および写真撮影を行った。写真撮影は35mm判 カメラ (モノ

クロ)、 デジタルカメラ (ニ コンD40)各 1台を主に使用し、必要に応 じ、 6× 7判 カメラ (モ ノク
ロ)1台 も使用した。また航空撮影を東邦航空に業務委託しており、12月 11日 に実施している。
その他に、啓蒙活動の一環として、10月 31日 に江刺区稲瀬小学校 6年生 (19人)を対象に、また、

■月12日 には同小学校 5年生18人 を対象に発掘体験を実施した。また11月 23日 には現地説明会を開催

し、調査成果を公表した (来訪者28人 )。

平成19年 12月 12日 に県南広域振興局土木部道路整備課、岩手県教育委員会の立ち会いの下、終了確

認を受け、承認を得た。平成19年 12月 14日全ての調査を終了し、撤収した。

2 室 内整理作業 につ いて

室内整理作業は平成19年 11月 1日 から開始し、平成20年 3月 31日 に終了した。

遺構図については、調査員が図面整理を行い、それを基に、 トレース図作成、図版作成を行った。
遺物は水洗、注記、接合・復元、実測・拓影作成、写真撮影、 トレース、図版作成の作業を、作業
員が分担して行った。調査員は図面の′点検の他、原稿執筆、表作成などを行った。

また奥州市教育委員会の依頼に応 じ、平成20年 3月 2日 、「平成19年度 奥州市遺跡発掘調査報告
会」において、調査成果を公表した。
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Ⅳ 遺物の分類基準

l土  器

本遺跡から出土 した土器は大コンテナ箱で約26箱、総重量にすると261038.16gを測る。時期ごと

にみると縄文時代中期末葉から晩期後葉、弥生時代に属する。主体は縄文時代後期前葉である。また

平安時代の上師器・須恵器や近世の陶磁器も出上している。縄文土器・弥生土器に関しては以下のよ

うに分類し、観察表に記載 した。

第 I群土器

縄文時代中期末葉に属する土器群である。

第Ⅱ群土器

後期初頭に属する土器群である。口縁部から胴部へと連鎖状隆帯が垂下するのが特徴である。

第Ⅲ群土器

後期前葉から中葉に属する土器群で、十腰内 I～ 3式に相当するものと思われる。今回の調査で

最も出土量の多い土器群であり、文様も多様である。ここでは一括 し、第Ⅷ章で詳しく述べる。

第Ⅳ群土器

晩期に属する土器群

第V群土器

弥生時代に属する土器群

第Ⅵ群土器

口縁部から胴部まで、無文あるいは縄文のみが施文される土器群を一括した。

☆なお、土師器、須恵器、陶磁器については、いずれも小片しか出土しておらず、分類などはしてい

ないので、ここでは記述しない。

2石  器

本遺跡から石鏃、石錐、石匙、スクレイパー、箆状石器、尖頭器、礫器、磨製石斧、敲磨器類、石

皿が出土し、また他にフレイク、リッタッチドフレイク、石核もみつかった。各石器については次の

ように分類している。

石鏃

扁平で、二次加工により鋭角な先端部が作り出され、長さ5 cm以下のもの。形態から以下のように

分類した。

1類 :有茎平基  2類 :有茎尖基  3類 :有茎円基  4類 :有茎凹基  5類 :無茎円基
6類 :無茎凹基  7類 :尖茎平基  8類 :尖茎尖基  9類 :棒状
石錐

二次加工により錐状の端部が作出されるもの。形態から以下のように分類した。

l類 :摘み部のあるもの。さらに細分した。
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2 石器

a類 :摘み部より錐部の方が長いもの。  b類 :摘み部より錐部の方が短いもの。
2類 :摘み部の無いもの。

石匙

突出した摘み部を作出し、また二次加工により幅広の刃部が作出されたもの。出土数が少ないの

で、細分はしていない。

尖頭器

やや幅広で、二次加工により鋭角な先端部が作出され、長さは 5 cm以上のもの。出土数が少ないの

で、細分はしていない。

箆状石器

平面形が撥形を呈し、縁辺の一端あるいは両端に二次加工による刃部が作出されるもの。出土数が

少ないので、細分はしていない。

スクレイメヾ一

定形化した形】犬をもたず、縁辺部に刃部が作出されているものを一括 した。刃部角度や刃部の形状

から2分類した。

l類 :縁辺の半分以上に刃部が作出され、扁平で、刃部の角度が60° 以下のもの。所謂、「削器」。

2類 :縁辺の半分以上に刃部が作出され、刃部の角度が60° 以上のもの。所謂、「掻器」。

3類 :刃部と思われる二次加工が施されているが、不連続か縁辺部の半分以下のもの。 l・ 2類に

あてはまらないもの。

礫器

礫または大形の剥片を素材とし、周辺の一部に大きな剥離を連続的に加え、刃部としたもの。出土

数が少ないので、細分はしていない。

両極石器

2つの側縁から互いに向き合う方向の両端剥離が表裏面に生じるもの。出土数が少ないので、細分

イましてヤヽない。

磨製石斧

平面形が撥形、長方形を呈し、剥離や敲打によって整形された後、研磨を施して仕上げられた石

斧。出土数が少ないので、細分はしていない。

敲磨器類

大きさは長軸あるいは長径が10cm以下で、磨痕、敲打痕、凹痕が確認できた礫石器。所謂「磨石」、

「凹石」、「敲石」を一括した。使用痕の種類や組み合わせで 7分類した。

1類

2類

3類

4類

5類

6類

7類

石皿類

正裏面ないし、側面において磨痕のみが確認されるもの。磨面が複数になるものも含む。

正裏面に凹痕のみを有するもの。複数面に有するものも含む。

端部や側面に敲打痕のみを有するもの。複数の敲打痕をもつものも含む。

磨痕と凹痕とが認められるもの。

磨痕と敲打痕とが認められるもの。

凹痕と敲打痕とが認められるもの。

磨痕、凹痕、敲打痕が認められるもの。

扁平で、長軸、短軸ともに10cm以上で、正裏面に磨痕、凹痕が確認できた礫石器で、所謂「石皿」、

「台石」を一括した。使用痕跡から以下のように 3分類した。
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1類 :正裏面に磨痕が認められるもの。

2類 :正裏面に凹痕が認められるもの。

3類 :正裏面に磨痕、凹痕が認められるもの。

リタッチ ドフレイク (以下、 Rフ レイクと表記)

上記の分類項 目からはずれた剥片で、刃部以外の二次加工が施されているものをRフ レイクとし

た。

フレイク

以上の分類項目全てからはずれた剥片石器。打面と背面の形状から以下のように分類した。

まず打面の調整具合で 3分類した。

1類 :自然面を打面とするもの  2類 :1回、剥離作業が行われた面を打面とするもの

3類 :2回以上、剥離作業が行われた面を打面とするもの。

また、背面にみられる自然面の残存状況により3分類 した。

a類 :背面の全てが自然面 (剥離なし) b類 :背面の一部が自然面 (一部に剥離作業を行う)
c類 :背面に自然面が見られないもの (面全体で剥離作業が行われている)

これらの組み合わせで 9分類とした。また打面が欠損 しているものなど、分類不能なものについて

は、以下のように 2分類 した。

4a類 :いずれかの面に自然面が残るもの。  4b類 :自然面が全 く残らないもの。

V 基本層序について

土層の堆積状況は調査区の数力所を深掘りして確認した。本遺跡では下記のⅣ、V層が遺構底面と

なる。そこで深掘 りによる土層確認はV層上面まで行った。

基本層序 (第 3図・写真図版 1)

Ia.10Y R 3/4 暗褐色粘質シルト 粘性やや弱 しまり疎 土壌粒子粗い 礫少量含む。

(耕作土 )

Ib.10Y R 4/1 褐灰色粘質シルト 粘性やや強 しまりやや疎 土壌粒子やや粗い

川砂 (雲母粒)少量、礫少量含む。 (耕作土か盛土 )

工a.10Y R 3/2 黒褐色粘質シルト 粘性強 しまり密 土壌粒子やや緻密 炭化物微量、

酸化鉄微量含む (後期の包含層。古代以降の遺構は工a層上面で検出)

Ⅱb.10Y R 4/4 掲色粘質シルト  粘性強 しまりやや密 土壌粒子緻密
Ⅲ a.10Y R 4/2 灰責褐色粘土   粘性強 しまり密 土壌粒子緻密 酸化鉄少量含む
Ⅲb 10Y R 5/2 灰責褐色粘土   粘性強 しまり密 土壌粒子緻密
Ⅲc 2.5GY4/1 暗オリーブ灰色粘土 粘性強 しまりやや密 土壌粒子緻密
Ⅳ a.10Y R 4/6 掲色粘土     粘性強 しまりややや密 土壌粒子緻密 酸化鉄少量含む

Ⅳb.2.5GY3/1 暗オリーブ灰色粘土 粘性強 しまりやや密 土壌粒子緻密
V  10YR4/3 にぶい責褐色細砂 粘性弱 しまりやや密 土壊粒子やや緻密
I層は現地表面から約50cm堆積 している。混入物の有無により、三分した (Ia、 Ib層 )。
I層は約20cm堆積 している。二細分したが、主体はⅡa層である。Ⅱa層 は、その上面で溝跡など
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基本層序

の遺構を検出したが、縄文時代後期の遺物包含層にも相当する。

Ⅲ層は20～ 50cm堆積 している。主体はⅢ a層であるが、部分的に変色 しているところもあり、細

分している。Ⅲ a層上面で縄文時代後期前葉の竪穴住居跡や住居状遺構を検出面としている。

以上のような土層の観察から、本遺跡においては検出面がⅡa層上面 (古代以降面)と Ⅲa層上面

(4電文時代後期面)の 2面あることが判明した。ただし遺構検出の段階ではこのような堆積様相を把
握できず、溝跡などの大形の遺構を除き、古代以降の遺構もⅢa上面まで掘り下げてから検出してい

る。

Ⅳ層は粘土層であり、約20cm堆積する。下から水が湧く場所 も見受けられ、グライ化 して変色して

いる場所も認められる。基本的に遺構の床面・底面はこの層内になる。

V層は細砂層であり、ここまで掘 り下げると、ほぼ例外なく水が湧く。ただし深い遺構はこの層を

やや掘 り下げて構築されている。

①

―
L‐43200m                   

―

Ia

―
L‐43200m

③

―
L=43200m              

―

②

第 3図 基本層序

V

0       1 :40     1m
|
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0      1 :2000    50m
|

3号性格不明遺構

12号土坑

11号

10号上坑

14号 土坑

13号土坑

V 基本層序について

2号住居跡

7号土坑

I号住居状遺構

2号住居状遺構

3号住居状遺構

4号住居状遺構

X‐ -8終75m

6号上坑
8号土坑
9号土坑

1号焼土

②__

l

15号土坑

16号土坑

[7号土坑

27号 土坑

18号土坑

6号溝

28号土坑

3号溝 2号溝

③
~  

①～③は

第 3図の

①～③の

位置を示す0      1:600     20m

|

第 4図 遺構配置とグリッド

19号土坑

-11-



Ⅵ 検出した遺構と遺物

1 概   要 (第 4図 )

今回の調査で検出された遺構は大きく3つの時代に区分される。まず、縄文時代では後期の竪穴住

居跡 2棟、住居状遺構 4棟、土坑18基、そして古代では土坑 2基、性格不明遺構 2基、近世では土坑

7基、性格不明遺構 1基を検出した。他に古代～近世と考えられる溝跡 6条がみつかっている。

出土遺物は大コンテナ (402)で 30箱分に相当する。なかでも土器は大コンテナ箱26箱分になっ

た。主体は縄文土器で後期前葉に比定されるものが大半を占め、また同時期のものと思われる土製品

(土偶11点、土製耳飾 り2点、土錘 3点、土製円板 3点など)も 出上した。他に晩期の上器や弥生土

器が少量みつかっている。一方、古代・近世は遺構は見つかるものの、土師器、須恵器、近世陶磁器

は、いずれも小片で、図示できないものがほとんどであった。また、いずれの時代の上器にも言える

ことだが、磨滅が激しく、残存状態が悪い。隣接する広瀬川の氾濫による作用や、元々の土器の胎土

に問題があったなど、原因はいくつか考えられるが、詳しいことは定かではない。

石器・石製品は大コンテナ 4箱分が出上した。縄文時代に比定されるものでは石鏃、石錐、石匙、

尖頭器、打製石斧、箆状石器、スクレイパー、両極石器、磨製石斧、敲磨器類、石皿、また他に石

核、Rフ レイク、フレイクが出土した。他に近世では砥石、石臼などがみつかっている。

近世に比定される遺物は、陶磁器が少ないが、その他の遺物は様々なものがある。銭貨 (元祐通賓

1枚・永楽通宝 2枚・寛永通宝 1枚)や煙管の雁首の一部、また少量ではあるが木製品 (曲物や鍬な

ど)が出土した。

2 縄文時代の遺構 。遺物

(1)竪 穴 住 居 跡

1号住居跡 (第 5～ 7図、写真図版 2・ 21,38)

(位置)調査区中央、ⅡAl、 2iグ リッドに位置する。 8m南側に2号土坑がある。

(検出状況)Ⅲ a層上面で暗褐色の不明瞭なプランとして確認した①任意にベルトを設定し、その脇

をサブトレ状に掘り下げたところ、床面や壁の立ち上がりを確認したので遺構と判断した。

(重複関係)な し。

〈形態 。規模)西側の一部が調査区外に及ぶため、全容が分からないが不整な楕円形を呈するものと

推定される。規模は検出できた部分で5,9× 3.6mを測る。深さは検出面から最深29cmである。

(埋土)暗～黒褐色粘質シルトを主体とし、 9層に分けられる。床下土坑の埋土 (4～ 6層 )は本遺

構の埋± 3層を切っている。ただし1・ 2層には及んでいないので、床下土坑も本住居跡に伴うと判

断した。このような層状となったのは遺構の埋没段階で、床下土坑がやや遅れて埋没していき、住居

本体の埋没と時間差が生まれたためと考えられる。

〈床面 。壁)Ⅲ a層 を床面とした。ほぼ平坦である。硬化面は認められない。壁は調査区外に及んで

いる西側を除き、全周する。緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(柱穴)9個確認したが、遺構が調査区外に及ぶので、これが全てか定かではない。柱穴の配列は
Pit l・ 2・ 6・ 8は方形に並ぶようにも捉えられるが、調査区外にもある可能性もあり、定かでは
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

2m

隣 L‐ 4331111m

隣 Li43 31111m

当

10YR3/3 暗褐色粘質シル
10YR2/2 黒褐色粘質ンル
10YR3/4 暗褐色粘質シル
10YR2/1 黒色粘質シル ト
10YR2/3 黒褐色粘質ンル
10YR3/3 暗褐色粘質シル
10YR3/4 暗褐色粘質シル
10YR3/3 暗褐色粘質シル
10YR3/4 暗褐色粘質シル

粘性やや強
粘性強
粘性強
粘性やや強
粘性やや弱
粘性やや弱
粘性強
粘性やや弱
粘性強

疎
密
　
密
密
　
　
密
密

や
や
　
や
や
　
　
や
や

や
や
密

や
や
密
密

や
や

炭化修微量、黒褐色粘土少量含む

炭化物微量、責褐色細砂少量含む
炭化物微量、責褐色細砂少畳、灰白色粘土少量含む

炭化物微量含む

炭化物微量、焼土粒微量含む

炭化物微量含む

炭化物微量含む

災化物微量、焼土粒多量含む

炭化物微量、黄褐色細砂少量含む

0              1 : 50

第 5図  1号住居跡
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2 縄文時代の遺構・遺物

(6以外 )

0         1 :3        10cm

(6)

第 6図  1号住居跡出土遺物 (1)

ない。

(炉)本住居跡から炉は検出していない。ただし南壁面で焼成により壁面が赤化 している箇所 (焼成

範囲)を 2個確認した。 2個の焼成範囲は65cm離れている。規模は径40～45cmで 、にぶい橙色を呈す

る。焼上の堆積は認められない。

(そ の他)北壁付近に床下土坑 1個確認した。140× 110cmの 楕円形を呈 し、深さは床面から20cmを測

る。埋土は暗褐色粘質シル トを主体とし、層中には土器片や石器が多量に混入していた。

(出土遺物)土器、6623.34g分が出土している。いずれも小片で、器形まで復元できるものはない。

1は深鉢の口縁部片で、波頂部に沿って、沈線が巡る。 2は深鉢の口縁部片で、口縁部には横位に

2条の沈線が巡り、沈線間には縄文が充填される。 3は床下土坑内から出土した深鉢の回縁部片であ

る。口縁部がやや幅広に無文となり、胴部は縄文が施文される。 4は深鉢の胴部片で、縦位の撚糸文

の上に、沈線が施文される。 5は深鉢の胴部片で、縄文を施文した後に、縦位の隆帯が 2条付 く。第

I群土器に相当し、大木 8b～ 9式古段階に比定されるので他の上器とは時期が異なる。埋土上位か

ら出土しており、流れ込みによるものと考えられる。 6は無文の深鉢の大形破片である。口縁部に非

常に浅く、横方向に整形した痕跡が認められる。また底部は全体の 3分の 1程度しか残存 していない

が、底面に網代痕が認められる。

石器は打製石斧 1点、敲磨器類 1点、石皿 1点、石核 1点、フレイク 6点、Rフ レイク 1点が出土

しており、そのうち、 2点 を図示 した。 7は打製石斧で、刃部を欠損する。側縁部は両面から二次加

工が施されている。 8は石核である。扁平な素材を利用し、狽1面 を打面とし、幅広の面から剥離作業

を行っている。

(時期)出土遺物から縄文時代後期前葉に比定される。

り

５

登
ι

Ｂ

Ｂ

Ｂ

澤

■

＾
竃

餓
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

0                    2:3                   10cm

第 7図  1号住居跡出土遺物 (2)

2号住居跡 (第 8～ 11図、写真図版 3・ 21,22・ 38)

〈位置)調査区中央、工A8h～ 8iグ リッドに位置する。本住居跡の東側は調査区外に及んでいる。
(検出状況〉 3号性格不明遺構の東側を精査中に本遺構の炉を検出した。

(重複関係)5号土坑、 3号性格不明遺構と重複する。本住居跡が最も古い。なお、 3号性格不明遺
構は本住居跡の上に構築されており、したがつて 8号性格不明遺構による本住居跡の削平は壁のみで

あり、床面には及んでいない。

(形態・規模)北側を5号土坑に削平され、また東側の一部は調査区外に及んでいるため、形態につ

-15-
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2 縄文時代の遺構・遺物

隣し=霜 wom

土器              土器

l la層
2 現水田の床土
3 1b層
4 1b類 似層。10YR3/3 暗褐色粘質シル ト  酸化鉄多く合む
5 1b類 似層。10YR4/1 褐色粘土
6 1b類 似層。10YR4//1 褐色粘土      酸化鉄中量含む

7 10YR4/1 掲灰色粘質シル ト 粘性強   しまり密
4号性格不明遺構の埋土下位と類似

8 10YR3/4 暗褐色粘質シル ト 粘性やや弱  しまり密
酸化鉄やや多 く、土器片含む

9 10YR3/4 暗掲色粘質シル ト 粘性やや強  しまりやや疎
炭化物微量、褐灰色粘土やや多 く、酸化鉄微量含む

10 10YR2/3 黒掲色粘質シル ト 粘性やや弱  しまり密
H 10YR2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強  しまり密

褐灰色粘土やや多 く含む
と2 10YR4/4 褐色砂質シル ト  粘性やや弱  しまりやや疎

褐灰色粘土中量含む
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謀

当

床下土坑

ドL‐42700m

1 25Y3/1 黒褐色粘土 粘性強 しまり密 炭化物微量、酸化鉄少量含む
2 25Y4/1 責灰色粘土 粘性強 しまり密 酸化鉄微量含む

舶
岬

Ｕ

0             1 :50           2m

-16-

第 3図  2号住居跡 (1)
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

炉石

しまりやや密  炭化物微且、小際少 i・ 含む

砕

ドL-4240Gれ

岸 L-42400m

1 5YR4μ  にぶい赤悩 色焼上  粘性やや強

第 9図  2号住居跡 (2)

いては全容が分からない。検出できた部分から、円形になると推定 され、規模は検出できた部分で直

径4.5mを測る。深さは検出面から最深23cmである。

(埋土〉暗褐色粘質シルトを主体とし、 5層 に分けられる。第 8図の断面図 8～ 12層がこれに相当す

る。また 7層は8～ 12層 を切つており、堆積状況も不自然であることから、 3号性格不明遺構からの

流れ込みの可能性がある。

(床面・壁〉炉が検出したⅢ a層を床面とした。ほぼ平坦である。硬化面は認められない。壁は東側

と北側の一部を除き、全周する。緩やかに広がりながら立ち上がる。

(柱穴〉 7個確認した。遺構の東側は調査区外に及んでいるため、全ての柱穴を検出できたか定かで

はない。Pit l・ 2は南北方向に並んでいるとも捉えられる。またPit 3～ 7は南壁際に並んでおり、

所謂壁柱穴と考えられる。いずれも埋土は暗褐色粘土を主体とする単層である。

(炉〉床面、ほぼ中央部に位置する。 3箇所に集中する焼土範囲を中心に西側から南側にかけて炉石

が並んでいる。石囲炉と考えられるが、焼土範囲の西側から北側にかけては、炉石が無く、また抜き

取り痕も認められないので、元々無かったものと思われる。 3箇所の焼土範囲には、焼上が 2～ 4 cm

堆積しており、また、その周辺にも焼土粒が微量分布していた。

(その他)床面東側に床下土坑 1個が認められる。床下土坑は調査区外に及ぶが、形態は楕円形と推

定され、検出部分で1.5× 0.9mを測る。埋土は黄褐色粘土を主体とし、土器片が混入する。

(出土遺物〉縄文土器は9785.25g出 土している。出土量が多い割に小片がほとんどで、形態まで復元

できたものは17と 21だけであった。22点図示した。 9は口端部に棒状工具による押圧文が巡り、その

下には沈線による曲線文と縄文が施文される。10は口唇部直下に2条の沈線が横位に巡り、下には縄

文が施文される。11・ 12は深鉢の胴部片で沈線による区画文が描かれ、区画内は無文である。13～ 15

は深鉢の胴部片で入り組み文が描かれている。16は平行沈線が施文され、弧状の沈線が連結する。17

は小形の鉢で、口縁部に浅い刻みが巡る。底部にも一条の沈線が巡っている。

18～20は第Ⅳ群に相当する土器群である。18は深鉢の口縁部で数条の沈線が横位に巡る。19は鉢の

回縁部で回唇部には突起が付く。口縁部には4条の沈線が横位に巡り、中央に棒状工具による刺突が

付く。20は浅休の口縁部片で口縁部に沈線が巡る。
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第10図  2号住居跡出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物

21～ 29は第Ⅵ群の深鉢である。いずれも単節の縄文が施文される。形態などの特徴から時期は縄文

後期と考えられる。

石器は石鏃 3点、石錐 1点、磨製石斧 3点、敲磨器類 2点、スクレイパー 14点、フレイク73点、

Rフ レイク13点が出土 している。フレイクの出土量が突出して多い傾向がある。 8点 を図示 した。

31、 32は石鏃である。31は完形で 8種に相当する。321よ 5類に相当するもので縁辺部の両面に二次加

工が施され、刃部を作出している。33はスクレイパーで両面に二次加工が施されている。端部の一部

が尖っており、石鏃の先端部とも考えられるが、ここではスクレイパーの 1類 と判断した。34はスク

レイパー 2類で、円形を呈する。両面に二次加工が施され、刃部を作出する。35は敲磨器類でやや

厚みがあり、両面に磨痕が認められる。36～ 38は磨製石斧である。36は蛇紋岩製で、基部のみ残存す

る。37は頁岩製で刃部のみが残存した。38は未成品である。敲打による成形途中で制作を放棄したも

のと考えられる。はんれい岩製である。

(時期〉出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

(2)住 居 状 遺 構

竪穴住居跡とほぼ同規模で、柱穴は認められるが炉や焼成の痕跡が無いものを竪穴住居跡と区別し

て、「住居状遺構」とした。今回の調査で 4棟検出した。

1号住居状遺構 (第 12～ 16・ 51図、写真図版 4・ 22～ 24・ 37・ 38)

(位置)調査区中央ⅡA9h～ 9iグ リッドに位置する。東側の一部は調査区外に及んでいる。
(検出状況〉Ⅲ a層上面で、暗掲色のプランを検出した。不明瞭なプランだったが、検出面上に炭化

物や土器片が多量に分布していた。

(重複関係〉 8号土坑と重複する。本遺構の方が古い。

(形態 。規模)本遺構は東側の一部が調査区外に及んでいるため、形態の全容は定かではないが、検
出できた部分は不整な隅九方形を呈し、3.7× 2.2mを測る。深さは検出面から最深37cmである。

(埋土)黒褐色砂質シルトを主体とし、13層に分けられる。層中に酸化鉄が含まれ、また粘質シルト
と砂質シルトが互層を形成する箇所もある。水性堆積によるものと思われる。

(床面・壁〉Ⅲa層 を床面とした。ほぼ平坦であるが、硬化面は認められない。壁は東側と南西側の

一部を除き、全周する。緩やかにタトヘとひらきながら立ち上がる。

〈柱穴〉なし。

(その他〉床面ほぼ中央に床下土坑が認められる。調査区外に及んでいるため、形態の全容は定かで

はないが、検出できた部分は2.lXO,9mの 楕円形を呈する。埋土中に土器片が多量に混入していた。

(出土遺物〉縄文土器26122.03gが 出上している。今回、検出した遺構の中では最も出土量が多い。

第Ⅵ群の上器を中心に形態が復元できたものもある。ただし、第Ⅲ～V群まで出上しているが、主体
は第Ⅲ群である。44点図示した。39～42は形態まで復元できた第Ⅵ群の上器である。39は頸部でくびれ、

口縁部が外反する器形である。頸部には縄文原体を押圧し、文様帯を区画する。口縁部は無文で、胴

部には縄文が施文される。40～42は大きく外に広がりながら立ち上がる器形で、40、 41は顎部がやや

屈曲する。43は壼の胴部で沈線による入り組み文と、充填技法による縄文が施文される。45は台付鉢

の底部片で底面には網代痕が認められる。47は第Ⅳ群の深鉢で口唇部下には刻みが巡り、またその下

には2条の沈線が巡る。胴部は縄文のみが施文される。48～ 82は破片資料である。48は深鉢の口縁部

片で、波状口縁を呈する。縄文を施文した後に沈線と刺突文が巡る。49、 53、 54は深鉢の胴部片で、
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

炭化物微畳含む

炭化物少量、酸化鉄層状に少量、土器片含む

炭化物中量、酸化鉄層状に少量、土器片含む

炭化物少量、土器片含む
10YR4々褐色砂質シル ト多量含む
酸化鉄層状に微量含む

暗褐色粘質シル ト多量含む
暗オリーブ褐色粘質シル ト多量含む

暗褐色粘質シル ト中量含む
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第12図  呵号住居状遺構

縄文施文後、クランク状の区画文を付す。50は深鉢の胴部片で、縄文を施文後、入り組み文を描いて

いる。51は波状口縁部の波頂部片である。口唇部には沈線により「 S」 字状の文様が付される。55は

深鉢の口縁部片で、波状口縁を呈する。縄文施文後、数条の平行沈線が横位に巡り、また波状の沈線

が縦位に垂下する。57～ 60は 回縁部に平行沈線文が巡り、沈線による縦位の曲線文が連結する。62は

鉢の口縁部片で口縁部に縄文施文後、 5条の沈線が横位に平行する。63は胴部片で、縄文施文後、弧

状に沈線が巡る。64は施文された沈線文と平行して細い工具による刺突文が巡る。66は 口縁部の波頂

部片で、波頂部に沿うように沈線が一条巡り、その下には刺突文が充填される。67は大きく外へと開

く深鉢で、摩減が激しいが、沈線文とそれと沿うように刺突文が施文される。71も 同様の文様が描か

れている。68は胴部片で、 2条の沈線が平行し、その間には刻みが巡る。その下は縄文が羽状に施文

される。72は壷の胴部片で、胴部に羽状縄文が縦位に施文される。74は第Ⅵ群に相当する。壼の回縁

部片で、変形工字文が施文される。75～ 78は第Ⅵ群に相当する土器群である。77は屈曲する顎部のみ

無文である。79、 80は深鉢の底部片である。79は底面に網代痕が、80は底面にケズリ痕が見受けられ

る。81、 82は ミニチュアの上器底部片である。

土器  石    7

※断面図は床下土坑を精査する前に作成 している。

-21-



2 縄文時代の遺構・遺物
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第13図  1号住居状遺構出土遺物 (1)
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2 縄文時代の遺構・遺物
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Ⅵ 検出した遺構 と遺物
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第16図  1号住居状遺構出土遺物 (4)

土製品は土偶の腕部片 2点 (470、 473)が出土している。

石器は石鏃 2点、石匙 1点、石皿 1点、敲磨器類 1点、礫器 1点、スクレイパー 6点、石核 1点、

フレイク72点、 Rフ レイク7点、チップ 6点が出土している。そのうち 3点図示 した。88は石鏃で、

3類に相当する。先端部の片面には二次加工が施されていない。84は スクレイパーで 2類に相当する。

先端部の両面に二次加工が施されている。84は石匙である。横型の剥片を素材とし、縁辺部の両面に

二次加工を施す。つまみ部も同様に両面から二次加工を施している。

(時期)出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

2号住居状遺構 (第 17～ 21・ 51図、写真図版 5'24～ 26・ 37・ 38)

〈位置〉調査区中央、Ⅱ A10h～ 10gグリッドに位置する。

(検出状況〉 1号溝跡精査中に、その壁や底面から多量の土器が検出し、互A10hグリッド付近を再

度、クリーニングしたところ、黒掲色のプランを検出した。

(重複関係)1号溝跡と重複する。本遺構の方が古い。ただし1号溝跡は本遺構の上部に位置するの

で、壁上部を壊したにすぎない。

(形態・規模)北側が突出する不整な楕円形を呈する。規模は51× 4.2mを測る。深さは検出面から最

深38cmである。

〈埋土)7層 に分けられる。 1・ 2層 と3～ 5層、6'7層で主体上が異なる。したがって本遺構は

一定の段階毎に埋没していつたものと推測される。 1層 中には、多量の土器が混入していた。

(床面 。壁)Ⅲ a層 を床面とした。ほぼ平坦であるが西から東へと約10cm傾斜している。硬化面は認

められない。壁は全周する。外へと緩やかに広がりながら立ち上がる。

〈柱穴〉 4個確認した。配列に規則性はなく、また深さも床面から約10cmと 、浅いものがほとんどで

ある。埋土は暗褐色粘質シルトを主体とする単層である。

(その他〉床面の南狽Iに床下土坑が認められる。規模は開田部が2.1× 1.6m、 底面は径1.lmを測 り、

深さは床面から1.3mである。埋土は灰オリーブ～緑灰色の粘土を主体としており、また炭化物や土

器が混入する。特に珪質頁岩製のフレイクが埋土中位から下位にかけて多量に出土した。
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床下土坑

2 縄文時代の遺構・遺物

Pitl

ド≧と=42300m I普

ー
1 10YR3/3 暗褐色粘質シル ト

10YR2/3 黒褐色粘質シル ト
75YR4/4褐色粘質ンル ト
ЮYR3疱  黒掲色粘土
ЮYR3/3 暗褐色粘質シル ト
10YR4/1 褐灰色粘土
10YR4/2 灰黄褐色粘土
10Yる /2 灰黄褐色粘土

褒イ%繊畳i慾耗豪寡藝暮b土
器片含む

炭化物微量、酸化鉄少量、灰白色細砂ブロック少量含む
炭化物微量、酸化鉄少量、灰白色細砂中量含む
炭化物微量、酸化鉄少量、灰白色細砂中量含む
炭イと物微量、灰白色細砂プロックやや多 く含む
炭化物微量、灰白色細砂プロック少量含む

隣

ド

粘性やや弱
粘性やや強
粘性強
粘性やや強
粘性強
粘性弱
粘性弱

密
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疎
密
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や
や
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や
や
や

や
や
や
密

や
や
や

し

し

し
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卜 L‐42ねlXlm

粘性強  しまりやや疎  炭化物微量、酸化鉄少畳含む
0             1 :50           2 rn

し‐42600m
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第17図  2号住居状遺構



Ⅵ 検出した遣構と遺物
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第18図  2号住居状遺構出土遺物 (1)



2 縄文時代の遺構・遺物
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第19図  2号住居状遺構出土遺物 (2)



Ⅵ 検出した遺構と遣物

0         1 : 3        10cm
|
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第20図  2号住居状遺構出土遺物 (3)
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2 縄文時代の遺構・遺物

(出土遺物〉縄文土器7678.05g

図 2号住居状遺構出土遺物 (4)

している。出土量も多 く、形態が復元できたものも認められる

が、完形のものはなく、また出土状況にも特徴はない。48点 を図示した。86、 87は沈線による区画文

が施され、区画内には縄文と刺突文が充填される。88は波状口縁部の波頂部片で、先端には表裏通 し

て 3条の沈線が巡る。外面には縄文の上から弧状文や入 り組み文が描かれている。89は胴部の大形破

片で、床下土坑内から出上している。沈線による区画文が施文され、区画内には縄文や刺突文が充填

される。91は胴部片で縄文を施文し、数条の沈線が横位に巡る。沈線間には刺突が充填される。92は

口縁部がすばまる形態の深鉢の胴部片で、縄文を施文後沈線による区画文や刺突文が巡る。95は深鉢

の回縁部片で、帯縄文が巡り、縄文は充填技法で施文される。96は 口縁部片で縄文施文後、沈線文 と

刺突文が充填される。97は大形の突起部分で沈線による入 り組み文が施文される。99は摩滅が激しい

が沈線と刺突文が平行 して施文される。100も 摩滅が激しいが、 2段の刺突文が横位に巡り、その間

に縄文が充填される。101～ 103は沈線による区画文が施文され、区画内には縄文が充填される。104

は深鉢の大形破片で口縁部が無文化する他は縄文のみが施文される。105は 口縁部は無文で、胴部 と

の間には縄文原体が押圧される。106は台付き鉢を模 したと思われるミニチュア土器である。1071ま ミ

ニチュア土器の底部片である。108は胴部上半が膨れ、口縁部が外反する。104と 同様に口縁部下が無

文化し、他は糸愚文が施文される。109、 110、 113は 口縁部が外へと大きく開く形態である。109は 口縁

部下に沈線が施文される。111は小形の深鉢で外面には縄文のみが施文され、底面には網代痕が見受

けられる。114は口縁部がすぼまる形態で、口縁部には 2段に円形刺突が巡り、胴部には沈線による

区画文が施文され、縄文が充填する。115は小形の深鉢で108と ほぼ同じ器形を呈する。口縁部は無文

で、胴部との境に縄文原体を押圧する。117は台付き鉢の台部片である。器面には2条の隆帯が巡る。

118は ミニチュア土器の胴部片で、器面は無文である。119～ 121は深鉢の底部片で、底面には網代痕

が見受けられる。123～ 130は第Ⅵ群の深鉢である。131～ 133は深鉢の底面のみの破片で、いずれも

網代痕が見受けられる。

土製品は土製耳飾 り1点 (478)が出土している。

石器は石鏃 2点、両極石器 1点、礫器 1点、スクレイパー 2点、敲磨器類 3点、石皿 2点、フレ

イク90点、 Rフ レイク 3点、チップ30点が出土 している。そのうち両極石器 1点を図示 した。134は

上下方向からのみ打撃が加えられている。

(時期〉出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

3号住居状遺構 (第 22・ 23・ 51図、写真図版 5・ 6・ 26。 27・ 37・ 38)

(位置)調査区中央、こAll f～ 工All gグ リッドに位置する。

ハ川個日∀
　　　翻　‐５ｇ出土卸”
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10YRン2 黒褐色粘質シル ト
ЮYR3/4 暗褐色粘土
ЮYR5/2 灰責褐色粘土
10YR2/3 黒褐色粘土
10YR4/3 にぶい黄褐色土

Pit4

RL‐ 4240111n

粘性やや強 しまりやや密 炭化物微量、砂粒中量含む
粘性強   しまりやや疎 災化物微量、酸化鉄少畳含む
粘性強   しまり疎   炭化物微量、酸化鉄少量含む
粘性強   しまりやや密 炭化物微畳、酸化鉄微畳含む
粘性強   しまりやや密 炭化物微畳、酸化鉄微量、青灰白色粘土少量含む

Pit6

ドL=つ 400mヨ

ヤ

酸化鉄少量含む
青灰色粘土少量含む
青灰色粘土少量含む

Ⅵ 検出した遺構と遺物

Pit2

岸L‐4241Xlm亀 Ｐｉｔ２婉一下‐

当

】〕）　］］］
暗褐色粘質シル ト
灰黄褐色粘土

暗褐色粘質ンル ト

しまりやや密 炭化物微量、
しまりやや疎 炭化物微量、
しまりやや疎 炭化物微量、

強
強
強

性
性
性

粘
粘
粘

W特
◎ゴ甲
↑

σ 砒6

第22図  3号住居状遺構
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2 縄文時代の遺構 。遺物
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0         1 : 3       10cm

(検出状況)Ⅲ a層上面に黒褐色のプランで検出

した。

(重複関係)3号溝跡、4号住居状遺構と重複する。

3号溝跡より古く、 4号住居状遺構より新しい。

(形態・規模)3号溝跡により南東狽↓を削平され
ているため、全容が定かではない。検出できた部

分は不整な楕円形を呈 し、規模は47× 4.lmを 測

る。深さは検出面から最深49cmで ある。

(埋土)5層 に分けられる。 2層以下は粘土が主

体となる。全体的に炭化物や酸化鉄が混入する。

(床面 。壁)Ⅳ a層 を床面とする。床面は中央部

分がやや くばんでいる。硬化面は認められない。

壁は 3号溝に壊されている南東側を除き、全周す

る。緩やかに外へと開きながら立ち上がる。

(柱穴)9個確認 した。配列は不規則であるが、

北西から南東方向に集中する傾向が認められる。

長軸60～ 80cmの楕円形を呈するもの (Pit 2・ 3・

4)も 認められる。深さも5～25cmと 様々で規則

性がない。埋土は暗褐色粘質シル トを主体とし、

単層か、 2層 に分かれる。

畿ψ馨

0                    2:3                   10cm

―

砦
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第23図  3号住居状遺構出土遺物



Ⅵ 検出した遺構と遺物

詢
3号住居状遺構

10YR3/3
10YR3/1
10YR4/3
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褐

炭化物微量、酸化鉄少量含む

炭化物微量、黄褐色細砂少量含む

黄褐色細砂、灰白色粘土少量含む

0             1:50 2m

第24図  4号住居状遺構

〈出土遺物〉縄文土器、2054.47gが 出上している。いずれも小片である。14点図示した。135は胴がふ

くらみ、口縁部が外反する深鉢の口縁部片である。口縁部は縄文施文後、沈線による文様が施され

る。136は 日縁部片で縄文施文後に横位に沈線文を平行に数条巡らせている。137、 138は器面に縄文

が施文され、日縁部と胴部の境に縄文原体が押圧されている。139は深鉢の胴部片で、縄文施文後、

横位の沈線が数条巡る。144は 口唇部に付く大型突起で端部が平坦な円形を呈する。口縁部には刺突

と沈線による文様が描かれている。145～ 148は第Ⅳ群に比定される土器郡で、145は深鉢で口唇部に

―- 33 -



2 縄文時代の遺構・遺物

�
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(163)
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|

第25図  4号住居状遺構出土遺物

は押圧文が巡り、口縁部には沈線が横位に巡る。146～ 148は鉢の口縁部片で沈線が横位に巡る。他に

土錘が 1点出上している (482)。 正裏面と側面にそれぞれ十字に溝を巡らせている。

石器は石鏃 3点、石匙 1点、スクレイパー 1点、敲磨器類 3点、フレイク11点、 Rフ レイク 3点

が出土している。 2点図示した。148は完形の石鏃で 1類である。149は縦型の石匙で縁辺部の両面に

二次加工が施されている。

(時期〉出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

―- 34 -



Ⅵ 検出した遺構と遺物

4号住居状遺構 (第 24・ 25図 、写真図版 6・ 27)

(位置〉調査区中央、Ⅱ Allf～ Ⅱ A12gグ リッドに位置する。

(検出状況〉Ⅲ a上面に暗褐色のプランで検出した。また重複する3号住居状遺構の壁面に本遺構の

床面や壁の立ち上がりを認めた。

(重複関係)3号住居状遺構と重複する。本遺構の方が古い。
(形態・規模)東側の一部を3号住居状遺構により壊されており、全容は定かではないが、検出でき

た部分は不整な楕円形を呈し、規模は5.4× 4.2mを測る。深さは検出面から最深21cmである。

(埋土)3層 に分けられる。

(床面・壁〉Ⅳ a層面を床面とする。ほぼ平坦である。硬化面は認められない。壁は3号住居状遺構

に壊されている北東側を除き、全周する。やや外へと開きながら直立気味に立ち上がる。

(柱穴)7個確認した。床面上から偏りなく分布するが、規則性は見いだせない。断面図は図示して
いないが、深さは15cm前後を測る。埋土は暗褐色粘質シルトの単層であった。

(出土遺物)縄文土器、3057.92g出上している。いずれも小片である。 9点図示した。151は深鉢の波

状口縁部片である。波頂部の内外面に沈線が横位に巡り、口縁部は縄文施文後、沈線文が巡る。152

は胴部片で縄文施文後、沈線と刻みが巡る。153は 口縁部と胴部の境に縄文原体が押圧されている。

155は胴部片で、沈線を平行に施文し、沈線間には縄文が施文される。

石器は石鏃 2点、スクレイパー 1点、敲磨器類 2点、フレイク12点、Rフ レイク1点が出土した。

3点図示した。160は珪質頁岩製の石鏃で、基部の一部が欠損する。161は 1類に相当する石鏃である。

160と 比べると長さが短い。162は先端部を欠損する石鏃で、赤色頁岩製である。 6類に相茎し、基部

が長い。162は敲磨器類で、正裏面に磨痕、凹み痕が認められる。

(時期〉出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

(3)土   坑
1号土坑 (第 26図、写真図版 7)

(位置)調査区中央、 I A20iグ リッドに位置する。4m南側に 1号住居跡がある。

(検出状況〉Ⅲ a層上面で、黒掲色のプランで検出した。

(重複関係〉なし。

(形態 。規模〉楕円形を呈し、規模は1.7× 1.4mを測る。深さは検出面から最深28cmである。

(埋土)3層に分けられる。粘質シルト主体と細砂主体とに三分される。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦で、中央部がやや窪む。壁は全周する。

(出土遺物〉縄文土器が343,76g出土している。いずれも小片なので図示していない。石器はRフ レイ

ク 1点が出土したが、図示していない。

(時期)出土土器から縄文時代後期に比定される。

2号土坑 (第 26・ 31図、写真図版 7・ 27・ 39)

〈位置)調査区中央、ⅡA4i、 IA5iグ リッドに位置する。 lm南側に3号土坑がある。
(検出状況〉Ⅲ a層上面で、黒褐色のプランで検出した。

(重複関係〉なし。

(形態 。規模〉不整な楕円形で、規模は34× 1.5mを測る。深さは検出面から最深53cmである。

(埋土)5層に分けられる。おおむね暗～黒褐色粘質シルトを主体とする。
(底面・壁〉底面は南側はほぼ平坦であるが、北側は一段下がる。壁は全周する。
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2 縄文時代の遺構・遺物

(出土遺物〉縄文土器が425125g出 土している。出土量が多いが小片が多 く、器形が復元できたのは

164のみである。 6点図示 した。164は 器面には条線による曲線文が描かれる。165はやや古 く、Ⅱ群

に相当し、口縁部に連鎖状隆帝が付 く。166は沈線と半円形の刺突文が巡る。167は沈線による区画

が描かれる。石器は石鏃 1点、スクレイパー 1点、敲磨器類 2点、 Rフ レイク 1点が出土している。

2点を図示 した。286は縦型の剥片を素材としたスクレイパーである。287は敲磨器類で 4類に相当す

る。

(時期〉出土土器から縄文時代後期に比定される。

3号土坑 (第 26・ 31・ 51図、写真図版 7・ 27・ 37)

(位置)調査区中央、ⅡA4i、 工A5iグ リッドに位置する。
(検出状況)Ⅲ a層上面で、暗掲色のプランで検出した。

(重複関係)な し。

(形態 。規模〉不整な楕円形で、規模は44× 1.8mを 測る。深さは検出面から最深47cmである。

(埋土〉 6層に分けられる。おおむね暗～黒褐色粘質シルトを主体する。

(底面・壁)底面は南側はほぼ平坦で、東側がやや下がる。壁は全周する。

(出土遺物)縄文土器、1198.10g出上している。 1点図示した。1701よ ミニチュア土器の底部片である。

土製品は分銅形土製品 1点 (489)が出土している。石器はフレイク 1点が出土したが図示していな

(時期)出土土器から縄文時代後期に比定される。

4号土坑 (第 27・ 31図、写真図版 7・ 27)

(位置)調査区中央、ⅡA5iグ リッドに位置する。 2m北側に3号土坑がある。
(検出状況〉Ⅲa層上面で、暗褐色のプランで検出した。

(重複関係)な し。

(形態・規模)不整な楕円形で、規模は2.2× 1.3mを測る。深さは検出面から最深45cmである。

(埋土)8層に分けられる。おおむね暗～黒褐色粘質シルトを主体する。
(底面・壁〉底面は凹凸が激しく、北側はさらにくばんでいる。壁は全周する。

(出土遺物〉縄文土器が419,96g出土している。 5点図示した。171～ 173は胴部片で、沈線による区画

文が描かれる。174は 回縁部片で沈線により方形の区画文を描き、区画内には縄文が施文される。石

器はフレイク4点が出土したが、図示していない。

〈時期)出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

5号土坑 (第 27・ 31・ 32・ 51図、写真図版 8'27・ 28・ 37・ 39)

(位置)調査区中央、IA8h、 ⅡA8iグ リッドに位置する。本遺構は東側が調査区外に及ぶ。
〈検出状況〉Ⅲa層上面で、暗褐色のプランで検出した。

〈重複関係)2号住居跡と重複する。本遺構の方が新しい。
(形態・規模)東側が調査区外に及んでおり、全容は定かではない。検出部分は不整な楕円形を呈し、

規模は2.5× 2.2m、 深さは検出面から最深44cmである。

(埋土)6層に分けられる。暗～黒褐色粘質シルトを主体とし、埋上下位には粘土層が堆積する。
〈底面・壁〉底面はやや歪で、北西から南東へと緩やかに傾斜する。壁は東側を除き全周する。

(出土遺物)縄文土器が900436g出 上している。出土量は多いが小片がほとんどである。13点図示し

た。177は胴部片で、隆帯と刺突が巡る。胴部には入り組み文が施文される。178は口縁部に刺突が巡

り、胴部に沈線による曲線が横位に巡る。179は縄文施文後、数条の沈線を平行に巡らす。180は波状
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的
＼

Ⅵ 検出した遺構と遺物

隣 L=42800m

1

2

3

ね      上器

10YR2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強  しまりやや疎
炭化物微量含む

10YR3/3 暗掲色粘質シル ト 粘性強   しまりやや疎
炭化物微量、オリーブ黒色粘土少量合む

ЮYR4/1 褐灰色細砂    粘性弱    しまりやや疎
炭化物微量、土器片含む

炭化物微量、オリーブ黒色粘土少量含む

炭化物微量、オリーブ黒色粘土少量、黄褐色細砂少量含む
炭化物微量、酸化鉄少量含む

炭化物微量、酸化鉄微量含む
炭化物微量含む

当

当

2号土坑

当

1上 L=42800m

1 10Y賂 /3
2 10YR2/3
3 10YR3/2
4 10YR4/2
5 25GY2/1

疎

密

密

密

密

や

や

や

や
や

や

や

や

や
や

し

し

し

し

し

ンヽ
ンヽ
ンヽ
上上

質
質
質
粘

粘
粘
粘
色
土

色
色
色
掲
粘

褐
褐
褐
黄
色

暗
黒
黒
灰
黒

粘性やや強
粘性弱
粘性やや強
粘性強
粘性強

勧
た
に
に
溶

口，

隣 L=4281111m

ЮYR3/4 暗掲色粘質ンル ト
ЮYR3/3 暗褐色粘質ンル ト
10YR2/3 黒褐色粘質ンル ト
ЮYR4/2 灰黄褐色粘土
10YR3/3 暗褐色粘質シル ト
ЮYR3/4 暗褐色粘質シル ト

粘性強
粘‖生強
粘性強
粘性強
粘性強
粘性やや弱

密
疎
　
密
密
密

や
や
　
や
や
や

や
や
密

や
や
や

炭化物微量、オリーブ黒色粘土少量含む

炭化物微量、オリーブ黒色粘土やや多 く含む
オリーブ黒色粘土少量、土器片合む
酸化鉄少量含む
オリーブ黒色粘土少量含む
炭化物微量含む

第26図 1～ 3号土坑
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2 縄文時代の遺構・遺物

4号上抗

角

に
に
帰
隣

鴇 A61

的
γ
隣

隣 L‐ 426110m

10YR5/1 褐灰色粘土
10YR3/4 暗褐色粘質シル ト

10YR3/2 黒褐色粘質シル ト

10YR3/3 暗掲色粘質シル ト

10YR3/1 黒褐色粘質シル ト

10YR2/3 黒褐色粘土

ЮYR4/4 掲色細砂

10YR3/4 暗褐色粘質シル ト

粘性強   しまり密   酸化鉄少量含む
粘性やや強 しまりやや疎  炭化物微量、
オリーブ黒色粘土中量、下部に酸化鉄少量偏在
粘性やや強 しまりやや密  炭化物微畳、

酸化鉄少量含む
粘性やや弱  しまりやや疎  黄褐色細砂少量、

酸化鉄少量含む
粘性強   しまり密   緑灰色粘土多量

含む
粘性やや強 しまりやや疎

炭化物微量、黄褐色細砂少量含む
粘性弱   しまりやや密  暗褐色粘質シル

トブロック少量、駿化鉄少量含む
粘性強   しまりやや疎  炭化物微量、

黄褐色細砂多量含む

7

10YR2/3 黒褐色椎質シル ト

10YR3/4 暗褐色粘質ンル ト
10YR4/6 褐色砂質シル ト
10YR3/4 暗褐色粘質シル ト

10YR4/6 褐色砂質シル ト

10YR5/8 黄褐色砂質シル ト

ЮYR3/4 暗褐色粘質シル ト
ЮYR3/4 暗褐色粘質ンル ト

粘性弱 しまり密

密や

密

密

密

　

密

　

や
　

密

疎

強や

弱
弱
強
　
や
　
強
　
強
弱

性
性
性
　
性
　
性
　
性
性

粘
粘
粘
　
粘
　
粘
　
粘
粘

炭化物中量、
土器片含む

炭化物微量含む

褐灰色粘土中量
含む

褐灰色粘土中量
含む

褐灰色粘土中量
含む

5号土坑

卜 L三乾5∞m

隣 L=乾 500m

10YR3れ  暗褐色粘質シル ト

10YR3/4 暗褐色粘質シル ト

10YR4々 褐色粘質ンル ト
10YR4/4 褐色粘質ンル ト

25Y4/1 黄灰色粘土

25Y3/1 黒褐色粘土

粘性やや強 しまりやや密 酸化鉄多量含む
粘性強   しまり疎   酸化鉄多量含む
粘性弱   しまり密   酸化鉄少量、

橙色細砂多量含む

粘性弱   しまり密
暗褐色粘質ンル ト多量含む

粘性弱   しまり疎   酸化鉄少量含む
粘性弱   しまり疎   酸化鉄少量含む

粘性やや強  しまり密
炭化物ブロックで微量、酸化鉄中量含む

粘性強   しまり密   炭化物中量、
酸化鉄中量、土器片含む

粘性やや強  しまり密   酸化鉄中量含む
粘性やや強  しまり密   炭化物中量、

酸化鉄微量、土器片含む
粘性強   しまりやや疎  炭化物微量、

酸化鉄少量、土器片含む
粘性強   しまりやや疎

1  10YR3/1
2 10YR3/3
3 10YR3/3

4 75YR6/8

5 5Y3/2
6 75Y4/2

帰
外
琳
　
　
　
淋鵬

姫

弾

戦

　

棚

　

ナ．
ブ黒色砂質

］

黒
暗
暗
　
橙
　
川
灰

0                  1 140                2m
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8号土坑

Ⅵ 検出した遺構と遺物

9号土坑

ド L‐4260111m

ЮYR2洛  黒褐色粘質シル ト 粘性やや強 しまり疎   炭化物微量、
酸化鉄微量含む

10YR3/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強   しまりやや密 炭化物微畳、
オリープ黒色粘土少量含む

10YR4た  褐色砂質シル ト  粘性弱   しまりやや密 炭化物微量、
灰白色粘土少量含む

当

酸化鉄少量、緑灰色粘土少量
含む

炭化物微量、酸化鉄少量、
土器片含む

黄褐色XIE砂中量、土器片含む
責褐色細砂少量含む
灰オリープ色粘土少量、

灰オリーブ色粘土微査暮拿
む
      ド

ニ

期
Ａ

10YR4/4

5YR4/1

5YR73
5Y4/2
5Y4//4

5Y5/4

勧汁
口▼
０

褐色粘質シル ト  粘性やや弱

灰白色粘土    粘性強

暗オリーブ色粘土 粘性強
灰オリーブ色粘土 粘1生強
灰オリーブ色細砂 粘性弱

オリーブ色細砂  粘性弱

しまり密

しまりやや密

しまりやや密
しまりやや密
しまりやや密

しまりやや疎

当

当

当隣

10YR4/6 褐色砂質シル ト  粘性やや弱

10YR5/1 掲灰色粘土    粘性や強

10YR5/8 黄褐色砂質シル ト 粘性やや弱
ЮYR5/8 黄褐色砂質シル ト 粘性やや弱

10YR4/4 褐色砂質シル ト  粘性弱
10YR4/4 掲色細砂     粘性弱

しまりやや密 酸化鉄少量、
褐灰色粘土中量、土器片含む
しまりやや密
褐色砂質ンルト多量、土器片含む
しまりやや密
しまりやや密 灰黄褐色粘土多量

含む
しまり密
しまり密

ド上L‐42600m

5

10YR2ん 黒褐色粘質シル ト

10Y酪れ 暗褐色粘質シル ト

10YR3/3 暗褐色粘質シル ト
10YR4/4 褐色粘質シル ト
10YR5/4 にぶい責褐色砂質シルト
10YR3/3 暗褐色粘質シル ト
10YR4/4 褐色砂質シル ト
10YR3/4 暗褐色粘質シル ト

8

粘性やや弱 しまり密   炭化物微量、
暗赤褐色砂質シル ト微量、土器片含む

粘性弱   しまり密   炭化物微量
含む

粘性強   しまり密
粘性強   しまりやや密
粘性やや強 しまりやや疎
粘性強   しまりやや疎
粘1生やや強 しまりやや密
粘性やや強 しまり疎   炭化物微量

含む

器
＼
土
／

1 :40               2 rn

第28図  8～ 11号土坑
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2 縄文時代の遺構・遺物

口縁の波頂部に付 く突起片である。181は胴部片で入 り組み文が施文される。185はⅥ群で口縁部に 1

箇所、補修孔が認められる。187は台付き深鉢の台部で、無文である。土製品は土偶の腕部片が 1点

(469)出土 している。石器はスクレイパー 3点、フレイク29点、 Rフ レイク3点が出上 している。

1点図示した。288は横型の剥片を素材としたスクレイパーである。

(時期)出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

6号土坑 (第 27・ 31図、写真図版 8・ 28)

(位置〉調査区中央、工A9hグリッドに位置する。lm東側に1号住居状遺構、8号土坑がある。
(検出状況〉Ⅲa層上面で、黒褐色のプランで検出した。

(重複関係〉7号土坑と重複する。本遺構の方が新しい。

(形態・規模〉楕円形を呈し、規模は26× 0.9mを淑1る。深さは検出面から最深19cmである。

〈埋土〉7層に分けられる。暗～黒褐色粘質シルトを主体とし、褐色砂質シルトが混入する。

(底面。壁〉底面はほぼ平坦である。壁は掘りすぎた北東側の一部を除き、全周している。

(出土遺物〉縄文土器が2663.1lg出上している。4点図示した。189は深鉢の口縁部片で縄文施文後、

数条の沈線を平行に巡らす。192は口縁部に付く突起である。石器はフレイク10点が出上しているが、

図示していない。

(時期〉出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

7号土坑 (第 27・ 32・ 51図、写真図版 8・ 28'37)

(位置)調査区中央、工A9hグ リッドに位置する。 lm北東側に2号住居跡がある。
(検出状況)Ⅲ a層上面で、黒褐色のプランで検出した。

(重複関係)6号土坑と重複する。本遺構の方が古い。
〈形態 。規模〉楕円形を呈し、規模は2.5× 2.3mを測る。深さは検出面から最深60cmである。

(埋土〉 6層 に分けられる。埋土は暗～黒褐色粘質シルト主体と、砂質シルト・細砂主体とに三分さ

れる。

(底面・壁)底面は凹凸が激しく、安定しない。壁は6号土坑に壊された南壁以外は全周する。

(出土遺物)縄文土器が355895g出上している。出土量は多いが全て小片であった。 7点図示した。

198、 194は平行沈線を横位に巡らす。196は回唇部には刻みが巡り、日縁部は4条の沈線が横位に巡る。

土製品は 1点出上している (483)。 用途は不明である。石器はスクレイパー 2点、礫器 1点、石皿

1点、フレイク20点、Rフ レイク 1点、チップ 1点が出土しているが、図示していない。

(時期〉出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

8号土坑 (第28'32・ 33・ 38・ 51図、写真図版 8・ 28・ 29。 37・ 39)

(位置)調査区中央、Ⅱ A10hグ リッドに位置する。 lm北側に6・ 7号土坑がある。

(検出状況〉Ⅲa層上面で、褐色のプランで検出した。

(重複関係)1号住居状遺構と重複する。本遺構の方が新しい。
(形態・規模〉歪な不整精円形で、規模は34× 18mを沢1る。深さは検出面から最深70clnである。

(埋土〉 6層に分けられる。 1層 は粘質シルト主体で、 2層以下は粘土や細砂が主体となる。

(底面・壁)底面は九く窪んでおり、壁も含めて断面が半円状を呈する。壁は全周する。

(出土遺物)縄文土器が5065.57g出土している。211・ 212の ように器形が復元できるものは少なく、

ほとんどが小片である。14点図示した。200～203は沈線による曲線の区画文が描かれる。205はⅥ群

の深鉢の口縁部片で口縁部は無文化し、胴部との境に縄文原体が押圧される。207は口縁部に刺突文

が充填される。211はⅣ群に比定される深鉢である。212は ミニチュア土器で、台付きの鉢を模してい
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

る。土製品は土偶の脚部片が 1点 (476)出土 している。石器は石鏃 2点、両極石器 1点、スクレイ

パー 2点、フレイク22点、 Rフ レイク 2点が出土 している。 4点図示 した。289は 石鏃で、茎部の一

部を欠損する。290は円形のスクレイパーである。291は 縦型の剥片を素材 とするスクレイパーである。

292はフレイクで、 3a類に相当する。

〈時期)出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

9号土坑 (第 28・ 33・ 34図、写真図版 9。 29'39)

(位置〉調査区中央、Ⅱ A10hグ リッドに位置する。 lm北東側に 1号焼土がある。

〈検出状況)Ⅲ a層上面に黒褐色のプランで検出した。

〈重複関係)3号溝と重複する。本遺構の方が古い。
(形態・規模〉本遺構は3号溝に壊されており、全容は定かではないが、検出できた部分は不整な楕

円形を呈し、規模は2.1× 18mを測る。深さは検出面から最深47cmである。

(埋土)3層に分けられる。黒褐色粘質シルトが主体となり、炭化物が混入する。

(底面 。壁)底面はほぼ平坦である。壁は3号溝に壊された西壁の一部を除き全周する。

(出土遺物〉縄文土器が9892.98g出土している。出土量は多く、214や218の ように器形が復元できる

ものも認められる。14点図示した。214は外へと大きく広く深鉢で、波状口縁を呈し、波頂部には瘤

状の突起が付く。縄文施文後、複数条の沈線が横位に巡る。216は口縁部片で、器面に数条の条線が

曲線や幾何学的な文様を描いている。218は口縁部が欠損する壼で、入り組み文が描かれる。石器は

スクレイパー 2点、石核 1点、フレイク24点、Rフ レイク5点、チップ2点が出土している。 l点

を図示した。293は黒曜石製のフレイクで 3c類に相当する。

(時期)出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

10号土坑 (第 28。 34図、写真図版 9・ 30。 39)

(位置〉調査区中央、ⅡA9gグ リッドに位置する。 2m南西側に13号土坑が隣接する。
(検出状況)Ⅲ a層上面に掲色のプランで検出した。

〈重複関係〉 1号溝と重複する。本遺構の方が古いが、 1号滞には壁の上面を壊されたにすぎない。

(形態・規模)卵形を呈し、規模は15× 1.lmを 測る。深さは検出面から最深32cmである。

(埋土)6層に分けられる。黄褐色砂質シルトや褐色砂質シルトを主体とする。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦であるが、北西から南東側にかけて傾斜し、比高差は18cmを測る。壁は

全周する。北壁付近は緩やかに外へとひらきながら立ち上がり、南壁付近はほぼ直立気味である。

(出土遺物〉縄文土器が2417.95gが 出土している。 4点を図示した。228は口唇部に付く大形突起で、

先端部が円盤状を呈する。口縁部には沈線と刺突文により文様が描かれている。石器はフレイク3

点、Rフ レイク1点出上しているが図示していない。

(時期)出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

11号土坑 (第 28。 34,39図、写真図版 9。 30)

(位置〉調査区中央、ⅡA9gグ リッドに位置する。 2m西側に10号土坑がある。
(検出状況)Ⅲ a層上面に黒褐色のプランで検出した。

〈重複関係〉なし。

(形態・規模)楕円形を呈し、規模は2.3× 1lmを測る。深さは検出面から最深37cmである。

(埋土〉 8層に分けられる。主体は黒～暗褐色粘質シルトで、砂質シルトが混入する。

(底面・壁)底面は丸く窪んでおり、壁も含めて断面が半円状を呈する。壁は全周する。

(出土遺物〉縄文土器が1773.07g出土している。 4点図示した。232はⅥ群に相当し、口縁部には縄文
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2 縄文時代の遺構・遺物

12号土坑 13号土坑

15号土坑

隣 L‐ 426∞m

10YR3//4 暗褐色粘質ンル ト 粘性弱

10YRン2 黒褐色粘質シル ト 粘性弱

しまり密   炭化物微量、
灰色粘土プロック中畳含む
しまりやや密 炭化物微量、
灰色細砂やや多 く含む

ド笙L=425011耐

1 10YR3/3 暗褐色粘質シル ト

2 10YR3/2 黒褐色粘質シル ト

3 10YR4/4 褐色細砂

4 10YRν3 にぶい責褐色細砂

14号土坑

隣 L=ゆ ∞Om

1 10YR3//4 暗褐色粘質シル ト

2 10YR4/2 灰黄褐色粘質シル ト

3 10YRン2 黒褐色粘質シル ト

粘性やや強 しまりやや疎 炭化物微量、
褐色細砂少量含む

粘性やや強  しまり疎   炭化物微量、
褐色細砂多量含む

粘性弱   しまりやや疎 酸化鉄少量、
暗褐色粘質ンル トブロック中量含む

粘性弱   しまりやや疎 酸化鉄少量、
暗褐色粘質ンル トプロック少畳含む

当

粘性やや強 しまりやや疎  炭化物少量、
焼土粒微量、黄褐色細砂少量含む

粘性やや弱  しまりやや密  炭化物微量、
酸化鉄少量、灰白色粘土少量含む

粘性弱   しまりやや密 炭化物微量、
灰白色細砂中量含む

しまりやや疎 炭化物微量含む
しまりやや疎 酸化鉄少量含む
しまりやや疎 炭化物微量含む
しまりやや密 酸化鉄少量含む
しまりやや密 炭化物微量、

酸化鉄中量含む
しまり密   炭化物微量、

酸化鉄微畳含む
しまり密   炭化物微量、
6層土ブロック多量含む

｀

ノ 互 里
壁

に
に
帰
　
当

隣 L‐卿 Om 当

10YR2//3
10YR3/2
10YR3/1
10YR4/1
10YR3/1

夕5Y3/1

75Y4/1

土器

黒褐色粘質シル ト
黒褐色粘質シル ト
黒掲色粘質シル ト

褐灰色粘土
黒掲色粘土

黒褐色粘土

灰色砂質シル ト

1

2

3

4

5

強

強

強

強

強

　

強

　

強

性

性

性

性

性

　

性

　

性

粘

粘

粘

粘
粘

　

粘

　

粘

16号土坑

外区査調

10YR2/2 黒掲色粘質シル ト 粘性やや強 しまりやや疎
炭化物微量含む

10YR2/3 黒褐色粘質シル ト 粘性やや強 しまりやや疎
炭化物微量、黄褐色細砂少量含む

10YR3/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強   しまりやや密
炭化物微量、灰白色粘土少量含む

10YR3/4 暗掲色粘質シル ト 粘性やや強 しまりやや密
炭化物微量、灰白色粘土やや多 く含む

10YRク3 掲色粘土     粘性強   しまりやや密
炭化物微量含む

0                  1 :40 2m

2号住居状遺構
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第29図 12～ 16号土坑
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

が施文され、顎部は無文化する。235は 台付鉢の台部片で沈線が 2条巡る。石器は石鏃 1点、磨製石

斧 1点、石皿 1点、フレイク 3点、 Rフ レイク 2点が出土 している。 2点図示 した。294は磨製石斧

で刃部を欠損 し、体部片面は大 きく剥離する。295は 石皿である。いびつな形状の扁平礫 を用い、平

坦面には浅い凹み痕が見受けられる。

〈時期〉出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

12号土坑 (第 29・ 35・ 39図、写真図版 9。 30・ 39)

(位置)調査区中央、ⅡA9g、 工A9hグ リ́ッドに位置する。 2m西側に■号土坑がある。
〈検出状況)Ⅲ a層上面で、黒褐色のプランで検出した。

(重複関係)な し。

(形態・規模)やや歪な円形を呈し、規模は径1.6mを測る。深さは検出面から最深40cmである。

(埋土)4層に分けられる。 1・ 2層は粘質シルト主体で、 3・ 4層は細砂が主体となる。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦である。壁は全周する。大きくタトヘと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物〉縄文土器が140454g出土している。いずれも小片である。 5点図示した。236は縄文を施

文後、数条の沈線を横位に巡らせる。237は口縁部片で棒状工具による円形刺突文が充填される。石

器は敲磨器類 1点、フレイク1点が出土している。 1点図示した。296は敲磨器類で 1類に相当する。

(時期〉出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

13号土坑 (第29'35図、写真図版10・ 30)

(位置)調査区中央、Ⅱ Allf、 Ⅱ A12gグ リッドに位置し、2m北東側に10号土坑がある。

(検出状況〉Ⅲ a層上面に暗褐色のプランで検出した。

〈重複関係)2号住居状遺構と重複する。本遺構の方が新しい。
(形態・規模〉南側を2号住居状遺構により壊されており、全容は定かではない。検出できた部分は

不整な楕円形を呈し、規模は1.6× 10mを測る。深さは検出面から最深22cmである。

(埋土)3層に分けられる。各層中に混入物が多く、特に1層 中には焼土粒が含まれる。

〈底面・壁〉底面はほぼ平坦である。壁は2号住居状遺構に壊された南西壁を除き全周する。

(出土遺物〉縄文土器が1440259g出土している。いずれも小片である。 3点図示した。241は縄文施

文後、横位の沈線が巡る。242は 口唇部に半球状の突起が付く口縁部片である。沈線による区画文が

施文され、区画内には刺突が充填される。243は沈線によるクランク状の区画文が描かれる。石器は

Rフ レイク1点出土しているが、図示していない。

〈時期〉出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

14号土坑 (第 28・ 35。 40図、写真図版10・ 30。 39)

(位置)調査区中央、工A10g、 Ⅱ A10hグ リッドに位置し、 lm北側に11・ 12号土坑がある。

(検出状況〉Ⅲ a層上面に暗褐色のプランで検出した。西側を撹乱により壊されている。

(重複関係)な し。

(形態 。規模〉検出部分は楕円形を呈し、規模は1.2× 1.2mを 測る。深さは検出面から最深27cmで あ

る。

(埋土)2層 に分けられる。暗～黒褐色粘質シル トを主体 とする。

(底面・壁〉底面は丸く窪んでいる。壁は撹乱に壊された東壁を除き全周する。

〈出土遺物)縄文土器が9682g出上している。1点図示した。244は第Ⅵ群に相茎する深鉢の口縁部

片である。石器は石皿類 1,点 (297)が出土している。297は平面形は楕円形を呈し、全体の3分の 1

を欠損する。使用面は磨痕により、平らである。
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2 縄文時代の遺構・遺物

17号土坑

坤
７

卜生し,42 611C m

10YR2/3 黒褐色粘質ンル ト 粘性強

10YR3/3 暗褐色粘質ンル ト 粘性強

しまりやや疎 炭化物微量、
灰白色粘土少量含む

しまり密   黄褐色細砂中量
含む

1 10YR2/2 黒褐色粘質シル ト 粘性強

2 10YR2洛 黒掲色粘質シル ト 粘性やや弱

3 10YR3れ 暗褐色粘質シル ト 粘性やや弱

19号土坑

隣 L三宅 ∞ Om

1 10YR3/4 暗褐色粘質シル ト
2 25CY2/1 黒色粘土
3 10C5/1  緑灰色粘土
4 5G5/1  緑灰色粘土
5 5儀/1  暗緑灰色粘土
6 25CY5/1 オリープ灰色粘土
7 10YR2/1 黒色粘土
8 25GY5/1 オリープ灰色粘土

しまり密 炭化物微量、
黄褐色細砂中量含む

しまり密 炭化物微量、
黄褐色細砂やや多 く含む

しまり密 黄掲色細砂やや多 く
含む

密
密
密
密
密
密
密
疎

や
や
や
や
や
や
や
や

や
や
や
や
や
や
や
や

強
強
強
強
強
強
強
強

性
性
性
性
性
性
性
性

粘
粘
粘
粘
粘
粘
粘
粘

炭化物微量、砂粒少量含む

酸化鉄少量合む
炭化物微量、酸化鉄少量含む
炭化物少量、酸化鉄中畳含む
炭化物少量、酸化鉄中量合む

炭化物中量含む

炭化物多量含む

炭化物少量、酸化鉄少量含む

荒Attf
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第30図 17～ 19号土坑



Ⅵ 検出した遺構と遺物

2号土坑

縛羽
166

Ⅷ V
167

攘評〃糊 け叩173

177

0      1 :4     10cm

土坑出土遺物 (1)

179

0         1 :3       10cm
|
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2 縄文時代の遺構・遣物

5号土坑

ゾ

驀虻飴サ

7号土坑

193

(_ |-7

8号土坑

第32図 土坑出土遺物 (2)
- 46 -―



Ⅵ 検出した遺構と遺物

鰯 鎖
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ぃ
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矮

磯 η
219

(211・ 213～ 215・ 217・ 218)

牲___上年生__二唱Cm
0         1 :3        10cm

222
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第33図 土坑出土遺物 (3)
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2 縄文時代の遺構・遺物

15号土坑

｀
(________一――――一―～―――――――一|::::::::::::::::::::::::!!!//       ti:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::〕       

｀

(265～ 270)

0      1 :4     10cm

- 50 -

第36図 土坑出土遺物 (6)



Ⅵ 検出した遺構と遺物

15号土坑

導に解フ
懸 犀議

19号土坑

第37図 土坑出土遺物 (7)

(時期〉出土土器から縄文時代後期に比定される。

15号土坑 (第 29,35～ 37・ 40・ 51図、写真図版10。 30。 31,37・ 39)

(位置〉調査区中央、Ⅱ Allg、 Ⅱ Allhグ リッドに位置する。東側の一部は調査区外に及ぶ。

(検出状況〉Ⅲa層上面に黒褐色のプランで検出した。

(重複関係〉なし。

〈形態・規模)東側の一部が調査区外に及んでおり、全容は定かではない。検出できた部分は不整な

円形を呈し、規模は径21mを測る。深さは検出面から最深92cmである。

(埋土〉 7層に分けられる。黒褐色粘質シルト主体とし、酸化鉄を多く含む。

〈底面・壁〉底面は中央部分がくぼんでおり、さらにその下は平坦である。壁は調査区外に及ぶ東壁

を除き全周する。

(出土遺物〉縄文土器が16500.04g出土している。土坑のなかでは最も出土量が多く、265や266の よう

に器形が復元できるものも認められる。33点図示した。245～249は縄文を施文後、沈線により曲線文

を描いている。251は棒状工具による円形の刺突文が充填される。258は横位に巡る沈線間に縦位の弧

状沈線が連結する。260、 261は細い沈線が多重に曲線を描いている。263は方形の文様が描かれてい

る。265は Ⅵ郡に相当する深鉢で縄文のみが施文される。266は無文の台付鉢である。267は底部に穿

孔が 1箇所認められる。268は無文の台付 き鉢の破片である。271・ 272も 第Ⅵ群の深鉢で、口縁部と

胴部とを2条の縄文押圧文で区画し、その間は無文となる。274～277は深鉢の底面の破片で、本遺構

からの出土量が突出して多かった。いずれも網代痕が見受けられる。土製品は土偶の腰部の破片が 1

点 (468)みつかっている。無文である。石器は石鏃 1点、スクレイパー 2点、敲磨器類 1点、石皿

1′点、フレイク17″点、Rフ レイク 2!点が出上 している。 3′点図示 した。298は横型の剥片を素材とす

るスクレイパーである。299は縦型のスクレイパーで片面には二次加工がほぼ全周する。300は フレイ

勘臨時輪騨中鞠
Ｈ

β

ｌ‐

川

『

１

２７８

２８３

耶

２８４

鸞鶴鶴〕．
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遺物

→

鋭オ嫁
金              289

蔭む0 切
日

¶

川

Ｖ

一

鬱

9号土坑

⌒ ヽ

十

⑩ ↑Q
I

293

(287)
0               1 :2             10cm

|

(287以外 )
0                     2:3                   10cm

第38図 土坑 出土遺物 (8)
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

クで lc類に相当する。

(時期)出土土器から縄文時代後期前葉に比定される。

16号土坑 (第 29・ 37図 、写真図版10,31)

(位置)調査区中央、Ⅱ A12g、 Ⅱ A13gグ リッドに位置する。東側半分は調査区外に及ぶ。

` (検出状況〉Ⅲ a層上面に黒褐色のプランで検出した。
(重複関係〉なし。

(形態・規模)東側半分が調査区外に及んでおり、金容は定かではない。検出できた部分は楕円形を

呈し、規模は3.3× 1.lmを測る。深さは検出面から最深29cmである。

(埋土〉 5層に分けられる。黒褐色粘質シルト主体で、底面付近 (5層)には褐色粘上が堆積する。

(底面・壁〉底面はほぼは平坦である。壁は調査区外に及ぶ東側以外は全周する。

(出土遺物〉縄文土器が447.38g出土している。 3点図示した。278は鉢の胴部片で、横位に沈線が巡

り、その下には縄文が施文される。280は縄文のみが施文される深鉢の回縁部片である。石器はフレ

イク3点出土しているが図示していない。

(時期)出土土器から縄文時代後期に比定される。

17号土坑 (第 30図、写真図版11)

(位置〉調査区中央、Ⅱ A13gに位置する。 lm北東側に16号土坑がある。

(検出状況〉Ⅲa層上面に黒褐色のプランで検出した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模)楕円形を呈し、規模は1.7× 10mを測る。深さは検出面から最深43cmである。

(埋土)3層に分けられる。黒褐色粘質シルトを主体とし、全然的に細砂が混入する。
(底面・壁〉底面は中央部分の部分は平坦である。壁は全周し、ほぼ直立する。

(出土遺物〉土器は出上していない。石器はフレイク2点、Rフ レイク1点が出土しているが、図示

していない。

(時期)埋上の様相から縄文時代後期に比定されるものと推定される。

18号土坑 (第 30・ 37図、写真図版11・ 31)

(位置)調査区中央、Ⅱ A14gに位置する。 3m北側に17号土坑がある。

(検出状況〉Ⅲa層上面に黒褐色のプランで検出した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模)楕円形を呈し、規模は12× 0.7mを測る。深さは検出面から最深20cmである。

(埋土〉 2層に分けられる。暗～黒褐色粘質シルトを主体とする。

(底面 。壁〉底面はほぼ平坦である。壁は全周する。

(出土遺物〉縄文土器が110.14g出 上している。 2点図示した。281は無文の鉢の胴部片で、円形の突

起が付く。

(時期)出土土器から縄文時代後期に比定される。

19号土坑 (第30'37図、写真図版11,31)

(位置)調査区南端、Ⅱ A18eグ リッドに位置する。

(検出状況)Ⅲ a層上面に黒褐色のプランで検出した。また4号溝跡の壁面に本遺構の壁の立ち上が

りが認められた。本遺構は南側の一部が調査区外 |こ及んでいる。

(重複関係)4号溝跡と重複する。本遺構の方が古い。
(形態・規模〉東側を4号溝跡に壊され、南側は遺構外に及ぶため、全容は明らかではない。検出し
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狙　
丞

2 縄文時代の遺構 。遺物

ド
とL=42側 Om 当

25YR5/8 明赤褐色焼土  粘性やや弱  しまりやや密  炭化物微量、
暗褐色粘質シル ト中畳含む

隣

に

当

=ギ

隣娃に以当

隣 L=ψ  ωOm

1 5YR4/6 赤褐色焼土 粘性強 しまりやや密  暗褐色粘質シル ト中量含む

加
／ 敬

引

0       1120      1m
|

第41図  1。 2号焼土遺構

た部分から不整な円形を呈 し、規模は径37m以上と推定される。深さは検出面から最深59cmである。

(埋土〉8層 に分けられる。 1層は暗褐色粘質シルトが主体で、2層以下は粘土が主体である。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦である。壁は東壁のみ検出した。

(出土遺物)縄文土器が1827.38g出土している。3点図示した。283は深鉢で口縁部は無文、胴部と

の境に段を有する。胴部は縄文が施文される。284、 285は口縁部に沈線による変形工字文が施文され

る。石器はスクレイパー 4点、フレイク18点、Rフ レイク3点出土しているが、図示していない。

(時期〉出土土器から弥生時代に比定される。

(4)焼 土 遺 構

1号焼土 (第 41図、写真図版11)

(位置〉調査区中央、Ⅱ A10hグ リッドに位置する。 lm西側に9号土坑がある。

(検出状況〉Ⅲa層上面に焼土範囲で検出した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉不整な楕円形で、規模は34× 27cmを沢↓る。焼土の堆積は

検出面から約 7 cmである。

(埋土〉焼土を主体とする単層である。炭化物や暗褐色粘質シルトが混

入する。

(時期)出土遺物がないため、定かではないが、縄文時代と推定する。

2号焼土 (第41図、写真図版12)

(位置〉調査区南側、工A13gグ リッドに位置する。

(検出状況〉Ⅲa層上面に焼土範囲で検出した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉卵形を呈し、規模は32× 25cmを 沢1る。焼上の堆積は検出

面から最深 4 cmである。

(埋土〉焼土を主体とする単層である。炭化物や暗褐色粘質シルトが混 A  。   2m

第42図 縄文土器分布図
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Ⅵ 検出した遺構と遺物
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2 縄文時代の遺構・遺物
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2 縄文時代の遺構・遺物
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Ⅵ 検出した遺構 と遺物
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第47図 遺構外出上土器 (5)

入する。

(時期)出土遺物がないため、定かではないが、縄文時代と推定する。

(5)遺構外土器 (第42～50図 )

Ⅱ層から122659.57gの 上器が出土しており、特に出上分布は調査区中央工A3iグリッドから南側

にかけて多い。第42図は縄文土器の出土量をグリッド毎に示したものである。 1号住居状遺構や 3

号住居状遺構が位置するⅡ A10h～ Ⅱ Allgグリッドを中心に、出土量が偏る傾向が認められる。一

方、遺構が検出されなかったⅡ A13g'14gグ リッドでも比較的多く出土している。このエリアは石

器も多く出土し、フレイク類が集中的に出土した場所 (第 64図参照)で もあった。
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2 縄文時代の遺構・遺物

に 464

10cm

第50図 遺構外出土土器 (8)

168点図示 した。301～314は第Ⅲ群に相当する深鉢の口縁部片で、縄文を地文とし、その上から多

条の沈線が横位に巡る文様が施文された土器群である。3021よ 口唇部直下にやや太い棒状工具によ

る刻みが横位に巡る。304は沈線間に円形の刺突文が充填される。306は口唇部の内面に沈線が巡る。

315～317も Ⅲ a郡に相当し、クランク状の区画文が施文される胴部片である。いずれも区画内には充

填手法による縄文が施文される。318～ 320も 胴部片で、入 り組み文が施文される。321は深鉢の口縁

部片で、口縁部から胴部のかけて複数条の条線文が施文されている。322～328は深鉢の口縁部片で縄

文を地文とし、その上から横位の沈線が数条巡る。322は沈線間の幅が短いが、323～328は比較的幅

が広い。また324は 口唇部直下には刺突文が巡る。329～336は横位の沈線が数条巡り、沈線は縦位の

弧状の沈線で連結する。口縁部に施文されるものが多い (329～ 335)が、胴部に施文されるものも認
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

められる (386)。 337は深鉢の回縁部片で、縄文を施文し、口唇部に沿って沈線が 1条施文され、そ

れと平行して、刺突文が巡る。338～348は沈線による区画文が施文され、区画内には縄文や刺突文が

充填される土器群である。338は回縁部片で波状口縁を呈する。波頂部はさらに段になり、その一端

は突出しているが、縦に肥厚する。343は深鉢の口縁部片で、口縁部から胴部にかけて瓢箪形の区画

文が描かれ、区画内には縄文が充填される。344は 回唇部が肥厚し、沈線が矢羽根状に施文される。

348は台付の鉢の胴部片である。横位に沈線が巡 り、沈線に沿って爪形の刺突文と縄文が充填される。

349～356は深鉢の口縁部片であり、刺突文が充填される土器群である。349～352は 口唇部に沿つて沈

線が数条めぐり、その沈線間に刺突文が充填される。357は深鉢の回唇部に付 く大形突起片で、頂部

は円形を呈する。体部には渦巻き文が描かれている。358～862は曲線的な区画文が施文される土器群

である。358・ 359は頸部が屈曲する器形の深鉢の口縁部から胴部にかけての大形破片である。口縁部

は両端に棒状工具による押圧文が巡る。365・ 366は頚部が屈曲し、直線的にタトヘと広がる器形の深鉢

で口唇部直下と胴部が区画され、縄文が施文される。369は胴部上半で屈曲し、直線的に外へと広が

る口縁部を呈する鉢である。口縁部から胴部にかけて沈線による渦巻き文や三角形文が描かれてい

る。370は深鉢の胴部片であるが縄文を地文とし、その上から数条の沈線が横位と斜位に施文される。

372は 口縁部片で口唇部直下から隆帯が垂下し、回縁部片には押し引き状の刺突文が横位に巡る。373

は胴部がやや膨らむ器形を呈する鉢で、胴部に横位に隆帯が付き、隆帯上には刺突文が巡る。374も

胴部が膨らむ器形を呈し、胴部に横位の隆帯が付 く。隆帯上には斜位に刻みが巡る。375は交互刺突

文が施文される。376は 回縁部に波状を呈 した沈線文が数条巡る。379は浅鉢の胴部片で内面に沈線

文が描かれる。380は胴部に鋸歯状の沈線文が描かれる。381は回唇部直下に微隆起状の隆帯が付 く。

382は口縁部には細い沈線による区画文が描かれ、区画内には縦位の条線文が充填される。384は口唇

部に突起が付 く。口縁部には沈線による区画文が描かれる。388は 口縁部に 5条の沈線文が横位に巡

る。一端に補4笏孔が 1個認められる。胴部には縄文が施文される。390は口縁部が大きく外へと広が

る器形を呈する。口縁部には縄文が施文され、頸部は無文である。391～408は第Ⅵ群に相当する土器

群である。391～397は縄文の側圧により文様帯を区画し、区画内には充填手法により縄文が施文され

る。399～406は沈線により区画される土器群である。405は波状を呈する深鉢の口縁部片である。縄

文を地文とし、その上から、口唇部に沈線が巡 り、口縁部下にも横位に沈線が巡る。407は 口縁部文

様帯を沈線で区画し、口縁部には縦位に羽状縄文が施文される。408は 口縁部がすばまる器形を呈す

る胴部片で口縁部文様帯と胴部文様帯とが沈線により区画されており、それぞれの区画内には縄文が

施文される口頸部は無文である。409は片口土器の注ぎ口部片である。沈線と縄文が施文される。410

～412は注口土器の注口部片である。410は先端がやや横に歪んでおり、先端には沈線が巡る。412は

先端がやや立ち上がる器形で、先端に沈線が施文される①413は無文の深鉢で口唇部に刻みが巡る。

415～424は縄文時代晩期に属する第Ⅳ群土器群である。いずれも小片である。415は深鉢の口縁部

片で、口唇部は押圧が連続し、口縁部には幅広の沈線が数条に渡り横位に巡る。416は鉢の口縁部片

で裏面にも沈線が巡る。417は浅鉢の口縁部片で胴部には工字文が施文される。418は壺の口縁部か

ら胴部にかけての大形破片である。口唇部直下にはB状突起が付き、胴部には工字文が施文される。

419・ 420も 同様な形態の壺の口縁部片である。口唇部直下に 2条の沈線が巡るのが共通の特徴であ

る。421は鉢の大形破片で、416と 同じように内面にも沈線が巡る。422、 424は浅鉢の胴部片である。

どちらも工字文が施文され、422は胴部中央に突起が付 く。

425～430は弥生時代に属する第V群土器群である。小片であるが、谷起島式に比定されるものであ

る。425～428は浅鉢の口縁部片で、いずれも沈線による変形工字文が描かれている。429は胴部片で
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2 縄文時代の遺構・遺物

複数条の沈線文が施文されている。430は 口縁部片で、口唇部直下には注ぎ口状の突起が付 く。沈線

文と交互刺突文が施文されている。

430～451は縄文などの地文のみの第Ⅵ群土器群である。いずれも破片資料であり、形態も定かでな

いためどの時期に属するものかはっきりしない。ほとんどが回唇部直下から胴部まで、斜縄文が施文

されるが、435'439で は胴部の屈曲部が無文化する。また440は 口縁部が、441は胴部が無文となる。

443は小片であるが口唇部直下に補修のためと思われる穿孔が認められる。447は地文に刷毛状の条線

文が施文される。448は小片で、この上器群に属するか定かではないが、内面にアスファル ト状の付

着物が認められる。449'4501よ 鉢の底部片で、底面付近まで縄文が施文される。450は底面内部に沈

線による円文が描かれている。451は蓋か。全体の 3分の 1ほ どしか残っていないので定かではない。

頂部に横位の穿孔が認められる。

452～457は第Ⅵ群土器群のうち無文の上器群である。いずれも破片資料で、形態が復元できたもの

も推定であり、したがってどの時期に属する土器かは定かではない。452は鉢である。4541ま小形の鉢

の体部片で、和積み痕が認められる。455は台付 きの鉢を模 したミニチュア土器で、器面には指頭に

よる整形痕が認められる。456も 丸底の浅鉢を模したミニチュア土器である。457は全体の 3分の 1し

か残っていないが、図示したような形態を呈する厚底の鉢のミニチュア土器と推定される。

458～466は深鉢や鉢の底面が明確な破片資料である。外面には縄文が施文されるか無文で、どの

時期に属するか定かではない。458～463は底面に網代痕が認められる。459の ように目の細かいもの

から463の ように粗いものまで、バラエテイーに富む。464は底面のほぼ中央に整形痕が認められる。

465'466は 底面に木葉痕が見受けられる。

出土土製品 (第 51図 )

27点の上製品が出土している。種類は、土偶、土製耳飾り、土錘、土製円板、分銅形土製品、土製

装飾品、その他、用途が不明の上製品で、また粘土塊も認められる。出土層位はⅡ層で、同じ層から

縄文後期の土器が出上しており、ほぼ同じ時期に比定されると思われる。出土量が少ないので、遺構

内出土も含め、第51図に一括した。

467・ 468は偏平な形態の土偶の腰部片である。467は四面全体に円形の刺突文が充填される。468は

無文である。469～475は土偶の腕部片である。469,472は先端をややへこませるように整形し、手の

ひらを模したものか。473は腕部片で、 3段の横位の沈線が巡り、沈線間には縄文が施文される。ま

た穿孔により、手の部分を表現している。476・ 477は土偶の脚部片である。476は無文であるが、つ

ま先部分がややせり上がるような形態を呈する。

478・ 479は土製の耳飾りである。どちらも円形で中央に向かいくぼむ形態を呈し、側面もわずかに

凹んでいる。文様は無い。

480～48は土錘である。溝が巡っており、480。 481は体面は一文字で側面が十字、482は全ての面で

十時に溝が交差する。

483は小形の土製装飾品と判断した。土錘と形状が類似するが、先端部付近に穿孔が認められ、溝

は側面のみであり、土錘と区別した。

484・ 485は用途が不明な土製品である。特に484は略三角形状を呈し、中が空洞である。薄い器面

のほぼ全体に先の細い棒状工具による刺突文が充填される。

486～488は土製円板である。摩滅がひどく、文様が明確でないが、いずれも縄文が施文されてお

り、深鉢などの胴部片の転用であろうと思われる。

- 66 -―



鶴 園
ｏ
　聞
］

建

４７３

鰻
日
総
団
⑨

∩
醗絢ρ

0 471
理∪□
(:::)   472

□

４８４

』

£
の
修

△尉‐‐‐‐岬
４８３

ｍ闇凹り

ω
⑬
∩
り

倫

幽

圃

Ｍ

４８‐

○

∩

∪

紛

４８０

③
③

◎
４９

６
④

鑓≧姻

―始 ∞動 に一
―
   
一487                488

域 0

『
可
〇
477

①

③③
482

⑨O
492

0         1 :3        10cm

第 51図 土製品

Д 只
485

9◇
490

絢g
④       474

-○―
園 �

478

Ⅵ 検出した遺構と遺物

―③―
圃 □

479

餓 鰻
491

0

- 67-



2 縄文時代の遺構・遺物

489は分銅形土製品と考えられる。軽米町長倉

製品と類似しているので、そのように判断した。

いる。

I遺跡の縄文時代後期の層からみつかった分銅形土

上部を欠損している。器面全体に縄文が施文されて

490～498は粘土塊である。いずれも焼成を受けており、生焼け状態ではない。不定な形状で、特徴

や規則性は見いだせない。

遺構外の石器 (第 52～ 65図 )       ´

フレイクも含め924点の石器が出土している。出土層位はⅢ層で、同じ層から縄文後期の上器が出

土しており、ほぼ同じ時期に比定されると思われる。

器種毎にみると、石鏃、石錐、尖頭器、スクレイパー、打製石斧、磨製石斧、砥石、両極石器、礫

器、敲磨器類と石核、フレイク、Rフ レイクが出上している。以下、器種毎にみていく。

(石鏃〉

34点出土した。調査区中央のグリッドから出土するものが多く、また3号性格不明遺構や溝跡など

の、時期が明らかに違う遺構の埋土からも出上している。16点図示した。494～497は 6類に相望し、

いずれも基部や先端部を欠損する。石質は様々で494は玉随製、496は赤色頁岩製、その他は頁岩製で

ある。498・ 499は 4類に相当し、赤色頁岩製、499は頁岩製である。比較的小型で長さは1.7cm程度で

ある。499は先端部の縁辺部がやや窪んでいる。500・ 501は 1類に相当し、どちらも赤色頁岩製である。

大きさは498・ 499と 同じぐらいである。502～505は 2類に相当し、いずれも頁岩製である。502は比

較的大きく、今回出上した石鏃の中では最も長い。一方、504は比較的小さいので、 2類の石鏃には

大きさにバラエテイーがあるのかもしれない。505。 506イよ同じ3類に含めた。ただし、505は基部が

比較的細長いのに対し、506は幅広であり、やや形状が異なる。また506は他と比べて厚みがあるのも

特徴である。507・ 508は 7類に相当し、507は玉随製、508は頁岩製である。形状は似るが両者の大き

さは異なっている。509は 9類に相当し、先端部を欠損している。

(石錐)

9点出上した。石鏃と同様に調査区中央グリッドから多く出土し、また3号性格不明遺構の埋土か

らも出上している。 3号性格不明遺構は時期が異なる遺構であり、流れ込みによる混入と思われる。

6点図示した。510～514は 1類に比定されるもので、摘み部が付く。いずれも頁岩製である。510。

511・ 513は la類に含まれる。そのうち、510・ 511は摘み部は偏平で厚さが薄い。錐部は細く、長い

形状を呈する。一方、513は全体的に厚みがあり、錐部の幅もやや広い形状を呈している。512は lb

類に相当する。摘み部は横長の形状を呈する。錐部は短いが、両面より二次加工を施し、精巧に刃部

を作出する。514・ 515は 2類に相当する。ただし、515は一方の端部を欠損しており、 1類 に含まれ

る可能性がある。いずれも頁岩製である。縁辺部の両面から二次加工を施し、刃部を作出している。

(尖頭器〉

1点のみだが、ⅡA4iグ リッドより出土している (516)。 卵形を呈し、片方の先端部は鋭利であ
る。片面は縁辺部全体に、もう片面には一部のみ二次加工を施して、刃部を作出している。

(箆状石器)

2点出土している。尖頭器同様、出土点数は少ない。スクレイパーに含まれてもいいかもしれない

が、形状の特徴から「箆状石器」とした。 2点図示した。517は短冊状の形状で、長辺の方向にやや

反りが見受けられる。縁辺部は両面から二次加工が施される。518は箆状を呈し、短辺の一方は平坦

に整形され、刃部を作出されるが、もう一方の端部に刃部はない。また体部には自然面が残る。

―- 68 -



簸‖逢峰†摯傘↓崇傘‖攀
てこ2>         498    ◆           499     <〔ユ>         500      ~         501

ゑ

４９４

葵

４９５

鰺す皐
て
=>>        504

O m4

0                      2 : 3                    10cln

第52図 遺構外出土石器 (1)

一

５０　　　　　ヽ
総酬爛帥欄醐Ψ　５０９

鶴

出

‐――

〕

一

◇
　
　
　
「翰

　◇

鯵

５‐‐

ｍ
Ｎ

ｖ
一

Ｏ

‐‐
↓

◇

一 ?聯M

５‐５

円

円

円

Ｖ

愈
簿

５０３

贔

５０７

＝

　

　

　

　

↓

蕊聯

◇

溢

◆

- 69 -―



ハ
Ｈ
Ｈ
聟

洵

側

風

酬

Ｗ

|

ハ   m9

武
齢

Ｖ

0                      2: 3                     10cm

|

第53図 遺構外出土石器 (2)
―- 70 -―



523

0
|

Ⅵ 検出した遺構と遺物

10cm2:3

第54図 遺構外出土石器 (3)
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2 縄文時代の遺構・遺物
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第55図 遺構外出土石器 (4)
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2 縄文時代の遺構・遺物

第57図 1遺構外出土石器 (6)
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

…敲打痕

Ⅲ…磨痕

10cm0 2:3

第60図 遺構外出土石器 (9)
- 77 -



日

〇
ヾ
い

2 縄文時代の遺構・遺物

第61図 遺構外出土石器 (10)
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第62図 遺構外出土石器 (11)



2 縄文時代の遺構・遺物

542

0                   2:3 10cm

第63図 遺構外出土石器 (12)

(ス クレイパー)

41点出土している。他の石器と同様に主に調査区中央のグリッドから出土している。また、溝跡や

3号性格不明遺構などの時代の異なる遺構の埋土中にも混入している。 5点図示した。519は 2類に

含まれる。不整な円形を呈し、縁辺部の両面に二次加工を施している。520は 1類に相当する。縁辺

部に両面二次加工を施すが、片面には自然面が残る。521は 1類に相当する。石匙のように快入部が

見受けられるが、やや浅いので、スクレイパーに含めた。縁辺部の二次加工は片面には連続するが、

もう片面には部分的にしか施されない。522・ 523は 3類 としたもので、どちらも縁辺部に二次加工が

施されるものの、やや粗かったり、不連続であったりする。

(打製石斧・磨製石斧〉

打製石斧は工△17gグリッドから1点みつかっている (524)。 524は砂岩製で刃部の角度はやや鈍

角である。体部には自然面が残り、縁辺部は主に片面から二次加工が施される。

磨製石斧は2点出土している。 1点図示した。525は体部のほとんどを欠損している。蛇紋岩製で

器面全体に整形による磨り痕が認められる。

(砥石〉

5点出土している。調査区中央のグリッドから出上している。 1点図示した (526)。 砂岩製で、石

皿か何かの破片を再利用している。片面には5条の溝が認められ、 1条の浅い溝が認められる。

(両極石器〉

5点出土した。主に調査区中央から出土し、近世の上坑や溝跡の埋土中にも混入している。 2点図

示した。527は偏平な頁岩を利用し、主に対極する一方向から打撃を与えている。528は赤色頁岩で対

極する2方向から打撃を与えている。

(礫器)

12点出土している。主に調査区中央から出上し、時期の異なる溝跡の埋土中にも混入する。 2点図

―- 80 -



Ⅵ 検出した遺構と遺物

示した。529は偏平な三角形状の頁岩を利用し、一辺の両面に二次加工を施 し、刃部を作出している。

530は方形でやや偏平な頁岩で、529よ りも厚みがある。二辺の両面から二次加工を施し、刃部を作出

している。また別の縁辺部には敲打痕が認められた。

(敲磨器類〉

50点 出土している。主に時期の異なる溝跡の埋土中に混入 しているが、形態からも縄文時代に比

定されると推定する。 7′点図示した。531はやや厚みのある礫を利用し、両面に使用痕が認められる。

片面には磨痕と凹痕が見受けられる。もう片面には比較的小さい凹痕が 2箇所認められる。532はや

や偏平な礫を利用し、両面に磨 り痕が認められ、片面にのみ凹痕がある。533、 534は偏平な礫の両面

中央に凹痕が見受けられる。535は体部の表面が剥離しているが凹痕が残っている。両面に炭化物状

の付着物が認められる。536は楕円形の礫を利用し、両面のほぼ中央に凹痕が見受けられる。また磨

り痕も認められる。537は全体的に整形されてお り、稜がはっきりしている。明瞭な磨 り面は図示で

きた範囲で、側面の一端をのぞきほぼ全面認められる。

(敲石〉

2点出土している。調査区中央のグリッドからの出上している。 2点 とも図示した。538は砂岩製

で偏平な方形状の礫を利用している。縁辺部の一部を欠損し、また別の縁辺は剥離している。広い面

は裏表ともに磨 り痕が、その側面には敲打痕が見受けられる。5391よ頁岩製でやや厚みのある棒状の

礫を利用している。体部の一部は剥離しているが、その他には敲打痕が認められる。

(石核〉

15点出上している。主に調査区中央グリッドに集中して出土 した。 3点図示した。540は頁岩製で

偏平な形状を呈する。広い面の片面に方向を変えながら剥離作業を行っている。541は やや厚みのあ

る頁岩を素材とし、側面を打面とし、剥離作業を行っている。542は偏平でやや小さい頁岩であり、

広い面の両面とも作業面とし、 2方向から剥離作業を行っている。

～か0富

21～ 40g

■ 41～ 60g

題 a～ 80g

顧 81～ ll10g

■ 101g～
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6～ 10点
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■
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■
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第64図 フレイク類分布図
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2 縄文時代の遺構・遺物
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第65図 遺構外出土石器 (13)

〈フレイク類〉

625点出上している。出土状況は第64図 に示した通りで、調査区中央から南側にかけて、広く分布

している。グリッド毎のフレイクの出土量では、重量で比較すると、最も多いのは工A10hグ リッ

ドで600gを超えている。これは次に多いⅡ A12gグリッドが200g強なので、Ⅱ A10hグ リッドは突

出して出土量が多かった。これを点数で比較しても工A10hグ リッドは55点出上で最も多い。このグ

リッドの周辺もやはり多い傾向が認められた。 tt A 10 hグ リッドのⅢ層下からは遺構が検出していな

いが、周辺には3号 。4号住居状遺構が位置する。一方、竪穴住居跡などの遺構が検出しなかった調

査区南側 (Ⅱ A14e～ IA14gグ リッド、その南側)からも比較的まとまって出上している。従って
フレイクは他の石器とは異なり、遺構のない場所の包含層にも多く混入している傾向が認められる。

9点図示した。543は黒曜石である。非常に薄く、打面が確認できなかった。縁辺部の一部に片面

からのみ二次加工を施している。Rフ レイクとした。546も 黒曜石である。自然面が残っている。縁
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

辺部の部分的に二次加工が施されるが、不連続で刃部とは考えられないのでRフ レイクとした。545

～547は フレイクである。545は la類に相当する。自然面を打面とする。5461よ lb類に相当する。

打面から背面の縁辺部にかけて自然面が残る。背面には打面からの打撃方向とは90° 違う方向から打

撃を与え剥離されている。547は 2a類に相当する。548は 2b類に相当し、背面の縁辺部に自然面が

残る。549は 2c類に相当する。550、 551は黒曜石で、どちらも打面が確認できず、また自然面が残っ

ていないので4b類とした。

3 古代以降の遺構 。遺物

(1)土   坑
20号土坑 (第 66・ 69図、写真図版12・ 43)

(位置〉調査区北端、 IA21グ リッドに位置する。 lm北側には 1号性格不明遺構が隣接する。本
遺構は西側半分が調査区外に及んでいる。

(検出状況〉Ⅲa層上面に掲色のプランで検出した。

(重複関係)な し。

(形態・規模)西側半分が調査区外に及んでおり、全容は定かではないが、検出できた部分は隅九方

形を呈し、規模は2.0× 2.Omを測る。深さは検出面から最深47 cmである。

(埋土〉 4層 に分けられる。灰黄褐色砂質シルトを主体とし、各層に色調の差違は認められないが、

混入物の多寡で分類した。

(底面 。壁〉底面はほぼ平坦である。壁は調査区外に及ぶ西側半分を除き全周する。緩やかに外へと

広がりながら立ち上がる。

(出土遺物〉土師器・須恵器が2204gと 陶器片が14.96g出土している。いずれも小片で、形態が復元

できたものはないが、時期幅があり、いずれかは流れ込みによるものと思われる。

2点図示した。552は須恵器の郭の口縁部片である。ほぼ直線的に外へとひらく器形と思われる。

553は常滑の壷の頸部片である。

(時期〉小片ではあるが、出土した遺物に時期幅があるので、古代以降と考える。

21号土坑 (第66図、写真図版12)

(位置)調査区北端、 IA8kグ リッドに位置する。本遺構は東側の一部が調査区外に及んでいる。
(検出状況〉Ⅲ a層上面に暗褐色のプランで検出した。

(重複関係)な し。

〈形態・規模〉東側の一部が調査区外に及んでおり、全容は定かではないが、検出できた部分は不整

な楕円形を呈し、規模は1.6× 1.lmを測る。深さは検出面から最深22 cmである。

(埋土〉 2層に分けられるが、 1層の暗褐色粘質シルトがほぼ主体となる。

(底面・壁〉底面はやや歪で西から東へと傾斜する。壁は調査区外に及ぶ東側の一部を除き全周する。

緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物〉なし。

(時期)出土土器がないので定かではないが、土層の様相から古代に比定される。

22号土坑 (第 67・ 69・ 72・ 73図、写真図版12・ 43・ 44)

〈位置〉調査区中央、■Aliグ リッドに位置する。本遺構は西側の一部が調査区外に及んでいる。
(検出状況〉Ⅲ a層上面に褐色のプランで検出した。
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3 古代以降の遺構 。遺物

20号土坑 21号土坑
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第66図 20。 21号上坑

(重複関係)な し。

(形態・規模〉西側の一部が調査区外に及んでおり、全容は定かではないが、検出できた部分は円形

を呈し、規模は径1.4mを測る。深さは検出面から最深27 cmである。

(埋土〉褐色粘上が主体となる単層である。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦である。壁は調査区外に及ぶ西側の一部を除き全周する。壁は半ばで段

状に緩やかに屈曲するが、全体的には緩やかにタトヘと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物〉陶器片が20222g出 上している。 4点図示した。554。 555は碗の口縁部片である。556・

557は陶器の甕の胴部片である。

また木質遺物が 5点出上した。いずれにも人為的な加工がなされていないので、自然に混入したも

のと思われる。図示していない。石製品は砥石が出土している。567は欠損が激しい。残存する3面

には磨痕が見受けられる。また用途不明の石製品が見受けられる (568)。 偏平な円礫の両面に炭化物

が付着している。

(時期)出土した陶器片から近世以降と推定される。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

22号土坑

A
『
誓

隣

卜生L=4321111m

当

隣

隣 L=42醐 Om

当

当

1 10YR4/4 褐色粘土 粘性強 しまりやや密 炭化物微量、黒褐色粘土多量含む

獅
≦ 勧≦

口▼
２

隣

ドニL=Z500m

当

当

Ｏ
団

囲

５６

土器 当

PttL=42400m 引

密
疎
　
　
密

や
や
　
　
や

密
　
密
密

や
や
密
密

や

0               1:40

10YR2/3 黒褐色粘質シル ト

10YR3/4 暗褐色粘質ンル ト
10YR4/2 灰責褐色粘土
10YR4//3 にぶい責褐色粘土
10YR3/2 黒掲色粘質シル ト
10YR5/2 灰黄褐色粘土
10YR6/3 にぶい黄橙色粘土
10YR4/1 褐灰色粘土

炭化物微量、駿化鉄少量、
オリーブ黒色粘土少量含む

炭化物微量、酸化鉄微量含む

炭化物微量、酸化鉄微量含む

炭化物微量、酸化鉄微量含む

炭化物微量、酸化鉄微量含む

酸化鉄少量含む

炭化物微量、酸化鉄微量含む

炭化物微量、酸化鉄微量含む

粘性やや強

粘性やや強
粘性強
粘性強
粘性やや強
粘性強
粘性強
粘性やや強

2m

第67図 22～25号上坑
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3 古代以降の遺構・遺物

23号土坑 (第 67・ 69'70図、写真図版 13・ 45)

(位置)調査区中央、ⅡA6hグ リッドに位置する。 lm西側に24号土坑が隣ある。
(検出状況)Ⅲ a層上面に黒褐色のプランで検出した。

(重複関係)な し。

(形態・規模)やや不整な円形を呈し、規模は径2.5mを測る。深さは検出面から最深103cmである。

(埋土)断面図を図示していないが、黒掲色粘土が主体となる。黒褐色粘質シルトが層状で堆積する

が、全体的には粘土が主体となる。    ´

(底面・壁〉底面はほぼ平坦である。壁は全周する。緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物)用途不明の木製品 2点 (560・ 561)と 木製鍬 1点 (562)が出土した。562は柄を下にし

て、北壁に立てかけられるようにして出土している。クリ材を使用し (第Ⅶ章参照)、 一本の木から

削り出している。先端はやや尖っており、鉄製の刃部が付くものと思われる。

(時期〉出土遺物から近世以降と推定される。562のような形態の木製鍬は川井村で昭和期まで使用さ

れていたことが確認されているので、近世～現代まで含まれ詳細な時期は分からない。

24号土坑 (第 7・ 69図、写真図版13・ 43)

(位置)調査区中央、工A7iグ リッドに位置する。
(検出状況)Ⅲ a層上面に黒褐色のプランで検出した。

(重複関係〉なし。

〈形態・規模〉不整な隅丸の方形を呈し、規模は2.4× 1.5m、 深さは検出面から最深62 cmである。

(埋土)8層に分けられる。粘質シルト層と粘土層が混在しており、全体的に炭化物などが混入する。
(底面・壁〉底面は歪で壁付近は平坦であるが、中央部には深さ30cmの掘り込みがある。壁は全周す

る。南狽1はほぼ直立で、北側は緩やかにタトヘと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物〉陶磁器片が46.85g出土している。 1点図示した。558は碗の底部片である。

(時期〉出土遺物から近世以降と推定される。

25号土坑 (第 67・ 71'72図、写真図版13・ 44。 45)

(位置〉調査区中央、ⅡA9hグ リッドに位置する。
〈検出状況)Ⅲ a層上面に黒褐色のプランで検出した。

(重複関係)3号性格不明遺構と重複する。本遺構の方が古い。
(形態・規模〉不整な楕円形で、規模は2.1× 16mを沢1る。深さは検出面から最深80 cmである。

(埋土〉断面図を図示していないが、黒褐色粘土を主体とし、黒褐色粘質シルトが層状で堆積する。

(底面・壁)底面はほぼ平坦である。壁は掘りすぎた東壁を除き全周する。

(出土遺物)底面付近から曲物と杭が出上している。563は杭である。表面にはまだ皮がついているが、

先端はツギを作成している。564は曲物である。底蓋が無いが側板は完形である。狽1板はスギを使用

している。

石臼 2点が出土している (565・ 566)。 どちらも欠損が激しく、 4分の 1ほ どしか残存していない。

(時期〉出土遺物から近世以降と思われる。

26号土坑 (第 68図、写真図版13)

(位置〉調査区中央、Ⅱ A14dグ リッドに位置する。

(検出状況)Ⅲ a層上面に暗褐色のプランで検出した。

(重複関係)な し。

(形態・規模〉楕円形を呈し、規模は1.2× 06mを測る。深さは検出面から最深32cmである。
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2碍土坑

lk

梗犀鯉幕
しまりやや密 責禍色組秒少量

含むしまりやや鞠 滝嬢

隣‐L=乾お00m

褐反色粘質ラルト

黒褐色粘土

量糧色機 シルト

黒褐色粘主

砿 検出した遺構と遺物

27号土抗

X

10YR3/3 暗禍色粘質シルト 粘性やや弱
5YR5/8 萌赤褐色酸化鉄  粘性窮
10YR6/1 れ灰色粘土    粘性強
10YR5/1 褐灰色粘土    粕性強

獅＞

1. 76YR4/1

2.10YR3/1

ユ:解聯
5  10YR3/21

粘性強 しまり縮 チ昏与ッ鋏畳春懸

‡評怪餘%

税

し妻′奪ゃ疎震北賜霜纏談駿纏穆畳暮摯お協議据を蒸憬豊箔者砂質シルト態権議|

第68図 26～28号土坑
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3 古代以降の遺構・遺物

20号土坑

ア鰻∴ に洗
22号土坑

絢芹―握
＼

3号性格不明遺構

(552～ 559)

1 :3        10cm

日
日

日

日

日

―十

日

(560-561)

0      1 :4     10cm
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第69図 土坑・性格不明遺構 (古代以降)出土遺物 (1)
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Ⅵ 検出した遺構と遺物
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第70図 土坑 (古代以降)出土遺物 (2)
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Ⅵ 検出した遺構 と遺物

565

0        1:2 10cm

第72図 土坑 (古代以降)出土遺物 (4)
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22号土坑

3 古代以降の遺構・遺物

嬢…炭化物付着

0         1:3 10cm

第73図 土坑 (古代以降)出上遺物 (5)

(埋土〉 4層に分かれる。褐灰色粘土層 (4層 )を主体とし、埋土上位に酸化鉄が層状で堆積する。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦である。壁は全周する。ほぼ直立気味に立ち上がる。

(出土遺物〉底面に木質遺物が集中している。加工痕のあるものも認められるので、人為的に埋めら

れた可能性が高いが出土状況に規則性が見いだせない。木質遺物については図示していない。

(時期〉出土遺物は木質遺物のみで時期の特定には難しいが、坦上の様相からみて近世以降と思われる。

27号土坑 (第68図、写真図版14)

(位置〉調査区中央、Ⅱ A14fグ リッドに位置する。

(検出状況〉Ⅲa層上面に掲灰色のプランで検出した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉円形を呈し、規模は直径1.lmを測る。深さは検出面から最深92 cmである。

(埋土〉4層に分かれる。褐灰色粘土層 (4層 )を主体とし、埋土上位に酸化鉄が層状で堆積する。

(底面 。壁〉底面はほぼ平坦である。壁は全周する。ほぼ直立気味に立ち上がる。

(出土遺物)な し。

(時期〉出土遺物がないので時期の特定は難しいが、埋上の様相から近世以降と思われる。

28号土坑 (第 68図、写真図版14)

(位置〉調査区中央、Ⅱ A15dグ リッドに位置する。

(検出状況)Ⅲ a層上面に灰責褐色のプランで検出した。

(重複関係〉なし。

(形態・規模〉細長い楕円形を呈し、規模は3.2× 0.5m深さは検出面から最深13cmである。

(埋土)2層 に分かれる。灰責掲色粘土層主体 (1層 )と、にぶい黄褐色砂質シルト層 (2層 )主体
とで構成される。

(底面・壁〉底面は九く窪んでおり、壁も含めて断面が半円状を呈する。壁は全周する。

(出土遺物〉なし。

(時期〉出土遺物がないので遺構の時期特定は難しいが、埋上の様相からみて近世以降と思われる。
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1号性格不明遺構

2号性格不明遺構

隣 LH42500m

1.10YR2/3 轟褐色粘質シルト 務性強 しまりやや密 穣北鉄や長、曇母粒少長含b

M .InHIした遺構と遺物

0        1150      2m

第74図  1・ 2号性格不明遺構
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3 古代以降の遺構・遺物

(2)′L格 不 明遺構

形態に特徴がないもの、また形態や規模は竪穴住居跡などと類似していても、浅かったり、また底

面上に炉や柱穴などの付属施設がないものを一括して性格不明遺構とした。 3基見つかっており、出

土遺物から古代以降に位置づけた。

1号性格不明遺構 (第74図、写真図版15)

(位置)調査区北端、 IA21グ リッドに位置する。本遺構は東西両側が調査区外に及んでいる。

〈検出状況〉Ⅲa層上面に褐色のプランで検出した。

(重複関係)な し。

(形態・規模)遺構の両端が調査区外に及んでおり、全容が定かではないが、検出できた部分では北

東から南西にかけて長い形態で、中央部には19× 1,7m規模の楕円形の掘り込みを伴う。長さは3m、

幅1.3mを測る。深さは検出面から最深20cmであり、掘り込みの深さは検出面から90cmである。

(坦土)断面図は図示していないが、砂質シルトを主体とする。

(底面・壁〉底面はややいびつである。掘り込みの底部はほぼ平坦である。壁は東西端を除き、検出

できた。緩やかに外へと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物)な し。

(時期〉出土遺物がないので遺構の時期特定は難しいが、埋上の様相からみて古代以降と思われる。

2号性格不明遺構 (第 74図、写真図版15)

(位置)調査区北端、 I A14jグリッドに位置する。本遺構は西側が調査区外に及んでいる。

(検出状況〉Ⅲa層上面に黒掲色のプランで検出した。

(重複関係)な し。

(形態・規模)本遺構は調査区外に及んでおり、全容が定かではないが、検出できた部分では南北に

長い楕円形を呈するものと思われる。規模は6.2× 2.2mを測る。深さは検出面から最深34 cmである。

(埋土〉黒褐色粘質シルトを主体とする単層である。雲母粒が混入している。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦である。壁は西側を除き、全周する。緩やかに外へと広がりながら立ち

上がる。

(出土遺物)な し。

(時期〉出土遺物がないので遣構の時期特定は難しいが、埋上の様相からみて古代以降と思われる。

3号性格不明遺構 (第 69・ 75・ 84図、写真図版16・ 43・ 46)

(位置〉調査区中央、IA9gグ リッドに位置する。本遺構は西側の一部が調査区外に及んでいる。
(検出状況〉Ⅱ層上面に黒褐色のプランで検出した。

(重複関係)25号土坑と重複する。本遺構の方が新しい。

(形態・規模〉隅九の方形を呈し、規模は83× 6.7mを測る。また南東端と南西端の角から溝状に伸び

ており、北東側はそのまま2号溝へと連結している。ただ、2号溝とは別々に精査しており、それぞ

れ伴うものか、新旧関係があるかどうか確認できていない。南西端の溝状に伸びる部分は調査区外に

及んでいる。遺構の深さは検出面から最深28 cmである。

(埋土〉10層に分けられる。埋土上位は黒褐色粘質シルトを主体とし、その下は粘上が主体となる。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦である。調査区外 |こ及ぶ溝状の部分を除き全周する。比較的大きく外へ

と広がりながら立ち上がる。

(出土遺物)本遺構からは多量の縄文土器片と陶磁器片が出上している。いずれも磨滅が激しい。ま

た底面上から銭貨と鉄製品の一部が出上している。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

当ざ

，

1 10YR3/2 黒IPJ色粘質シル ト
2 10YR2/3 黒褐色粘質シル ト
3 10YR2/1 黒褐色粘土
4 10YR4/2 灰黄褐色粘土
5 10Y磁/2 灰黄褐色粘質ンルト
6 75YR2胞  オリープ黒色粘土
7 10Y郎 /4 暗褐色砂質ンル ト
8 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土
9 ЮY聯/3 にぶい黄褐色粘土
19 10YR4/6 褐色粘土

粘性やや弱
粘性やや強
粘性強
粘性強
粘性やや強
粘性強
粘性弱
粘性やや強
粘性強
粘性やや強

密や

密
密
密
密
密
密
密
や
密
密

酸化鉄多量含む
炭化物微量、酸化鉄少量含む
炭化物微屋、酸化鉄微量含む
明黄褐色粘土中量、黄褐色細砂ブロックで少量含む
酸化鉄微量含む
酸化鉄微量含む
酸化鉄多量含む

75YКン8雅色粘土多量含む 0          1 :60 2m

第75図  3号性格不明遺構
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3 古代以降の遺構・遺物

縄文土器は埋土中から19518.55g分 出土している。流れ込みによるもので、遺構に伴うものではな

い。また土師器・須恵器が111.66g出 上したが、こちらも流れ込みによる混入と思われる。 l点図示

した (559)。 須恵器の奏の胴部片である。生焼けの状態で、色調が赤い。

陶磁器片は埋土から67.90g出土している。小片で、図示していない。

銭貨は鉄銭で寛永通宝 (578)である。

鉄製品はキセルの雁首の一部 (582)である。

(時期〉縄文土器や土師器・須恵器の出土量が多いが、流れ込みであり、遺構の時期を反映していな

い。一方、底面上から銭貨 (寛永通宝)が出土しており、こちらの方が遺構に伴うものと考えられ

る。したがって、本遺構の時期は近世と思われる。

(その他〉本遺構の性格付けは困難であるが、周辺が水田地に囲まれていること、また遺構の形態か

ら近世以降の水田耕作に伴う「苗代」であつた可能性もある。

(3)溝   跡
本遺構から6条の溝跡がみつかっている。Ⅱ層上面で検出しており、したがつて古代以降となると

推定される。

1号溝跡 (第 76。 77図、写真図版17)

(位置)調査区中央から南側、Ⅱ A10f～ 工A12eグ リッドに位置する。

(検出状況)Ⅱ層上面で黒褐色のプランで検出した。

(重複関係)な し。

(規模〉長さ25m、 幅50cmを測る。深さは検出面から8 cmである。

(埋土)黒褐色粘質シルトを主体とする単層である。

(底面・壁〉底面は九く窪んでおり、壁も含めて断面が半円状を呈する。

(出土遺物)な し。

(時期〉古代以降と推定される。

2号溝跡 (第 76・ 77・ 80図、写真図版17・ 18。 43)

(位置)調査区中央から南側、ⅡA8i～ Ⅱ A18eグ リッドに位置し、両端が調査区外に及んでいる。
(検出状況)Ⅱ層上面で暗褐色のプランで検出した。

(重複関係)3・ 5・ 6号溝跡と重複する。本遺構が最も新しい。ただし、 3・ 5'6号溝跡が埋没
した後で構築されており、いずれの遺構の壁面上部を壊しているにすぎない。

(規模)やや蛇行気味に北東から南西へとのびる。調査区内で検出できた部分で長さ56m、 幅40～ 100

cmを測る。深さは検出面から8～ 16cmである。

(埋土〉ほぼ暗褐色粘質シルトを主体とする単層であるが、一部に褐灰色粘上が層状に堆積する (D

一D´ ベルト周辺)。

(底面 。壁〉幅の狭い場所の底面は九く窪んでおり、壁も含めて断面が半円状を呈する。幅が広い場

所の底面は平坦で、壁は緩やかに外へとひらきながら立ち上がる。

(出土遺物)土師器・須恵器9,10g、 陶器97.13gが 出土している。いずれも小片である。 1点図示し

た。569は須恵器甕の底部片である。

(時期〉出土遺物から古代以降と推定される。

3号清跡 (第 76。 77・ 80図、写真図版18・ 43)

(位置)調査区中央から南側、ⅡA10h～ Ⅱ A18eグ リッドに位置し、両端が調査区外に及んでいる。
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Ⅵ 検出した遺構と遺物

〈検出状況)Ⅱ層上面で暗褐色のプランで検出した。

(重複関係〉 2・ 6号溝跡と重複する。本遺構は2号溝跡よりも古く、 6号溝跡よりも新しい。

(形態・規模)南西から北東にかけ、略直線的にのび、南西端で大きく東狽1へと曲がる。調査区内で

検出できた部分で、長さ47m、 幅170～ 266cmを測る。深さは検出面から40～55cmである。

(埋土〉 9層に分けられる。 1層 は暗褐色粘質シルトを主体とする層であるが、 2層以下は粘土層主

体で各層中に炭化物や酸化鉄の混入が認められる。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦であるが、一部やや歪な形態になっている。壁は大きく外へと広がりな

がら立ち上がる。

(出土遺物〉縄文土器14680.45g、 土師器・須恵器114.25gが出土している。ただし、本遺構は縄文後

期の包含層 (Ⅱ 層)を掘り込んで構築しており、したがって出土した縄文土器はすべてⅡ層中から流

れ込んだもので、本遺構に伴うものではない。上師器・須恵器も小片で、特に土師器は磨減が激し

く、図示できるものがほとんどなかった。 2点図示した。570は土師器甕の回縁部片で、小片のため

器形復元ができなかった。口縁部が大きく外へと屈曲するのが特徴である。571は土師器の蓋で、破

片であり、全体が伺えないが、頂部にやや方形基調の突起が付き、また体部には穿孔が 1個認められ

る。

(時期)出土 した須恵器などから、古代以降に比定されるものと思われる。

4号清跡 (第 76・ 78・ 80図 、写真図版19,43)

(位置〉調査区中央から南側、I A13g～ I A18fグ リッドに位置し、両端が調査区外に及んでいる。

(検出状況〉Ⅱ層上面で暗褐色のプランで検出した。

(重複関係〉 6号溝跡と重複する。本遣構の方が新しい。

(形態・規模〉南西から北東へと、略直線的にのびる。調査区内で検出できた部分で、長さ29m、 幅

230～300cmを測る。深さは検出面から60～ 80cmである。

〈埋土)12層 に分けられる。 6層以下はほぼ水平堆積であるが、一部、それらの堆積層を壊してさら

に堆積している (5層 )。 ただし観察したすべての断面にみられる現象ではない。埋土上位に相当す

る 2・ 3層は暗褐色粘質シルトを主体とする層であるが、他は粘土層主体である。また埋上下位はグ

ライ化により変色している。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦であるが、場所により、平坦面の幅は50～ 150cmと 一様ではなく、また

一部やや歪な形態になっている。壁は大きくタトヘと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物〉縄文土器177879g、 土師器や陶器の破片が10912gが 出土している。ただし、縄文土器は

すべてⅡ層中から流れ込んだものであり、本遺構に伴うものではない。土師器や陶器の破片は、特に

土師器は磨滅が激しく、図示できるものがほとんどない。 1点図示した。572は陶器片で、甕の体部

片と思われる。

(時期)出上した土師器や陶器から、古代以降に比定されるものと思われる。また埋土上位から検出

した炭化物について年代測定を行ったところ、1030± 30yrBPの 年代値を得た (第Ⅶ章参照)。

5号溝跡 (第 76・ 79図、写真図版19)

(位置〉調査区中央から南側、Ⅱ A14d～ Ⅱ A16fグ リッドに位置する。

(検出状況〉I層上面で黒褐色のプランで検出した。

(重複関係)2・ 3・ 4・ 6号溝跡と重複する。 2・ 3・ 4号溝跡より本遺構の方が古い。また6号

溝跡とは新旧関係はN一 N´ ベルトの上層で確認したが、ほぼ同一の上が堆積しており、切り合い関

係が認められない。したがって新旧関係については不明であり、第79図上にも図示していない。本遺
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3 古代以降の遺構・遺物

_卜
(/工
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0                          1 1300                      20m
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第76図  1～ 6号溝跡



1号清跡

トトつ7∞m  当

1 10Y路 /1 黒褐色粘質シル ト 粘性強

卜
く基≧正峯第一
引

3号溝跡

ド L4271111m

卜 L望2殉Om

1 10YR3/3 暗褐色粘質シル ト
2 ЮYR4/4 灰責褐色粘土
3 ЮYR3/1 黒褐色粘土
4 ЮYR2/1 黒色粘土
5 10YR2/1 黒色粘土
6 10YR4/2 灰黄褐色粘土
7 10YR2/1 黒色粘土
8 10YR3/1 黒褐色粘土

判 卜理mOm

引

Ⅵ 検出した遺構と遺物

2号溝跡

トレ¢制m  引

しまりやや密  炭化物微量、黄褐色細砂少量含む

2号溝跡

卜 L43如Om引
―

―

―

1

3号溝跡
1 10Y磁/3 黒褐色粘質シル ト
7 10YR2/1 黒色粘土
9 10YR4/2 灰黄褐色粘土
8 10YR3/1 黒褐色粘質シル ト
2号溝跡
1 10YR3/3 暗褐色粘質シル ト
2 10YR5/1 掲灰色粘土

密
密
疎

や
や
や

密

や
や
や
　
密
密

や
　
　
　
　
や

や
強
強
強
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強

性
性
性
性
　
性
性

粘
粘
粘
粘
　
粘
粘

炭化物微量、酸化鉄少量含む

炭化物少量、酸化鉄少量含む

炭化物微量、酸化鉄少量含む

炭化物微量含む

炭化物微量含む

炭化物微量含む

密
密
密
密
疎
密
疎

や
や
や
や
や
や
や

密
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や
や
や
や
や

し

し

し
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強
　
強
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弱
強
強
継
強

誉
強
管

性
性
性
　
性
性
性
性

粘
粘
粘
　
粘
粘
粘
粘

炭化物微畳、酸化鉄下部に偏在
炭化物微量、褐灰色粘土少量含む

炭化物微畳、2層土ブロック少量含む

炭化物微量、責掲色細砂少畳含む

炭化物微量、酸化鉄微量含む

炭化物微量、酸化鉄少量、責褐色細砂やや多 く含む

酸化鉄中量、責掲色細砂少量含む

緑灰色粘土多量含む

0                 1140                2 rn

第77図  1～ 3号溝跡断面
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3 古代以降の遺構・遺物

P⊆―L‐426110m

卜 L431∞ m

トーニーーし‐42 alllm

4号溝跡
1  10YR4/1
2 10YR3/3
3 10YR4/2
4 10YR3/2
5 10YR謬 /2
6 10YR4/2
7 10YR5/2
8 10YR73
9  10YR2/1
10 5Y3/1
11 75Y3/1
12 10YR4/1
6号溝跡
2 10YR3/3
4 10YR3/2
5 10YR4/1
6 10YR3/1

褐灰色粘土
暗褐色粘質シル ト
灰黄褐色粘質シル ト
黒褐色粘土
黒褐色粘土
灰責褐色粘土
灰黄褐色粘土
にぶい黄褐色粘土
黒色粘土
オリーブ黒色粘土
オリーブ黒色粘土
灰色細砂

暗褐色粘質シル ト
黒褐色粘土
褐灰色粘土
黒褐色粘土

粘性強
粘性やや弱
粘性やや弱
粘性強
粘性強
粘性強
粘性強
粘性強
粘性強
粘性強
粘性密
粘性やや弱

粘性やや弱
粘性強
粘性強
粘性強

密
　
　
疎
　
疎
密
密
　
密
密
密
　
　
密
疎
密

や
　
　
や
　
や
や
や
　
や
や
や
　
　
や
や
や

や
密
密

や
密

や
や
や
疎
や
や
や
　
密

や
や
や

酸化鉄中量、費褐色細砂ブロック少量含む
炭化物微畳、酸化鉄少量含む
え化物微量、酸化鉄中量含む
炭化物微畳、酸化鉄中量、黄褐色粘土ブロック中量含む
炭化物少量、酸化鉄微量、木質遺物含む
炭化物微量、酸化鉄少量、黄掲色細砂少畳含む
炭化物微量、酸化鉄中量含む
炭化物微量、酸化鉄少量含む
炭化物微量、酸化鉄少量合む
炭化物微量、酸化鉄中量、緑灰色細砂プロッタ多量含む
炭化物微量、オリーブ灰色細砂プロック多量含む
11層土プロック少量含む

炭化物微量、酸化鉄少量含む
炭化物微量、酸化鉄中量、黄褐色細砂少量含む
炭化物微量、酸化鉄微量、黄褐色細砂少量含む
炭化物微量、酸化鉄少量、黄褐色細砂微量含む
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第78図  4号溝跡断面



5号溝跡

6号溝跡

2号溝跡

4号溝跡

トレ27∞m 引

10Y馳/2 灰黄褐色粘土  粘性強  しまりやや疎

卜 L427∞m

10YR4/1 褐灰色粘質シル ト
10YR3/3 暗褐色粘質シル ト
10YR2/1 黒色粘土
10YR32 黒褐色粘土
10YR4/1 褐灰色粘土
10YR3/1 黒褐色粘土
10YR2/1 黒色粘土
10YR5/3 にぶい黄褐色粘土

Ⅵ 検出した遺構と遺物

0         1 :3       10cm

1上
L‐ψ ialm

炭化物微量、酸化鉄少量、黄掲色細砂ブロック少量含む

炭化物微量、酸化鉄少量含む

炭化物微量、酸化鉄中量含む

炭化物微量、酸化鉄少量、黄褐色砂微量含む

炭化物微量、酸化鉄中量、責褐色砂少量含む

炭化物微量、酸化鉄微量、黄褐色砂少量含む

炭化物微量、酸化鉄少量、黄掲色砂微量含む

炭化物微量、酸化鉄微量、責掲色砂微量含む

炭化物微量、酸化鉄少量含む

m

第79図  5'6号 濤跡断面
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第80図 溝跡出土遺物
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3 古代以降の遺構・遺物

構と6号溝跡とは一つの遺構である可能性も考えられる。

(形態・規模)4号溝と切り合う箇所までは北西から南東へとほぼ直線的にのびる。長さ18m、 幅100
cmを測る。深さは検出面から48cmである。

(埋土〉8層に分けられる。灰責褐色粘上を主体とする単層である。

(底面・壁〉底面はややいびつである。壁は直立気味に立ち上がる。

(出土遺物〉縄文土器26535g出 上しているが、すべてⅡ層中から流れ込んだものであり、本遺構に伴

うものではない。

(時期〉切り合い関係から本遺構よりも新しいと判断できる3号溝跡などが古代に比定されるので、

本遺構も古代と思われる。

6号溝跡 (第 76・ 79図、写真図版20)

(位置〉調査区中央から南側、Ⅱ A13f～ Ⅱ A16fグリッドに位置する。

(検出状況〉I層上面で暗褐色のプランで検出した。

(重複関係)2～ 5号溝跡と重複する。2～ 4号溝跡より本遺構の方が古い。5号溝跡とは前述の通
りで、新旧関係については不明である。また切り合う4号溝跡の東側からは本遺構が認められないの

で、本遺構の北側は完全に4号溝と重複しているか、4号溝のどこかで収束しているかであると思わ

れる。

(形態・規模〉北～南にのびる、両端が 3、 4号溝と重複しており、検出できた部分はほぼ直線で、

長さ15m、 幅100cmを 測る。深さは検出面から12～ 30cmである。

(埋土〉 8層に分けられる。埋土上層は粘質シルト主体。埋上下位は粘土主体となる。炭化物や細砂

など混入物に富む。

(底面・壁〉底面はほぼ平坦であるが、壁は緩やかにタトヘと広がりながら立ち上がる。

(出土遺物〉縄文土器778,67g出土しているが、すべてⅡ層中から流れ込んだものであり、本遺構に伴

うものではない。

(時期〉切り合い関係にある4号溝弥が古代であるので、本遺構も古代と判断した。

(4)遺構外から出上した古代以降の遺物

本遺跡では遺構外から、古代の上師器・須恵

器、また近世陶磁器が出上している。

いずれも小片で、ほとんど器形が復元できな

いものばか りである。なお、それぞれの分布を

グリッド毎に重量で示したものが第81図である。

土師器、須恵器は714.81g出 土 している。第

81図左に示 した分布をみると、 I A18jグ リッ

ドを北限とするが、集中的に見られるのはIA
7g～ 7iグ リッドから南側である。古代の遺

構は調査区北端の IAグ リッドに集中している

のに対 し、該期の遺物は、遺構周辺ではなく、

時期不明の溝跡や縄文時代の遺構が集中してい

た場所から出土する傾向が認められた。なお、 A  。   2m

土師器・須恵器 陶磁器
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第81図 土師器・須恵器・陶磁器分布図
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3 古代以降の遺構・遺物

いずれも小片で図示していない。

陶磁器は543.00g出土している。第81図右に示 した分布をみると、土師器、須恵器とは異なり、工

A3iグ リッドを北限として、集中的には分布せず点在している。特に時期不明の溝跡の分布する場

所から出土しており、何らかの関連があるかもしれないが、定かではない。しヽずれも小片で図示して

いない。

他に近世に比定されると思われる石製品が 4点出土している。573・ 574・ 575は砥石である。573は

砂岩製であり、立方形を呈し、何度も研いでいるためか、角が非常にシャープである。図示 した面と

その裏面の 2面に磨痕が認められた。いずれの磨面も非常に擦 り込まれている。574も砂岩製である。

長方形基調の立方体で、両端を欠損 しているが、残存する面にはいずれも激 しい磨 り痕が認められ

るので、ほぼ全面を使用されたものと考えられる。575は三角形状のやや幅広の砂岩を利用 している。

両端が欠損しているが、砥石として利用していた際に破損したのか、あるいは石臼か何かの石製品を

再利用したものの可能性もあるので、はっきり欠損 しているといえるかどうか定かではない。側面は

やや膨らんだ形に整形されている。体部の表裏両面を研ぐ面としており、摩滅が激しい。研 ぎのため

に、面がす り減って凹んでいる。576は用途不明の石製品である。形状や側面の整形具合から近世で

はないかと推定した。凝灰岩製で、偏平で隅丸方形基調に整形されている。幅広の面の中央は細長い

楕円形基調に窪ませている。

その他、木製の/1tが 1点出土している。 I A18fグ リッドの工層を掘削中に出上した。遺構との関

連性は認められない。577は体部のみ残存 し、口縁部や高台部分は欠損している。内外面 ともに漆が

塗られている。

また銭貨が 3点出土している。いずれもⅡ層中から出上しており、何らかの作用で混入 したものと

思われる。579・ 5801よ永楽通宝である。いずれも完形である。581は 3分の 1ほ ど欠損 しているが残

存部分にみられる文字から元祐通賓と考えられる。

0         1:2 10cm
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第33図 遺構外出土遺物 (古代以降)(2)



3号性格不明遺構

第34図 銭貨 。鉄製品

Ⅵ 検出した遺構と遺物

0            1:1 5 cm

578

遺構外
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Ⅶ 自然科学分析

1 宝禄Ⅱ遺跡より出土 した木製品の樹種
吉川純子 (古代の森研究舎)

1 は  じ め  に       ´

宝禄Ⅱ遺跡は奥州市江刺区の北上川と広瀬川に挟まれた沖積地に位置し、近世とみられる木製品が

数点発見された。当時の木材利用を検討するためこれら木製品3点の樹種を調査した。木製品からは

剃刀で横断面、放射断面、接線断面を採取し、ガムクロラールでプレパラートを作成した。

2 同定結果 と考察

同定結果を以下に示す。

試料 1 黒漆塗り椀  ブナ属
試料 2 曲げ物側板  スギ
試料 3 鍬 ク リ

樹種同定を行った結果、以上の 3分類群が確認された。スギは東北で様々な用途に利用されてお

り、とくに曲げ物が出現してからは針葉樹材の中でも多く利用され、8世紀以降はヒノキよりも多く、

曲げ物用材として確認数が際だつている。ブナ属は東北地方で椀に用いる例が多く見られ、江戸の仙

台城三の九遺跡では漆器15点 にブナが用いられている (山田1993)。 クリは東北地方では 4世紀頃か

ら鍬鋤類に使われており、18世紀以降も鍬の用材として確認数が比較的多い。

以下に同定された分類群の木材解剖学的記載を行う。

スギ (Cryptomeria japonica(Linn.■ 1.)D.Don):分野壁孔はスギ型で横に長い楕円形となり、 1分

野に 2～ 3個ある。

ブナ属 (Fagus):単独ないし2、 3個連結した小さな道管が年輪内にやや密に分布 し、晩材部で

やや径が減ずる、散孔材。横断面に頻繁に広放射組織があり、年輪界と直交する部分で年輪界が外に

突出する傾向がある。放射組織は 1～ 3、 4細胞幅の紡錘形と、幅の広 く長い広放射組織があり、

同性である。道管内の穿子し板は単一である。

クリ (Castanea crenata Sieb.et Zucc):年輪のはじめに大きな道管が 2-3列 集合し、その後径
が急減して火炎状に小管子とが配列する環孔材。道管の穿孔板は単一で放射組織は単列で同性である。

引用文献

山田昌久,1993.日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成―用材から見た人間・植物関係史.植

生史研究特別第1号.植生史研究会.1-244.
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図版 1 宝禄Ⅱ遺跡出土木製品の顕微鏡写真
1.ス ギ (曲 げ物) 2.ブナ属 (椀) 3.ク リ (鍬 )
C:横断面、R:放射断面、T:接線断面、スケールは0.lmm

第85図 宝禄工遺跡出土木製品の顕微鏡写真

Ⅶ 自然科学分析

轡 :、
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2 放射性炭素年代測定結果報告書 (AMS測定)

2 放射性炭素年代測定結果報告書 (AMS測定)
(株)加速器分析研究所

(1)遺 跡 の 位 置

宝禄工遺跡は、岩手県奥州市江刺区稲瀬字宝禄2761(北緯39度 12分 11秒、東経141° 09′ 34〃 )|こ所

在する。                ´

(2)測 定 対 象 試 料

測定対象試料は、SD05埋土中位出上の炭化物 (No.1:IAAA-72226)で ある。

(3)化 学 処 理 工 程

1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

2)AAA(Acid Alk』i Acid)処理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中

性になるまで希釈する。アルカリ処理では0.001Nの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を用い

て数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理ではlNの塩酸

(80℃ )を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃で乾燥する。希釈

の際には、遠心分離機を使用する。

3)試料を酸化銅 lgと 共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃ で30分、850℃ で 2時間加熱

する。

4)液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を

精製する。

5)精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイトを作

製する。

6)グ ラフアイトを内径 l mmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加

速器に装着し測定する。

(4)測 定 方 法

測定機器は、 3MVタ ンデム加速器をベースとしたHC―AMS専用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を

使用する。134個の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸

(HOx工 )を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。ま

た、加速器により13C/12Cの 測定も同時に行う。

(5)算 出 方 法

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用した。
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Ⅶ 自然科学分析

2)HC年代 (Libby Age i yrBP)イ よ、過去の大気中HC濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年 を基準年 (OyrBP)と して遡る年代である。この値は、δ ECに よって補正された値で

ある。

3)付記 した誤差は、複数回の測定値についてχ2検定が行われ、測定値が 1つの母集団とみなせ

る場合には測定値の統計誤差から求めた値、みなせない場合には標準誤差から求めた値が用い

られる。

4)δ ttCの値は、通常は質量分析計を用いて測定されるが、AMS測定の場合に同時に測定される

δ13cの値を用いることもある。∂略C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載

する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パーミル)で表した。

δ14c=[(14As-14AR)/μ AR]× 1000   (1)

δ
13c=[(13As-13APDB)/13APDB]× 1000 (2)

ここで、
“
As:試料炭素のЙC濃度 :(HC/姥 C)sま たは (ИC/略C)s
μARI標準現代炭素のMC濃度 :(HC″ C)Rま たは (μC/13c)R

∂略Cは、質量分析計を用いて試料炭素のEC濃度 (RAs=烙 C//12c)を測定し、PDB(白亜紀
のベレムナイト類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算した。但し、加速器によ

り測定中に同時にEC/12cを 測定し、標準試料の測定値との比較から算出したδ ttCを用いるこ

ともある。この場合には表中に (加速器)と 注記する。

5)△ HCは、試料炭素がδ ttC=-25,0(%。 )であるとしたときのHC濃度 (MAN)に換算 した上で

計算 した値である。 (1)式のHC濃度を、δ ttCの測定値をもとに次式のように換算する。
μAN=HAs× (0975/(1+δ EC/1000))2(μAsと してμC/ワCを使用するとき)
または

三14As× (0.975/(1+δ 13c/1000))(14Asと して14c/13cを使用するとき)

△14c=[(14AN~14AR)/14AR]× 1000(%。 )

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭

酸ガス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくな

る。多くの場合、同位体補正をしないδ HCに相茎するBP年代値が比較的よくその貝と同一時

代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

6)pMC(percent Modem Carbon)イ よ、現代戊素に対する試料炭素のИC濃度の割合を示す表記で

あり、△HCと の関係は次のようになる。

△14c=(p�IC//100-1)× 1000(%。 )

pMC=△ μC/10+100(%)
国際的な取り決めにより、この△14CあるいはpMCに より、14C年代が次のように計算される。

T=-8033× in[(Δ 14c/1000)+1]

こ -8033× in(p〕vIC//100)

7)盟C年代値 と誤差は,1桁 目を四捨五入 して10年単位で表示される。
8)暦年較正年代 とは、年代が既知の試料 のHC濃度 を元 に描かれた較正 曲線 と照 ら し合 わ

せ、過去のMC濃度変化などを補正 し、実年代 に近づけた値である。暦年較正年代の計算で

は、IntCa104デ ータベース (Reimer et a1 2004)を 用い、OxCalv3.10較 正プログラム (Bronk

Ransey1995  Bronk Ransey 2001 Bronk Rarnsey,van der Plicht andヽ Veninger2001)を使
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2 放射性炭素年代測定結果報告書 (AMS測定)

用 した。暦年較正年代は、14c年代に射応する較正曲線上の暦年代範囲であ り、 1標準偏差

(lσ =68.20/O)あ るいは2標準偏差 (2σ =95.40/c)で表示される。暦年較正プログラムに入

力される値は、下一桁を四捨五入しない14C年代値である。

(6)測 定 結 果

14c年代は、SD05埋土中位出上の炭化物 (No.1:IAAA-72226)が 1030± 30yrBPである。暦年較正

年代 (lσ )は、985～ 1025AD(68.20/0)で ある。化学処理および測定内容に問題は無く、妥当な年

代と考えられる。

参考文献

Stuiver �I.and Polash]五 .A.1977 Discussioni Reporing of 14C data,Radiocarbon 19,355-363

Bronk Ramsey C. 1995 Radiocarbon cattbration and analysis of stratigraphyi the OxCal Program,

Radiocarbon 37(2),425-430

Bronk Rarnsey C.2001 Development of the Radiocarbon Program OxCal,Radiocarbon 43(2A),

355-363

Bronk Ramsey C.,van der Plicht」 .and Weninger B.2001 'Wiggle WIatchingi radiocarbon dates,

Radiocarbon 43(2A),381-389

Reimer,P.J.et al.2004 1ntCa104 terrestrial radiocarbon age calibration,0-26cal kyr BP,Radiocarbon

46,1029-1058

第 2表 放射性炭素年代測定結果

IAA CodeNo. 料試 BP年代および炭素の同位体比

IAAA-72226

#2045

試料採取場所  :岩手県奥州市江刺区稲瀬字宝禄
276-1宝禄Ⅱ遺跡

試料形態   :炭 化物
試料名 (呑号):No l

Libby Age (yrBP)  :   1,030 ±  30

δ13c(%。 )、 (力日

'広

器)=  -971 ± 0,97
△14c (%。 )        = -1198 ±  3.2
pMC(%)    =  8802± 032

(参考)  δ ttCの補正無し
δ14c (%。 )        =  -92.0 ±  2.8

pMC(%)      =  9080 ± 028
Age(yrBP)    :   780±  20

第 3表 参考資料 :暦年較正用年代

IAA Code No. 試料番号 Libby A段 (IBP)

IAAA-72226 No l 1025  ±  29

ここに記載するLibby Age(年代値)と 誤差は下 1桁を九めない値です。
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Amosphertc data rtOm Relmcr ct』 (2004jiOxC』 ■3 10 BroDk Raulscy K2005)cub■ 5s■ 12 prob usplchrOnl

No.1:1025±29BP
68.20/O probabihty

985AD(68.2%)1025AD
95.40/O probability

900AD(2,7%)920AD
960AD(91.1%)1050AD
(1.60/0)1120AD

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

Ⅶ 自然科学分析
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めとまⅧ

1 本遺跡出土の第Ш群土器 について

(1)大文字遺跡出土土器との比較
今回の調査で本遺跡から出土した土器は第Ⅲ群が主体である。また本遺跡から800m西側の同じ江

刺平野に立地する大文字遺跡が位置する。大文字遺跡は旧江刺市教育委員会により平成14年から15年

にかけ調査が行われ、縄文時代後期前葉から中葉の上器群が多量に出土している。出土した土器は、

本遺跡から出上した第Ⅲ群土器群と類似しているので、大文字遺跡は本遺跡とほぼ同時期の遺跡とし

て捉えることが出来る。

大文字遺跡は平成17年に報告書が刊行されており、そのなかで該期の土器群が詳細に分類されてい

る。ただし報告書によると、調査では遺構検出面が地表下 l m30以上を超え、湧水がひどく遺物を層

位的に取り上げることが困難であったとある。したがって報告書中の分類もこれまでの報告書や土器

編年に依るところが大きいようである。

本遺跡も似たような状況であり、遺物の層位的な把握は困難を極めた。ただし、本遺跡では住居、

住居状遺構・土坑といった遺構の埋土中からも土器が出上しており、これらの上器群の比較から、宝

禄Ⅱ追跡と大文字遺跡から出上した縄文後期前葉から中葉の上器群について、土器様相の抽出とそれ

らの時期的な位置づけとを行いたい。

(2)第Ⅲ群
第Ⅳ章で示し

第Ⅲ群①類

第Ⅲ群②類

第Ⅲ群③類

これらの上器群を周辺の遺跡と比較した場合、第Ⅲ群①類は新山権現社遺跡出上の第Ⅱ群・Ⅲ群 1

類に類似し、また十腰内I式の影響を受けているものと推定される。そして第Ⅲ群②～⑤類は新山権

現社遺跡Ⅲ群1～ 3類や久田遺跡出上の工群b類などに類似し、十腰内Ⅱ～Ⅲ式の影響を受けるもの

と推定される。したがって、型式学的にみて、本遺跡出上の第Ⅲ群①類土器と第Ⅲ群②～⑤類土器に

は時期差があることが考えられる。

第Ⅲ群④類

第Ⅲ群⑤類

土器の細分類について

た第Ⅲ群土器について、大文字遺跡の報告書に準じて 5細分する。

縄文を地文として施文後、単沈線や平行沈線により曲線や渦巻き文が描かれるもの。

沈線間には刺突文や刻みが充填されるものも認められる。大文字遺跡の報告書中 (以

下、「報告書中」は省略)、「Ⅲ類 b土器」がオロ当する。

口縁部や顕部に複数条の沈線文を横位に巡らせ、その沈線に縦位の蛇行沈線文や交互

に入り組む連弧文が付 く。沈線の下に地文として縄文が施文されるものと無いものが

ある。大文字遺跡の「Ⅳ類 a土器」に相当する。

沈線により、直線的あるいは ,曲線的な区画文が描かれ、区画の内外どちらかに縄文

が施文されるもの。また縄文を地文とし、沈線による曲線文が描かれるものを一括し

た。大文字遺跡の「Ⅳ類 b土器」に相当する。

沈線による曲線的な区画文が描かれ、区画内に縄文と細かな刺突文を充填させるも

の。刺突文は無い場合もある。大文字遺跡の「Ⅳ類 c土器」に相当する。

細い多重の沈線により曲線を描くものや多重の沈線を斜行させるもの、また口縁部に

刺突文を充填させるものを一括した。大文字遺跡「Ⅳ類 d土器」がオロ当する。
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Ⅷ まとめ

Ⅲ群①類のみが出土する遺構

Ⅲ群①～⑤類が混合する遺構
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第87図 Ⅲ群土器集成図 (遺構内)



1 本遺跡出上の第Ⅲ群土器について
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Ⅷ まとめ

(3)遺構内出土土器について (第 87図 )
住居・住居状遺構・土坑から出土した土器について検討する。遺構内から出土した土器は、そのほ

とんどが破片資料で、器形復元出来たものはわずかである。

各遺構から出上した土器を前述の分類 (Ⅲ群①～⑤類)に当てはめてみると、遺構は「第Ⅲ群①類

のみが出土する遺構」。「第Ⅲ群①～⑤類が混合する遺構」。「第Ⅲ群②～⑤類が出土する遺構」に分け

ることが出来た。

「第Ⅲ群①類のみが出土する遺構」は4号住居状遺構 (第 87図上段)がある。4号住居状遺構はも

ともと土器の出土量が少ないので、明確な言及は出来ないが、次の「第Ⅲ群①～⑤類が混合する遺

構」に属する3号住居状遣構と切り合い関係にあり、3号住居状遺構よりも古いので、第Ⅲ群①類は

②類遺構よりも若干時期が古い可能性がある。

「第Ⅲ群①～⑤類が混合する遺構」は今回の調査ではもっとも多くの遺構からみることができた。

第87図中段には1～ 3号住居状遺構 。9'15号土坑をその例として提示した。これらの遺構で出上し

た土器についてみてみると、第Ⅲ群①類と②～⑤類との割合では、②～⑤類の方が比較的多い傾向が

認められる。また②～⑤類のなかで、どの分類だけかが顕者に出土量が多いとか、またいずれの分類

のみ出土する遺構などは認められない。強いて挙げるとすればいずれの遺構も第Ⅲ群⑤類が少ない傾

向が読み取れる。

「第Ⅲ群②～⑤類が出土する遺構」は2号住居と5号土坑が挙げられる (第87図下段)。 どちらも

遺物量が少なく、明確な言及は難しいものの第Ⅲ群①類を伴わない遺構である。また2号住居跡はⅣ

群 (縄文時代晩期)の上器が混入するなど問題が無いわけではないが、第Ш群③類のみが出土してい

る。

これらのまとまりから、以下のことが考えられる。

・第Ⅲ群土器は、第Ⅲ群①類と第Ⅲ群②～⑤類とは2つのまとまりとして捉えることができる。

・遺構の重複関係から第Ш群①類と第Ⅲ群②～⑤類とには時期差があるものと思われ、Ⅲ群①類の

方が古い。

。第Ⅲ群②～⑤類は文様が異なるものであるが、いずれの遺構からも混合して出土するので、それ

ぞれに時期差があるものではない。

。今回の調査では第Ⅲ群①～⑤類が混合して出土する遺構が多く、したがって第Ⅲ群①類と第Ⅲ群

②～⑤類とにみられる時期差はかなり短いものであろうと推測する。

前述の通り、第Ⅲ群①類は十腰内正式の影響を、また第Ⅲ群②～⑤類は十腰内工～Ⅲ式の影響を受

けているものと思われる。今回の調査でも両者の間に時期差を捉えることができたが、その時期差は

短いことが想定される。

(4)遺構外出土土器について (第 88図 )
第Ⅵ章でも述べた通り、Ⅱ層中から多量の上器が出上した。第88図はI層中から出上した土器のう

ち、前述の分類を基準にその主要な土器片について集成したものである。本来、遺構内出土のよう

に、第Ⅲ群①類と第Ⅲ群②～⑤類とに層位的な差があるものと思われるが、調査ではそれを捉える事

が出来ず、一括して取り上げている。また出土した第Ⅲ群土器の文様などの様相は文様や器形など、

大文字遺跡と類似するものが多い。

第Ⅲ群①類は波状口縁と平縁口縁とが見受けられ、緩やかに外反しながら立ち上がる器形である。

また869のように口縁部が屈曲し、外反する器形も認められる。文様は大きく3つ に分けられ、縄文
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を地文とし、多重の沈線が横位に巡るもの、口縁部に沿って沈線による曲線文が巡るもの、三角形や

渦巻き文が施文されるものがある。

第Ⅲ群②類も波状口縁と平縁口縁とが見受けられ、直線的かやや内湾しながら立ち上がる器形であ

る。文様は2つに分けられる。縄文を地文とし多重の沈線文が横位に巡るのみのものと、それに縦位

に曲線的な沈線が交差するものである。

第Ⅲ群③類は波状口縁と平縁口縁とがあるが、今回出土した土器のなかでは波状口縁の方が多い。

顎部で屈曲し、内湾しながら立ち上がる器形である。主に胴部に沈線による区画文が施文され、クラ

ンク状のもの (317・ 318)と 曲線的なモチーフのもの (358～ 365)と がある。

第Ⅲ群④類は平縁口縁が多く、また大きな突起がつくもの (波状口縁 ?)がある。直線的に開く
か、あるいは内湾しながら立ち上がる器形である。口縁部に沈線により曲線的なモチーフの区画文が

付き、縄文と刺突文が充填されるが、343の ように刺突文が無いものも見受けられる。

第Ⅲ群⑤類は波状口縁と平縁口縁とがある。文様によって器形も異なり、口縁部に刺突文が充填さ

れるものは顎部が屈曲し、直線的に外へと開く器形、また多重の細い沈線で曲線文を描くものは内湾

しながら立ち上がる器形、また胴部に多重の斜行沈線が施文されるものは胴部が膨らみ、口縁部はは

ぼ直立気味に立ち上がる器形である。

2 本遺跡出土の石器について

(1)石器の器種組成について (第 89図上)
今回の調査で出土した石器は、フレイク類も含めると1,529点 を数える。第89図はそれらを器種ご

とに示したものである。1,529点中、 トゥール類は285点を数える。機能・用途毎にみていくと、石匙、
敲磨器類、石皿といった調理具は全体の360/0を 占め、それに次ぎ、石鏃や尖頭器といつた狩猟具が全

体の19%であった。一方、石錐、打製・磨製石斧といった採集加工具は全体の 60/0と 低い。また土錘

が出土しているので、川などを利用した漁携が行われていたことが伺えるが、それを示す石器は見つ

かっていない。他に石棒などの祭祀用具と考えられる石器、石製品も出上していない。

これらの器種組成について他の遺跡と比較した場合、時期が異なるが盛岡市本宮熊堂A遺跡から出

土した縄文時代晩期の石器群の組成比率とはほとんど差異がなかった。本宮熊堂A遺跡は雫石川と北

上川によって形成された自然堤防上に立地し、遺跡の南狽1に旧河道が隣接するので、本遺跡とはやや

類似する立地の遺跡である。

(2)石材組成 (第89図下)
第89図は石器を礫石器と剥片石器に分け、それぞれの石材組成をみてみる。

礫石器 (敲磨器類・敲石・石皿)は、計測した91点中、安山岩42点、デイサイト35点で、合わせる

と全体の 8割強を占めている。一方、他の石材はその種類こそ豊富なものの、それぞれ 1～ 4点程度

見つかるにとどまっている。また剥片石器 (石鏃・石錐・石錐・箆状石器・礫器・尖頭器・打製石

斧・スクレイパー)は、計波1で きた168点中、頁岩、赤色頁岩が合わせて140点で、全体の 8割強を占

める。その他の石材はやはり種類は多いものの、それぞれ 1～ 6点といずれも多くない。したが

って、礫石器・剥片石器いずれも、ある程度限定された石材を主に利用する傾向が見受けられる。

ただし剥片石器のなかで、頁岩以外の石材では、玉随の利用が比較的多かった。本遺跡の石材鑑定

を依頼した花闘岩研究会によれば、遺跡周辺に玉随の露頭があるという。珍しい石材として選択され

るよりも、頁岩に代わる手頃な石材として利用されていたことが考えられる。
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(3)主要な石器の属性分析
特に出土量の多かった石鏃・スクレイパー・敲磨器類 。フレイク、チップについて属性分析を行っ

た。

石鏃 (第90図右下)

51点出上した。石材では奥羽山脈産の頁岩製が全体の75%を 占める。また赤色頁岩製が 6点、玉随

製が 5点と、稀少な石材を利用する特徴が他の石器と比べやや多い特徴が見受けられた。分類毎の点

数を比べてみると、かなリバラエテイーに富むが、特に 1類が全体の30%を 占める。

完形21点の長幅比を示した。分類は関係なく一括したが、 1点を除き、いずれも1:1～ 2:1の

範囲に収まる傾向が見受けられる。また21点それぞれの重量を軽いものから重いものへと並べると

(第 90図右下)、 0.30～ 0,40g、 0,70～ 0180g、 1.00g付近である程度のまとまりが認められる。

スクレイパー (第90図右下)

分類毎の内訳は不掲載も含め、 1類が61点、 2類 14点、 3類 7点である。

82点出上している。石材では頁岩が、最も多く、赤色買岩や珪質頁岩も含めると全体の90%以上を

占めている。頁岩はいずれも奥羽山脈産である。

完形74点について長幅比を観察したところ、1類はおおむね2il～ 1:1の範囲に収まるものの、

その範囲を超えるものも多く見受けられる。 2類は211～ 112の広い範囲に分布している。
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敲磨器類 (第90図右下 )

69点出上している。石材は凝灰岩、ホルンフェルスや閃緑岩など 1、 2点見つかつたものを除くと、

安山岩かデイサイトかに三分される。分類毎の内訳は 1類が圧倒的に多く、全体の700/0を 占める。ま

た次いで 4類が多 く、本遺跡の敲磨器類は磨痕が認められるものが多い傾向が読み取れる。なお 6

類、 7類については分類項目を設定したものの、本遺跡からは出土していない。

完形品49点について長幅比を観察した。敲磨器類は体部の長い方を長さ、短い方を幅と設定して計

測しており、したがって自然に2:1の方に偏るが、それでも1:1の周辺に集中する傾向が見受け
られるので、利用される礫も楕円形よりも円形に近い礫が選定されている可能性が考えられる。

フレイク・チップについて

フレイク1,034点、チップ55点が出上している。他に出上 した石核19点 も含め、 トゥール類製作途
中につ,出 されたものと推測される。第Ⅳ章で示したように、本遺跡出上のフレイクは打面、背面を基

準に11分類している。それらの集計結果 (報告書不掲載資料も含む)は第90図 に示した。

ほとんどのフレイクが打面、背面の判別が難しく4類に含まれている。それら4a、 4b類 を除く
と、 2c類が最も多く、 2b類がそれに次ぐ。これらは石器製作がある程度進んだ段階で排出される

ものと考えられる。対して la、 2a類は少ない。これらは背面が自然面であり、石器製作の初段階
で排出されるものと考えられる。このような傾向は、石器となる石材が、産地周辺 (あるいは遺跡の

外のどこか)である程度荒割りされた状態で、本遺跡に運ばれてきている可能性が考えられる。特に

分類不能としたフレイクのなかで自然面の残らない 4b類の方が、自然面の残る4a類 より多くみつ

かつており、またチップも自然面の残らない b類が圧倒的に多く、このことを裏付けている。

3 遺構 の変遷 について (第 91・ 92図 )

今回の調査で、宝禄Ⅱ遺跡が縄文時代後期・古代 (平安時代)。 近世の遺構を伴う複合遺跡である

事が分かつた。またそれら遺構面上、Ⅱ層は主に縄文時代後晩期の包含層であり、他に弥生土器が出

上している。以下時代毎に遺構の分布とそれらの特徴についてみていく。

(1)縄文時代・弥生時代 (第91図左)
縄文時代後期 弥生時代

竪穴住居跡 2棟   土坑 1基

住居状遺構 4棟   土坑18基
縄文時代の遺構は調査区中央に偏っており、それぞれが重複している。また調査区の東側より外ヘ

と及んでいるものが多く、おそらくは該期の遺構群は調査区よりさらに東へと展開しているものと推

定される。また弥生時代の上坑は調査区の南端で検出した。弥生時代の遺構は土坑 1基のみで、その

上坑も調査区外に及んでいるので、全容が分からず、また他に遺構があるかも定かではない。

縄文時代の竪穴住居跡 2棟は約25mほ ど離れて位置する。どちらも遺構外に及んでおり、全容が定

かではないが、柱穴や床下土坑を有している。炉については 1号住居跡は明確な炉が無く、南壁上に

焼成を加えられた痕跡が 2箇所認められるのみであった。 2号住居跡の炉は石囲炉と思われるが、炉

石が全周せず、また抜き取り痕もないので、元々なかった可能性が高い。各炉石の大きさや形に規則

性がない。所謂「石囲炉」と考えていいか、難しいところではある。

住居状遺構は竪穴住居よりも南側に位置し、 4棟が密集しており、重複するものもある。遺構は竪

穴住居跡とほぼ同じ大きさで柱穴などが認められるが、炉が無いので居住施設として機能するのか定
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かではない。特に 2号住居状遺構では床面に開口部が 2m以上にもなる大 きな掘 り込みが認められ、

ますます居住施設とは考えがたい。別の機能を考えるべきであろう。

土坑は竪穴住居や住居状遺構の周辺に分布する。それぞれの位置関係に規則性は見いだせず、竪穴

住居・住居状遺構との関連性は定かではない。また比較的多く検出したものの、形態や深さに規則

性が無く、その機能については不明である。ただし15号土坑は他と比べて深く、貯蔵穴の可能性があ

る。

(2)古
土坑 1基

代 (第91図右)

性格不明遺構 2基

調査区北側に位置する。したがって縄文時代・弥生時代の遺構とは分布を異にする傾向が窺える。

遺構は出土した土師器から、平安時代に比定されるものと思われるが、出土した土器群は磨滅が激し

く、詳細は不明である。遺構自体も調査区外に及ぶものばかりで性格などは不明である。

本遺跡の南側には平安時代の竪穴住居 3棟が見つかっている広岡前遺跡が隣接しており、関連があ

るかもしれない。
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近世以降
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(3)近 世 以 降 (第 92図 )
土坑 9基

性格不明遺構 1基

調査区中央付近から南端にかけて分布する。各

遺構はある程度距離を置いて位置しており、した

がってそれぞれの関連性は定かではない。

土坑は形態などからも性格は定かではない。27

号土坑は形態から丼戸の可能性も考えられるが、

検出面から浅く、定かではない。遺構の底面付近

から水が湧くものが多く、そのため、本質遺物が

幾つか良好な状態で出上している。

性格不明遺構は底面上から古銭 (寛永通宝)が

みつかっているので、遺構の時期も江戸時代と考

えられる。遺構の形態からも水田耕作に利用され

た「首代」の可能性が考えられる。

(4)そ の 他 、 溝 跡 (第 92図 )
溝跡は埋土中から出上した遺物がⅡ層中から流

れ込んだ縄文土器・石器を除くと、ほとんど無

く、かろうじて出上した土師器・須恵器の小片や

陶磁器類から、古代以降近世の遣構と推定した。

ただし4号溝の埋土中から出上した炭化物の年代

測定 (AMS法による)を行ったところ、1030±

30yrBPと いう結果を得ており (第Ⅶ章参照)、 古

代に近い時期のものである可能性が高いことが実

証されている。

溝跡は 5・ 6号溝跡をのぞいて、ほぼ同じ方向

に延びている。そして特に 3・ 4号溝は幅広であ

るが、規模 も類似 し、またほぼ平行 してのびている。何 らかの関連性があることも考えられ、特に 2

号溝跡が近世の「苗代」 と考えている 3号性格不明遺構 と重複することか らも、これらの溝跡 も水田

耕作 に関わるものである可能性が考えられる。
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今井富士雄・磯崎正彦1969『十腰内遺跡』(岩木山麓遺跡発掘調査報告書)岩木山刊行会

金子昭彦1993『新山権現社遺跡発掘調査報告書』(岩埋文第188集 )(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

星雅之2000『長倉 I遺跡発掘調査報告書』(岩埋文第336集 )(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

鈴木克彦2001『東北地方縄文時代後期土器編年の研究』雄山閣

名久井芳枝2003『北上山地川井村の山村生産用具コレクション』)|十井村教育委員会

福島正和・江藤教2005『広岡前遺跡発掘調査報告書』(岩埋文第430集 )(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

及川洵・佐藤好幸・野坂晃平2005『大文字遺跡』(江刺市埋蔵文化財報告書第33集)江刺市教育委員会
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須原拓・濱田宏・石崎高臣・亀澤盛行2007『本宮熊堂A遺跡第26・ 29次発掘調査報告書』(岩埋文第502集)(財 )岩手県文化振

興事業団埋蔵文化財センター

小林達夫編2008『総覧 縄文土器』UM PromOtion

†

†

ナ

23・ 25手許
土坑

(木製品が多く出土している)

(577)出上位置

o        l : 1500       5m
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第 4表 縄文土器観察表
版

号
図
番
真
版
写
図
出上位置

上
位
出

層 器種 分類
存
位
残
部

外面文様
内面文様
・ 調 整

外面色調
内面色調

胎土
焼
成 備考

1 1号住居
土
位
埋
上 深鉢 Ⅲ③

口縁部
片

口 :沈線、縄文(LR P縦 ) ナ デ
橙
灰責褐

砂 石 C

2 1号住居
坦土
上位
深鉢 皿③

口縁部
片

口 :沈線→縄文 (LR斜 ) ナデ (横 )
にぶい責褐
灰黄褐

砂 石 A

3 1号住居 府
帥
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

胴 :縄文(RL横 )→沈線 ナデ(斜 )
白
黄
灰
淡

砂
石 '雲

B

4 21 1号住居
埋土
上位
深鉢 Ⅲ 】同音Б

'キ

胴 :撚糸(L縦 )→沈線 ナデ (縦 )
橙
にぶい橙

砂 ・石 A

5 21 1号住居
上
位
埋
上
深鉢 I 胴部片

月同 :

沈線
縄文(LR斜 )→隆帯、

ナデ(斜 )
にぶい責橙
にぶい責橙

砂・石 C

6 1号住居
上
位
埋
上

鉢 Ⅵ
口～底
(1/3)

口～胴下 :無文 底 :網
代痕

ナ デ
褐
掲

里
一
里
〔

砂・石 A

9 2号住居
埋土
上位
深休 Ⅲ

口縁部
片

口 :

沈線

縄文(LR横 )→押圧、
ナデ(横 )

里
【
里
〔

砂 C

2号住居
上
位
埋
下

鉢 Ⅲ
口縁部
片

沈線、縄文 (LR横 ) ナデ (横 )
褐灰
灰黄褐

砂・

石 雲
C

11 2号住居
坦土
上位
深鉢 Ⅲ③ 月同音Б井キ 胴 :縄文(RL横 )→沈線 ナデ (斜 )

にぶい責褐
黒掲

砂 石 B

2号住居
上
位
埋
下
深鉢 皿③ 胴部片 縄文(RL横 )→沈線 ナデ (縦 )

掲
褐
責
責
灰

灰 砂・石 C

13 2号住居 厨
帥
深外 Ⅲ③ 胴部片 胴 :縄文 (LR縦 )→沈線 ナデ (横 )

灰黄掲
黒掲

砂 雲 C

14 21 2号住居
上
位
埋
下
深外 皿③ 月同部片 縄文(RL横 )、 沈線 ナデ (横 )

灰黄掲
にぶい責橙

砂 C

15 2号住居
埋土
下位
深鉢 Ⅲ③ 胴部片 縄文(LR斜 )→沈線 ナデ (横 )

灰
灰
褐
褐

砂
・

石 雲
C

16 2号住居
上
位
埋
上 深鉢 Ⅲ③ 月同部片 縄文(LR斜 )→沈線 ナデ(横 )

灰責掲
にぶい責橙

砂 石 A

17 2号住居
下
坑
床
土

鉢 皿
口～底
(1/3)

口 :刻み 底 :沈線 ナ デ
褐灰
にぶい責橙

砂 石 C

21 2号住居
埋土

下位
深鉢 Ⅳ

口縁部
片

沈線 ナデ (横 )
責
灰
浅
責 砂 C

2号住居
埋土

中
鉢 Ⅳ

口縁部
片

ナデ(横 )、
沈線

明赤褐

灰責褐
砂 雲 C

2号住居
床面
上
浅鉢 Ⅳ

口縁部
片

胴 :沈線
沈線、ナ
デ(横 )

橙

橙 白・石 C

2号住居 炉 内 深鉢 Ⅵ
口～胴
上 (2/3)

口～胴上 :沈線、縄文
(LRわ i)

ナデ(横 )
褐
褐
責
責
灰
灰 砂 雲 A

2号住居
床面
封ヒ
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口 :縄文 (RL横 ) 不 明
にぶい責褐
にぶい責橙

砂  石 C

2号住居
床面
上
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

日～胴 :縄文(RL横 ) 不 明
にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂 雲 B

2号住居
上
位
埋
上

深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

口～胴 :縄文(LR横 ) ナデ (横 )
橙
黒褐

砂・石 B

2号住居
埋土
上位
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

縄文(RL横 ) ナデ(横 )
灰黄褐
褐灰

砂 石 C

2号住居
上
位
埋
上 深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口 1縄文(LR横 ) ナデ (横 )
褐灰
灰黄褐

砂 雲 B

2号住居
上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

縄文 (LR横 ) 不 明
褐黄

灰
灰
褐 砂 ・ 石 C

2号住居
上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

縄文(RL横 ) ナデ(横 ) 褐
褐
責
黒

灰
砂
石・雲
C

2号住居
上
位
埋
上
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

縄文 (LR横 ) ナデ (横 )
にぶい黄橙
にぶい責橙

砂 石 A

2号住居
床面
上 チュア

底部片 月同下 無文 す デ
褐黄

灰

灰
褐 砂 石 A

1号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口～胴

下

口 :無文 胴 :縄文押圧
(RL)、 縄文(RL横 )

ナデ (横 )
にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂 石 C

1号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口～胴
J二 (1/3)

口～胴上 :縄文(LR横、
斜)

ナデ(横 )
灰白
にぶい責橙

砂・雲 B

1号住居状
遺構

埋土

中
深外 Ⅵ

口～胴
上 (1/4)

口～胴上 :縄文(LR斜 ) ナデ(横 )
白
責
灰
灰

砂・

石 雲
C

1号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口～胴
」二(1/4)

口～胴上 :縄文(LR横、
斜)

ケズリ→

ナデ
灰褐
にぶい黄橙

砂 ・石 C 外面に炭化物

1号住居状
遺構

上
位
埋
上
士霊 Ⅲ③ l同 (1/3) 胴 :縄文(LR斜 )→沈線

ケズリ→

ナデ(横 )
にぶい黄橙
灰責褐

砂 石 ぬ

l号住居状
遺構

上
位
埋
下

士霊 Ⅵ 口欠損 胴 :無文 不 明
黄

責

淡
淡 砂・石 C

1号住居状
遺構

土
位
埋
下
台付鉢 Ⅵ 底部片

胴下 :縄文(RL斜)底
網代痕

ケズリ→

ナデ
にぶい責橙
里

砂 石 C

1号住居状
遺構

上
位
埋
上 深鉢 Ⅵ

胴下～

底部
胴下 :無文 底 :綱代痕 ナ デ

灰責褐
黒褐

砂 石 C
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版
号
図
香
真
版
写
図
出上位置

上
位
出
層 器種 分類

存
位
残
部 外面文様

内面文様
調整

外面色調
内面色調

胎 土
焼
成 備 考

1号住居状

遺構

埋 土

中
深 鉢 Ⅳ

口～胴
¬ギ(2/3)

国 :刻み、沈線 胴 :沈
線、縄文(LR横 )

it線、ナ
デ(横 )

にぶい責褐
黒褐

砂・石 C

1号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ①

口縁部
片

口 :縄文(Rと横)→沈線、
突 胴 :縄文(RL)→沈線 ナデ (横 )

にぶい責橙
灰責褐

砂・石 B

1号住居状
遺構

上
位
埋
下

深 鉢 Ⅲ③ 月同音ド
'キ

胴 :縄文 (RL横 )→沈線 ナデ(斜 )
にぶい責橙
灰責褐

砂・石 C

l号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 皿③ 胴部片 胴 :縄文 (RL横 ) 沈線 ナデ(横 )

褐
褐
黄
黄
灰
灰 砂 石 A

1号住居状
遺構

上

位

埋

上 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

唇 :沈線 口 1沈線 沈線、ナ
デ(横 )

にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 石 A

1号住居状
遺構

上
位
埋
上
深鉢 Ⅲ③ 胴吉Б片 胴 :沈線→縄文(RL横 ) ナデ(横 )

にぶい責褐
灰責褐

砂 石 C

1号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ③ 月同部片 胴 :縄文 (LR横 )→沈線 ナデ (横 )

にぶい黄褐
にぶい責橙

白 石 B

l号住居状
遣構

埋土
上位
深鉢 Ⅲ③ 月同言Б

'キ

胴 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ (横 )
にぶい責橙
にぶい責橙

砂・石 B

l号住居状
遺構
捕
帥
深鉢 Ⅲ②

口縁部
片

口 :縄文 (LR横 )→沈線 ナデ (横 )
灰褐
橙

砂 ・石 B

1号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ② 月同言Б)キ

月同 :

刺突
縄文(RL横 )→沈線、

ナ デ
にぶい黄橙
灰責褐

砂 石 C

1号住居状
遺構

埋土
上位
深鉢 Ш②

口縁部
片

口 :無文 胴 :沈線 ナデ (横 )
褐
褐

里
¨
里
ヽ

砂 ・石 C 245と 同一

l号住居状

這構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ②

口縁部
片

口 :縄文(RL横 )→沈線 ナデ(横 ) 褐
灰
責
掲
灰 白・石 C

l号住居状
遺構

上
位
埋

下
深鉢 Ⅲ②

口縁部
片

口 1沈線 ナデ(斜 )
褐
褐

里
〔
里
ヽ

砂・石 C

1号住居状
遺構

上
位
埋
上 深鉢 Ⅲ② 胴音Б片 胴 :縄文 (RL横 )→沈線 ナデ (横 )

褐
灰
黒
掲 砂 石 C

l号住居状
遺構

埋土
上位
深鉢 Ⅲ② l同吉Б片 胴 :縄文(RL横 )→沈線

ナデ(斜、
縦)

灰白
灰白

砂・石 C

1号住居状
這構

上
位
埋
上
鉢 Ⅲ②

口～胴
(1/4)

口 :縄文 (LR横 )→沈線 ナデ (横 )
褐

褐

里
一
里
一

白 石 C

l号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ③ 月同言る

'キ

胴 !縄文(RL斜 )→沈線 ナデ (縦 )
にぶい褐
灰黄褐

砂・石 C

1号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ④ 胴言卜片

胴 :縄文(LR横 )→刺突、
沈線

ナデ (横 )
褐
褐

里
【
里
一

白 石 C

1号住居状

遺構

上
位
埋
上

深 鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ(横 )
褐
褐
黄
黄
灰
灰

砂 石 C

上号住居状
遺構

土
位
埋
上
深鉢 Ⅱ⑤

口縁部
片

口 :沈線、刺突
突起、沈線、
ナデ(横 )

にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂 石 B

1号住居状
遺構

上

位

埋

下
深 鉢 Ш④

口縁部
片

ナデ (横 )
にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 石 C

1号住居状
遺構

上

位

埋

下 深 鉢 Ⅲ 月同書Б片
胴 :沈線、刻み、羽状縄
文(RL RL)

ナデ(横 )
栓
にぶい橙

白 石 B

別
1号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ

口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ (横 )
褐灰
灰責褐

白 石 C

上号住居状
遺構

土
位
埋
上

深 鉢 Ⅲ
口縁部
片

胴 :刺突、沈線 不明
浅責橙
浅責橙

砂 石 A

71
1号住居状
遺構

上
位
埋
上 深鉢 皿④

口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→刺突、
沈線

ナデ(横 )
橙
褐灰

砂・雲 C

1号住居状
遺構

埋土
上位

霊 Ⅲ 月同きБ,キ
頸 :無文 胴 :沈線、羽
】犬縄文 ()酢吉束RL・ RL)

:旨頭によ

る整形痕

褐
褐

里
〔
里
一

砂 石 C

雰
1号住居状
遺構

上
位
埋
上
深鉢 Ⅲ 胴音Б片 胴 :沈線→縄文(LR横 )

ケズリ

(横 )

灰責褐
灰責褐

砂 石 C

1号住居状
遺構

床面
上

Ⅳ
口縁部
片

口 :工字文
沈線、ナ
デ(横 )

橙

橙 白・雲 B

l号住居状
遺構

埋土
下位
深外 Ⅵ

回～胴
下

口～胴下 :縄文(LR横 、
斜)

ナデ(横 )
褐灰
にぶい責橙

砂・石 C 外面に炭化物

1号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口～胴 :縄文(LR横 ) ナデ (横 )
灰黄掲
にぶい責橙

砂・石 C

劉
l号住居状
遺構

上
位

埋

上 深鉢 Ⅵ
口縁部
片

口
文
縄文(LR横 )顎 !無
胴部 :縄文(LR横 )

ナデ(横 )
灰黄褐
にぶい黄橙

砂・石 C

l号住居状
活檻

上
位
埋
上
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口 :縄文(LR横 ) ナ デ
灰黄褐
にぶい責橙

砂  石 B

l号住居状
遺構

上
位
埋

下
深鉢 Ⅵ 底部片 底 :網代痕 ナ デ

灰責掲
にぶい黄橙

砂・石 C

1号住居状
遺構

上
位
埋
上
深鉢 Ⅵ 底部片 底 1成形の痕跡 ナ デ

褐灰
にぶい責橙

砂・石 B

24
1号住居状
遺構

上
位
埋
上 チュア

底部片 底 :無文 ナデ ?
灰
褐
褐
黒

砂 雲 C

1号住居状
遺構

上
位
埋
上 ア

ニ

ユ

ミヽ
チ

底部片 底 :無文 不 明
褐
掲

黒

里
一

砂 石 C

2号住居状
遺構

埋土

中
深鉢 Ⅲ④

口縁部
片

口 :縄文(RL斜 )→刺突、
沈線

ナデ (横 )
灰責褐
灰責褐

砂  石 C
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2_4
2号住居状
遺構

埋土

下位
深鉢 Ⅲ④

口縁部
片

国 :縄文(RL横、斜)→沈
線、刺突

ナデ (横、

斜 )

灰責褐
褐灰

砂 石 C

2号住居状
遺構

床下
土坑
深鉢 皿③

口縁部
片

口 :縄文(LR?)→沈線
沈線、ナ
デ(横 )

白

白
灰
灰

砂
・
石 A

2号住居状
遺構

下
坑
床
土
深鉢 皿④ 月同甘Б,キ

I同 :沈線、円形刺突、縄
文(LR縦 )

ナデ (横、
縦 )

にぶい責橙
にぶい責橙

砂 石 C

2号住居状
遺構

埋土

下位
深鉢 皿②

口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ (横 )
責
責
灰
灰

砂・雲 B

2号住居状
遺構

下
坑
床
土
深鉢 Ⅲ① 丹同吉Б,キ

胴 :縄文(RL横 )→沈線、
刺突

ナデ (横 )
にぶい責橙
にぶい責橙

砂・石 C

2号住居状

遺構

埋土

下位
深鉢 皿④ 月同言臣片

胴 :沈線、刺突、縄文
(LR横 )

ナデ (横 )
にぶい責橙
掲灰

石少 Z量 C

2号住居状
遺構

上
位
埋
上
深 外 Ⅲ① 胴 部片

口～胴 :縄文(RL斜 )→沈
線

ナデ(横 )
自

白
灰
灰

砂 石 C

2号住居状
遺構

下
坑
床
土
深鉢 Ⅲ

口縁部
片

口 :沈線 ナデ (横 )
灰責
里

砂・雲 C

2号住居状
遺構

坦土
上位
深鉢 Ⅲ③ 胴言Б片 胴 :縄文(LR縦 )→沈線 ナデ (横 )

褐
褐
黄
黄
灰
灰

砂 雲 A

2号住居状
遺構

土
位
坦
上 深鉢 Ш①

口縁部
片

口 :

刺突

縄文(RL横 )→沈線、
ナデ (横 )

にぶい責褐
にぶい責褐

砂・石 C

2号住居状
遺構

上
位
埋
上 深鉢 Ⅲ⑥

口縁部
片

口 :縄文(L斜 )、 沈線 ナデ(横 )
灰責褐
にぶい責橙

砂 石 C

2号住居状

遺構

土
位
埋
下
深鉢 Ⅲ③

口縁部
片

唇 :沈線 口 :沈線→縄
文(RL?縦 ) ナデ (横 )

褐
褐

里
【
星
一

砂 雲 C

2号住居状
遺構

土

位

埋

上 深 鉢 Ⅲ④
口縁部
片

口 :沈線、刺突、縄文 ? ナデ(横 )
にぶい黄橙
黒褐

砂・石 C

2号住居状
遺構

土
位
坦
上
台付鉢 Ⅲ④ 台部片 台 :縄文(LR P)、 刺突 不 明

にぶい責橙
褐灰

砂 石 B

2号住居状
遺構

埋土

中
深鉢 Ш③ 月同言Б片

胴

斜
沈線→縄文(LR横 、

ナデ (横 )
にぶい責橙
掲灰

砂  石 A

2号住居状
遺構

上
位
埋
下

深 鉢 Ⅲ③ 胴宮L片 胴 :縄文(LR縦 )→沈線 不 明
黒褐
にぶい責橙

砂・石 ハ

2号住居状
遺構

土
位
埋
下
深鉢 Ⅲ③ 月同言Б片

胴 !縄文(RL斜、縦)→沈
線

ナデ(横 )
にぶい黄橙
にぶい責橙

砂 石 C

2号住居状
遺構

下
坑
床
土

深 鉢 Ⅵ
口～胴

(1/5)

口 1縄文(RL横 )月同:糸電
文(RL横 )→磨消

ナデ (横 )
褐
灰責

砂・石 A

2号住居状
遺構

下
坑
床
土 深鉢 Ⅵ

口縁部
片

月同:縄文押圧 (LR)、 縄文
(LR積 )

ナデ(横 )
里

灰白
砂・石 C

2号住居状
遺構

上
位
埋
下
台付鉢 台部 台 :無文 ナ デ

にぶい責橙
灰責

砂 石 B

2号住居状
遺構

埋土

下位 ア

ニ
　
ユ

ミヽ

チ 底部片 底 :無文 ナ デ
灰白
灰責掲

砂・石 B

2号住居状
遺構

下
坑
床
土 深鉢 Ⅵ

口～胴
下 (1/3)

日:縄文(RL横 )顕 :縄文押
圧(RL)胴 :縄文(RL横、斜)

ナデ (横 )
灰黄褐
灰黄

砂・石 C 外面に炭化物

2号住居状
遺構

上
位
埋
上

深 鉢 Ⅲ 口 (1/3) 口 :縄文(RL横 )、 沈線 ナデ (横 )
橙
褐
責
責
浅
灰

砂 石 C

2号住居状
遺構

床下
土坑
深鉢 Ⅵ 口 (1/2) 口 :縄文(LR横、斜) ナデ (横 )

灰責褐
灰黄褐

砂 石 C

2号住居状
遺構

床下
土坑
深鉢 Ⅵ

口～底

(1/2)

胴上 !縄文(RL横)底 :

網代痕
ナデ(横 )

にぶい橙
灰褐

砂・石 A

2号住居状
遺構

埋土

中
士望 Ⅵ 口 (1/3) 口 :縄文(RL横 )、 沈線 ナデ (横 )

褐

褐

黄

責
灰
灰

砂

石 雲
C

2号住居状
遺構

上
位
埋
上 深鉢 Ⅵ 口 (1/3) 口 1無文 ナデ(横 )

にぶい責橙
にぶい責橙

砂・雲 C

2号住居状
遺構

埋土

中
深鉢 Ⅲ 月同部片

胴 :円形刺突、沈線、縄
文 P(LR横 )

ナデ (横 )
灰白
橙

砂 B

2号往居状
遺構

下
坑
床
土
深鉢 Ⅳ

口～胴
下 (1/2)

口 !無文 胴 :縄文押圧
(LR)、 縄文(LR横 )

ナデ(横、
縦)

にぶい掲
灰責褐

砂  石 B

2号住居状
遺構

下
坑
床
土
深鉢 月同(1/2) 胴 :縄文(LR斜、縦) ナデ(横 )

責
責
浅
浅 砂・石 C

117
2号住居状
遺構

下
坑
床
土
付
？
台
鉢

Ⅲ 台部 台 :隆帯 ナデ(横 )
にぶい黄橙
にぶい責橙

砂 石 C

2号住居状
遺構

埋土
上位
深鉢

胴下～

底 (1/3)
胴下 :縄文(LR?縦 ) ナデ(斜 )

灰黄褐
にぶい責橙

砂 石 B

2号住居状
遺構

土
位
坦
下
深鉢

胴下～

底 (1/3)
胴下 :無文 底 :網代痕 ナデ (横 ) にぶい橙

にぶい黄橙
砂 石 C

120
2号住居状
遺構

床面
上
深鉢

胴下～

底 (1/2)
胴下 :縄文(RL斜)底 :

網代痕
ナデ(横 )

にぶい責橙
にぶい責橙

砂 石 B

2号住居状
遺構

土
位
遅
下
深鉢

胴下～

底
胴下 :縄文(LR斜)底
網代痕

ナデ (横 )
にぶい責橙
灰黄褐

砂 石 C

122
2号住居状
遺構

土

位

埋

下 深鉢 胴 1縄文(LR斜、縦) ナデ (横 )
灰責褐
褐灰

砂 ・ 石 C

2号住居状
遺構

下
坑
床
土
深 鉢 Ⅵ

口～胴
下 (1/4)

口～胴 :縄文(RL縦 )
胴 :沈線

ナデ(横、
斜)

にぶい黄橙
にぶい責橙

砂 雲 C
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位
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外面文様
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2号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口～胴 :縄文(L斜 ) ナデ (横 )
褐灰
にぶい責橙

砂 雲 C

2号住居状
遺構

土
位
埋
上

深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

口 :縄文(LR斜 ) ナデ (横 )
黒褐
浅責橙

砂 石 C

2号住居状
遺構

上
位
埋
上
深鉢 Ⅵ

口縁部

(1/3)
口～胴 :縄文 (RL縦 ) ナデ (縦 )

灰褐
にぶい黄褐

砂 '

石・雲
B

2号住居状
遺構

上

位

埋

上 深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

口 :縄文 (RL縦 ) ナデ (横 )
にぶい責橙
にぶい責褐

砂  石 C

128
2号住居状
遺構

土
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口 :縄文(LR横 ) ナデ (横 )
にぶい責橙
にぶい責橙

砂・石 C

2号住居状
遺構

上
位
埋
下
深外 Ⅵ

口縁部
片

口 :縄文(RL横、斜) ナデ (斜 )
灰責褐
灰責掲

砂 石 A

2号住居状
遺構

埋土
上位
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口 :縄文 (LR横 ) ナ デ
暗灰責
灰責

砂 石 C

2号住居状
遺構

上
位
埋
上
深鉢 底部片 底 :網代痕 不明

褐
責
明
浅

砂  石 A

2号住居状
遺構

埋土
上位
深鉢 底部片 底 :網代痕 ナ デ

里

にぶい責橙
砂 石 B

2号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 底 部片 底 :綱代痕 ナ デ

灰責褐
にぶい黄橙

砂・石 C

3号住居状
遺構

上
位
埋
上

深 鉢 Ⅲ①
口縁部
片

口

胴
縄文(RL横 )、 沈線
沈線

ナデ(横 )
自

由
灰
灰

砂 石 C

3号住居状
遺構

土
位
埋
下
深鉢 皿②

口縁郡
片

口 :縄文(LR?横 )→沈線 ナデ(斜 )
黒褐
灰責褐

砂 石 C

3号住居状
遺構

上
位
坦
上

深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

縄文(LR横 )→縄文押圧
(LR)

ナデ (横 )
灰責褐
にぶい責褐

砂・石 C

3号住居状
遺構

上

位

埋

上 深鉢 Ⅵ
口縁部
片

縄文(LR横 )、 沈線 ナデ
褐
褐

里
一
里
一

砂 石 B

3号住居状
遺構

上
位
埋
上

深 鉢 Ⅲ② 月同言Б)キ 縄文(LR横 )→沈線 ナデ (斜 )
にぶい責橙
灰黄掲

砂 雲 C

3号住居状
遺構

埋土

中
深然 Ⅲ②

口縁部
片

縄文 (LR P横 )→沈線 不 明
淡責
灰白

砂 石 A

3号住居状
遺構

埋土

中
深 鉢 Ⅲ③ 月同部片 沈線、縄文(LR斜 ) ナデ(横 )

掲
褐
黄
責
灰
灰

白 C

3号住居状
遺構

埋土
中
鉢 Ⅲ⑤ 胴言Б片 沈線 ナデ (横 )

にぶい黄橙
灰責褐

白 C

3号住居状
遺構

埋土

中
深鉢 Ⅲ 月同言焉片 沈線 ナデ (横 )

灰白
灰白

砂 石 A

3号住居状
遺構

土
位
埋
上
深鉢 Ⅲ④

口縁部
片

口 :沈線、刺突 ナデ (横 )
にぶい責掲
灰責褐

砂 石 C

3号住居状
遺構

上
位
埋
上
深鉢 Ⅳ

口縁部
片

唇 :押圧 口 :沈線 ナ デ
にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 A

146
3号住居状
遺構

上
位
埋
上
浅鉢 Ⅳ

口縁部
片

唇 :沈線 口 :隆帯上沈
線

沈線、す

デ (横 )

褐
掲

里
一
里
〔

白 石 C

3号住居状
遺構

埋土

中
浅鉢 Ⅳ

口縁部
片

唇 :突起、沈線 胴 :隆
帯、沈線

口 :沈

線、ナデ
明責褐
にぶい橙

砂・石 C

3号住居状
遺構

上
位
埋
上
浅鉢 Ⅳ

口縁部
片

唇 :刻み、胴 i沈線
口 !沈線、

ナデ(横 )

栓
にぶい橙

白 石 B

4号住居状
遺構

上

位

埋

下 深鉢 Ⅲ①
口縁部
片

縄文(RL横 )→沈線、刺突
沈線、ナ
デ(横 )

淡黄
にぶい責橙

砂
石 雲

C

4号住居状
遺構

上
位
埋
上
深鉢 Ⅲ① 胴部片 沈線、刺突、縄文(LR横 ) ナ デ

にぶい責橙
にぶい責橙

砂 石 C

4号住居状
遺構

坦土
下位
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

縄文押圧 (LR) 不明
灰責
浅黄橙

砂 白 C

4号住居状
遺構

上
位
埋
上
鉢 Ⅵ

口縁部
片

無 文 ナデ(横 )
灰
灰
褐
褐 砂 C

4号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ① 月同言Ь片 縄文(RL横 )→沈線 ナデ (横 )

浅黄橙
浅責橙

砂・石 C

4号住居状
遺構

埋土
上位
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

縄文(LR斜 ) ナデ (横 )
にぶい黄褐
にぶい責橙

砂 白 B

4号住居状
遺構

上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ 月同吉Б,キ 羽状縄文 (LR・ LR縦 ) ナ デ

灰
灰
褐
褐 砂 雲 B

4号住居状
遣構

埋土
下位
深鉢 Ⅵ

胴下～

底 (1/2)
下
ナ
胴
縦
コ可】犬酒髄虻(LR・ LR

ナデ (横 )
にぶい責橙
灰責褐

砂・石 C

4号住居状
遺構

上
位
埋
上 チュア

底部片
胴下 :縄文(RL斜)底 i

網代痕
ケズリー

ナデ

にぶい責橙
明褐

砂 石 B

2号土坑
上
位
埋
上
深鉢 Ⅲ⑤

口～胴
上 (1れ )

口～胴上 :沈線 ナデ (横 )
灰色
にぶい黄橙

砂 石 C

2号土坑
上
位
埋
上
深鉢

口縁部
片

口
突
縦

1連鎖状隆帯、円形刺
胴 :木 目状撚糸(L? ナデ (横 )

にぶい責橙
浅責橙

砂 石 C 247と 同一

2号土坑
土
位
埋
上
深鉢 Ⅲ④

口縁部
片

口 :爪形文、沈線 ナデ(横 )
にぶい責橙
黒褐

砂 ,石 C
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2号土坑
埋土
上位
深鉢 Ⅲ③ 月同部片 胴 :縄文(LR斜 )→沈線 ナデ (横 )

灰黄褐
灰責掲

砂 雲 C

2号土坑
埋土
上位
深鉢 Ⅵ

胴下～

底
胴 :木 目状撚糸(L?縦 )
底 :網代痕

ナ デ
にぶい責橙
i莞責橙

砂 石 C 248と 同一

2号土坑
埋土

下位
深鉢

胴下～

底 (1/3)
底 !網代痕 ナデ (横 )

灰白
浅黄橙

砂 石 C

3号土坑
埋土
上位 ア

ニ
　
ユ

ミヽ
チ Ⅲ③

胴下～

底
胴下 i縄文 (RL斜 )、 沈線 ナ デ

灰白
灰黄褐

砂・石 C

4号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ③ 月同言る

'キ

胴 :沈線→縄文(LR?斜 ) ナデ (横 )
責
責
淡
淡 砂・石 C 308と 同一

4号土坑
埋土
下位
深鉢 Ш③ 月同言Ьサ十 沈線 不 明

にぶい責橙
にぶい橙

砂 石 C

4号土坑
埋士

中
深鉢 Ⅲ③ 月同吉Б片 胴 :沈線→縄文(LR?斜 ) ナデ(横 )

黄
黄

淡

淡 砂 石 C 306と 同一

4号土坑
埋土
中
深鉢 Ш③ 胴部片 胴 :縄文(RL横 )→沈線 ナデ(横 )

灰黄褐
灰責掲

砂 石 A

4号土坑
上
位
坦
下
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

縄文 (RL横 ) 不 明
にぶい責
にぶい黄橙

砂 石 A

5号土坑
上

位

埋

下 深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

回

文

:縄文(LR横 )顎
胴 :縄文(LR横、

‐無
紳
ナデ(横 )

にぶい黄橙
里

砂 ,雲 C

177 5号土坑
上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ③ 打同言Бナキ

I同 :刺突、沈線、縄文
(RL横 )

ナデ (横 )
灰黄褐
掲灰

砂 石 C

5号土坑
土

位

埋

下 深鉢 皿③
口縁部
片

口 :沈線、刺突 胴 :沈
線、刺突

不 明
褐責
褐
灰
黒 砂・石 C

5号土坑
土
位
埋
下
深鉢 Ⅲ②

口縁部
片

口 :縄文 (LR横 ) 沈線 ナデ(横 )
灰責掲
灰黄褐

砂 C

5号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ

口縁部
片

口 :刻み、沈線 不 明
褐
褐
黄
黒
灰 砂・石 C

5号土坑
埋土

下位
深 鉢 Ⅲ③ 月同言Б片 胴 :縄文(RL斜 )、 沈線 ナデ (横 )

褐黄
灰
仄
掲 砂 ,石 B

5号土坑
上
位
埋
上
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口～胴 :縄文 (LR斜 ) ナデ(横 )
灰責褐
褐灰

砂 石 C
穿孔有り(貫通1個、
内面からのみ1個

5号土坑
上
位
埋
上

深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

口 :縄文(RL横 )、 沈線 ナデ(横 )
trB

黒掲
砂 _T C

5号土坑
上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口～胴 :縄文(RL横 )
沈線、ナ
デ(横 )

にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂・石 A

5号土坑
上
位
埋
下

深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )
ケズリ(横 )
→ナデ

灰黄掲
灰責褐

砂 雲 A 4市

“

歩子Llイ回

5号土坑
土
位
埋
下

深 鉢 底部片 底 :網代 痕
ケズリ→

ナデ
灰責褐
にぶい黄橙

砂 石 C

5号土坑
埋土

中

付
？
台
養

Ⅳ
台部
(2/3)

台 :無文
ケズリ
ナデ

橙

橙 砂 石 B 内面に炭化物

5号土坑
埋土
下位

深 鉢
胴下～

底部
胴下 :縄文(LR縦 )底
網代痕

ナ デ
にぶい黄橙
にぶい責橙

砂 B

6号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ②

口縁部
片

縄文(LR横 )→沈線 ナデ (横 )
灰黄褐
橙

砂
石・雲

B

6号土坑
埋土
下位
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

月同:4亀文押圧 (LR)、 縄文
(LR横、斜)

ナ デ
にぶい責橙
浅責橙

砂 石 △

6号土坑
里土

中
深鉢 Ⅲ③ 胴部片 沈線、縄文 (LR斜 ) ナ デ

黒褐
にぶい黄褐

砂 石 C

6号土坑
埋土
上位
深鉢 Ⅲ 突起片 突起 :沈線、円孔

にぶい橙
砂 石 C

7号土坑
埋土
上位
深鉢 Ⅲ①

口縁部
片

口～胴 :縄文(LR斜 )→沈
線

ナデ(横 )
褐灰
灰責褐

白 雲 C

194 7号土坑
埋土
上位
深鉢 Ⅲ③ 月同音Fナキ 胴 :沈線→縄文(LR斜 ) ナデ (斜 )

にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂 雲 A

7号土坑
埋土
上位
深 鉢 皿③ 胴部片

胴 :沈線→縄文 (LR横、
縦)

ナデ(横 )
橙
黒褐

砂 雲 C

7号土坑
土
位
埋
上 深鉢 Ⅳ

口縁部
片

線沈
＞酢離Ｌ

み
文
刻
縄
唇
胴

沈線、ナ
デ (横 )

黒褐
にぶい責橙

砂 石 盗

7号土坑
上
位
坦
下
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

縄文 (LR横 ) 不明
にぶい責橙
にぶい責橙

砂
石 雲

A

7号土坑
上
位
埋
上
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口～胴 :縄文(RL横 ) ナデ(斜 )
褐灰
にぶい黄橙

砂 石 C

7号土坑
土

位

埋

下 深鉢 底部片 網代痕 (底 ) 不 明
にぶい責橙
にぶい責橙

砂 石 C

200 8号土坑
埋土
中
深 鉢 皿③ 月同

=b,キ
胴 :縄文(LR斜 )→沈線 ナデ(横 )

黄

灰
灰
黄 砂・石 C

8号土坑
上
位
埋
下
深鉢 Ш③ 月同言L片 胴 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ (横 )

灰責褐
灰責褐

砂 石 C

8号土坑
上

位

埋

下 深 鉢 Ⅲ③ 月同言卜片 胴 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ(横 )
褐
褐
灰
灰

砂 ・石 B

203 8号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ⑥ 月Π音[ナキ 胴 :縄文 (LR斜 ) 沈線 ナデ (横 )

にぶい責橙
褐灰

砂
石 雲

A
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8号土坑
埋土

下位 チュア
底部片 胴 下 無文 ナ デ

にぶい責橙
にぶい責橙

砂 石 A

8号土坑
上

位

埋

下 深鉢 Ⅵ
口縁部
片

胴 :縄文(LR横 )→縄文押
圧 (LR)

ナデ (横 )
淡責
灰白

砂・石 B

8号土坑
埋土
中
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

唇

線
縄文(RL)口 :沈
縄文(RL横 )

ナデ (横 )
浅責橙
灰白

砂 ,雲 B

207 8号土坑
埋土

下位
深鉢 Ⅲ⑤

口縁部
片

口 :沈線、円形刺突
沈線、ナ
デ (横 )

橙
灰責褐

砂・石 A

8号土坑
埋土
中
深鉢 Ⅲ② 月ΠttБ井キ 胴 :縄文(RL横 )→沈線

指頭による
成形、ナデ

褐
褐

里
【
里
【

砂・雲 C

8号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ③ 月同音Бナキ 胴 :縄文 (LR横 )→沈線 ナデ (横 )

にぶい責橙
褐灰

砂・石 C

8号土坑
坦土
上位

深 鉢 Ⅵ
口縁言Б
片

口 :縄文(LR横、斜) ナデ (横 )
にぶい橙
淡責

砂・石 C

8号土坑
坦土

下位
深鉢 Ⅳ

口～胴
下 (1/2)

文征
ヽ

口
横

圧
文

唇

胴

ナデ(横 )
ケズリ→

ナデ(横 )

灰責褐
灰黄褐

砂・石 B

8号土坑
上
位
埋
上 ア

ニ
　
ユ

ミヽ
チ

口～台 口～台 :無文 ナデ (横 )
灰白
灰白

砂・石 A

8号土坑
埋土
中
深 鉢 底部片 底 :網代痕 ナデ

黄
責
灰

灰 砂・石 C

9号土坑
埋土

下位
深鉢 皿① 略完形

唇 :突起 口～胴上 :縄
文 (LR横 )→沈線、刺突
胴 :縄文 (LR斜 )

ナデ (横 )
にぶい黄掲
にぶい責掲

砂 石 C 内外面に炭化物

9号土坑
上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口～胴
上 (1/2)

口～胴上 :(LR横 、斜 )
ナデ (横、
斜)

にぶい黄褐
浅黄

砂 石 B

9号土坑
坦土
下位

深 鉢 Ⅲ⑤
口縁部
片

口 :沈線 ナデ (横 )
灰褐
にぶい責橙

砂・石 C

217 9号土坑
埋土
上位
深鉢

胴下～

底 (1/3)
胴下 :無文 底 :網代痕 ナデ (横 ) 灰責褐

灰黄褐
砂・石 C

9号土坑
上
位
埋
下
一霊 Ⅲ①

頸～底
(2/3)

頸 :縄文(RL横 ) 胴 :縄

文(RL横 )→沈線
顕～胴
上 :ナ デ

暗灰責
にぶい黄橙

砂 石 C

9号土坑
埋土
上位
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口 :縄文(LR横 ) ナデ (横 )
にぶい褐
にぶい責橙

砂 石 C

9号土坑
上
位
埋
下
深 鉢 Ⅲ②

口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ (横 )
にぶい黄褐
にぶい責橙

砂・石 C

9号土坑
上
位
埋
上
深 鉢 皿②

口縁部
片

唇 :縄文 (LR)、 口 :縄文
(LR横 )→沈線

ナデ (横 )
にぶい責橙
にぶい橙

砂 雲 A

222 9号土坑
土
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

胴 i縄文押圧 (LR)、 縄
文 ?(LR横 )

ナデ(横 )
にぶい責褐
にぶい橙

砂 石 C

223 9号土坑
土

位

埋

下 深外 Ⅵ
口縁部
片

口～胴 :縄文(LR横 ) ナデ (横 )
灰黄褐
浅責

砂 石 C

224 9号土坑
土
位
埋
上
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口～胴 :縄文(LR横、縦) ナデ (横 )
灰責褐
にぶい責橙

砂 石 C

9号土坑
上
位
埋
下
深ttk Ⅵ

口縁部
片

回 :縄文(LR横 ) ナデ (横 )
浅責橙
溝 音 搭

砂 石 C

9号土坑
上
位
埋
下
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口 :縄文 ?(LR横 ) ナデ(横 )
にぶい責橙
灰責褐

砂 石 C

9号土坑
上
位
埋
下
深鉢 底部片 底 :網代痕 ナ デ

橙
にぶい責橙

砂・石 C

228 10号土坑
埋土
中
深鉢 Ⅲ④

口縁部
片

唇 ,大形突起 胴 :隆
帯、沈線、刺突

ナデ (横 )
にぶい黄橙
にぶい黄橙

白・石 C

229 10号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅵ 月同言卜

'キ

胴 :沈線、縄文(LR横 ) 不明
橙
責灰

砂・石 B

10号土坑
上

位

坦

上 深鉢 胴部片 Л同:縄文(LR横 ) ナデ (横 )
灰責褐
黒褐

砂・石 C

10号土坑
上

位

埋

上 深鉢 胴部片 H同 :縄文 (LR斜 ) ナデ (横 )
黒褐
褐灰

砂 石 B

11号土坑
埋土
上位
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

縄文 (LR横 ) 不明
橙
にぶい責橙

砂 雲 C

11号土坑
坦土
中
深鉢 胴部片 Л同:RL(1黄 ) 不明

責
責
淡
灰

砂 雲 C

234 と1号土坑
土

位

埋

上 深鉢 Ⅲ B同吉['キ 胴 :沈線
ケズリ

(斜 )、 ナデ
明赤褐
褐灰

砂 雲 C

235 11号土坑
埋土
上位
台付鉢 皿 台部 片 台 :沈線 不明

にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 石 A

236 12号土坑
埋土
上位
深外 Ⅲ②

口縁部
片

口 :縄文(LR斜 )→沈線
ミガキ
(横、斜)

灰

灰

褐
褐 白・石 A

12号土坑
埋土
上位
深鉢 Ⅲ④

口縁部
片

口 :沈線、円形刺突
沈線、す
デ(横 )

橙
にぶい黄橙

砂
・
石 C

12号土坑
埋土
上位
深然 Ⅵ

口縁部
片

口 :縄文(LR横 ) ナデ(横 )
にぶい責橙
浅責橙

石 雲 C

239 12号土坑
埋土
上位
深鉢 Ⅵ 月同言FS片 胴 :縄文(R横 ) 沈線 ナデ (横 )

灰責褐
浅黄橙

砂
石  雲
C
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胎土
焼
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12号土坑
上
位
埋
上
深鉢

胴下～

底部
胴下 I無文 底 :網代痕 ナデ(縦 ) 浅責橙

浅責橙
砂 石 C

13号土坑
埋土
中
深 鉢 Ⅲ②

口縁部
片

口 :縄文 (LR横 )→沈線 ナデ (横 )
にぶい赤褐
明赤褐

砂
石 雲
C

13号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ④

口縁部
片

唇～口 :隆帯、沈線
口 :沈線、刺突

隆帯、沈
線、ナデ
(横 )

仄黄褐
黒褐

砂 石 C

13号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ③ 月同音Бチキ

胴 :沈線→縄文(LR斜 、
縦)

ナデ(斜 )
褐
褐

里
”
里
ト

砂 石 C

14号土坑
埋土
中
深 鉢 Ⅵ

口縁部
片

唇 :率亀文(L)口 :縄文
(L横、縦)

不 明
にぶい褐
灰白

砂 石 B

245 15号土坑
上
位
埋
上
深鉢 Ⅲ①

口縁部
片

口 :縄文(RL横 )、 沈線、
刺突

ナデ(横 )
灰掲
にぶい責橙

砂 石 C

15号土坑
埋土

中
深 鉢 Ⅲ①

口縁部
片

口 :縄文(RL横 )→沈線、
刺突

沈線、ナ
デ(横 )

白
灰
灰
責

砂 ,石 C

15号土坑
上
位
坦
下
深鉢 Ⅲ①

口縁部
片

口 :縄文(LR P)→沈線 不 明
にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂・雲 A

15号土坑
土
位
埋
上

深 鉢 皿②
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ (横 )
にぶい責褐
にぶい黄褐

砂 石 C

249 15号土坑
土
位
埋
下
深鉢 Ⅲ②

口縁部
片

口 1縄文(LR横 )→沈線 ナデ(横 )
灰責掲
灰白

砂 石 B

250 15号土坑
埋土
中
深 鉢 皿②

口縁部
片

口 :縄文 (LR P斜 )→沈線
縄文(とRP
斜)→沈線

白

白
灰
灰

砂 A

15号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ⑤

口縁部
片

口 :縄文(RL横 )→沈線、
刺突

ナデ (横 )
里

にぶ い黄褐
砂・石 B

15号土坑
土

位

埋

上 深鉢 Ⅲ②
口縁部
片

口 :縄文(RL横 )→沈線 不 明
にぶい褐
にぶい橙

砂 石 B

15号土坑
上
位
坦
上
深鉢 Ⅲ③ 胴音Б片 胴 :縄文 (RL横 )→沈線 ナデ (横 )

灰

灰

黄

責 砂 石 C

15号土坑
上

位

埋

上 深鉢 皿③ 月同音Б

'キ

胴 :縄文(LR斜 )→沈線 ナ デ
灰
責
掲
灰

石 雲 ∧

255 15号土坑
埋土
上位
深ltk 皿③ 胴部片 胴 :沈線 ナデ (横 )

灰褐
灰責褐

砂・石 C

256 15号土坑
上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ③ 胴部片 胴 :縄文(RL横 )→沈線

ケズリ
(斜 )

にぶい黄褐色
にぶい黄橙

砂・石 C

15号土坑
上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ 月同音Б片 胴 :縄文(RL横 )、 沈線 不 明

灰黄褐
橙

砂 石 C

15号土坑
上
位
埋
下
鉢 皿② 月同言躊

'キ

胴 :沈線 ナデ(横 )
にぶい掲
灰褐

砂 雲 A

15号土坑
埋土
下位

深 鉢 皿⑥
口縁部
片

胴 :縄文(LR斜 )→沈線 ナデ (横 )
灰責掲
塁

砂
石 雲

C

15号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ⑤ 胴部片 胴 :沈線、刺突 ナ デ

橙

橙 砂 石 A

15号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ⑤

口縁部
片

口 :沈線、刺突
沈線、ナ
デ(横 )

にぶい橙
灰褐

砂 雲 A

262 15号土坑
上
位
埋
下
深鉢 皿③

口縁部
片

口 :沈線 口 :ナデ
浅責橙
灰白

砂 ・ 石 A

263 上5号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ⑤ 胴部片 胴 :沈線 ナデ (横 )

褐
褐
責
責
灰
灰 砂 石 C 内面に炭化物

15号土坑
坦土
下位
深鉢 Ⅲ② 胴言Б片 胴 :沈線、縄文(LR斜 ) ナデ (縦 )

褐
褐
灰
里
一

砂・石 C

265 15号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅵ

口～胴
下 (1/4)

口～胴下 :縄文(LR横、
縦)

日～胴 :ナ

デ(横、縦)

にぶい橙
橙

砂 石 C 外面に炭化物

15号土坑
埋土
上位
台付鉢 Ⅵ

口～台

(2/3)

口～胴 :無文 (指頭圧痕
あり)

ナデ(横、
斜)

にぶい責橙
にぶい責橙

砂・石 B

15号土坑
上
位
埋
上
深鉢 Ⅵ

胴下～

底 (1/2)
胴下 :無文 底 :網代痕 ナデ (横 ) 灰

Ｆ
責
音 砂  石 A 底部に穿孔1個

15号土坑
上
位
埋
上 台付鉢

Ⅵ 台 部 台 :無文
ケズリ→

ナデ

橙

橙 砂 石 C

269 15号土坑
上
位
埋
上
深鉢 Ⅵ

胴下～

底
胴下 :無文 底 :網代痕 ケ

ズリ→

ナデ (縦 )

にぶい責褐
灰責褐

砂 C

15号土坑
埋土
上位

Ⅵ
胴下～

底
胴下～底 :縄文(RL横 、
斜)

ケズリ
灰責掲
にぶい黄橙

砂 石 A

15号土坑
坦土
上位
深鉢 Ⅵ 月同(1/4)

口 :縄文押圧(RL)胴 :

縄文 (縦、斜)
ナデ(横、
縦)

灰黄褐
にぶい責橙

砂 石 A

272 15号土坑
埋土

中
深鉢

口縁部
片

口～胴 :縄文 (RL)、 縄文
↓甲圧 (RL)

ナデ(横 )
にぶい責橙
にぶい責橙

砂 石 A

273 15号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

口 :LR横 ナデ (横 )
にぶい責褐
灰黄褐

砂 石 B

15号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅳ 底部片 底 :網代痕 ナ デ

灰黄褐
灰責褐

砂 石 C

15号土坑
埋土
上位
深鉢 底部片 底 :網代痕 ナ デ

灰責褐
にぶい責橙

砂・石 C
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276 15号土坑
坦土
上位
深鉢 底部片 底 :網代痕

芋旨豆買によ

る成形、

ナデ

灰白
浅責橙

砂 石 A

15号土坑
土
位
埋
下
深鉢 底部片 底 :網代痕

ケズリ→

ナデ
灰白
にぶい責橙

砂 石 A

31 16号土坑
上
位
埋
上
深鉢 Ⅲ 月ΠttБナキ 胴 :沈線 ナデ (横 )

橙

黒 砂 石 C

16号土坑
埋土

中
深鉢 Ⅲ 月同吉Б

'キ

l同 :縄文(LR横 )→沈線 不 明
にぶい責橙
灰責褐

砂 石 C

16号土坑
埋土

中
深 鉢 Ⅵ

口縁部
片

口 :縄文(LR積 ) ナデ(横 )
里

にぶい黄橙
砂
石 雲
C

281 18号土坑
上
位
埋
下
鉢 Ⅲ 月同(1/2) 胴 :円形貝占付

才旨頭によ
る成形

にぶい黄橙
里

砂 ・雲 C

282 18号土坑
上
位
埋
下

深 鉢 Ⅲ
口縁部
片

唇 :突起、沈線 ナデ(横 )
褐
褐
黄
黄
仄
灰

砂
石・雲

A

19号土坑
上
位
埋
下
深鉢 V

口縁部
片

口 :無文 胴 :縄文(LR
縦)

ナデ (横 )
仄褐
にぶい責橙

砂 石 B 外面に炭化物

284 19号土坑
床面
上
鉢 V

口縁部
片

唇 !沈線 口 :沈線 沈線、ナ
デ(横 )

白

灰

灰
黄 白 雲 A

285 19号土坑
上
位
埋
下
鉢 V

口縁部
片

口 :沈線
沈線、ナ
デ(横 )

にぶい黄橙
掲灰

砂・雲 B

3号溝 I層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ (横 )
灰責褐
灰責褐

砂・雲 A

I A8g Ⅱ層 深鉢 皿③
口縁部
片

縄文(LR横 )→沈線、刺突 ナデ (横 )
灰責褐
灰責褐

砂 石 C

3号溝 Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ (横 )
灰責褐
褐灰

砂・雲 C

304 I A17g Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

縄文(LR)、 沈線、円形刺
空

ナデ(横 )
橙
灰白

砂 白 C

I A14e Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :縄文 ?(LR針 )→沈線 不 明
にぶい黄橙
橙

砂
石・雲

A

306 Ⅱ A15= Ⅱ層 深鉢 肛③
口縁部
片

唇 :沈線 口 :沈線 沈線、ナ
デ(横 )

灰黄褐
にぶい責橙

砂 石 C

Ⅱ A8g Ⅱ層 鉢 Ⅲ③ 月同言卜,キ 縄文(RL横 )→沈線 ナデ(横 )
褐灰
灰責褐

砂・石 C

3号溝
埋土

中
深鉢 Ⅲ③

口縁部
片

縄文(LR横 )→沈線 ナデ (横 )
白

白

灰

灰 砂・石 A

I A15g Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :沈線 不 明
にぶい責橙
灰白

砂 白 C

I A10h Ⅱ層 深ttN Ⅲ③ 頚部片 沈線、刺突、縄文 (RL横 ) ナデ (横 )
灰黄褐
にぶい責橙

砂 石 C

I A10g Ⅱ層 深鉢 皿③
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )、 沈線 ナデ(横 )
灰責褐
仄白

砂・石 C

Ⅱ A16f I層 深鉢 Ⅲ⑥ 胴吉Б片 胴 :縄文(RL横 )→沈線 ナデ (横 )
褐灰
灰黄褐

砂
石 ・ 雲

A

Ⅱ A121 Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :縄文(RL横 )、 沈線 ナデ (横 )
橙
褐
責
黄
浅
灰 砂 石 A

Ⅱ A16f I層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :沈線 ナデ (横 )
灰黄褐
にぶい責橙

砂・石 B

Ⅱ A8g I層 深鉢 Ⅲ③ 月同言B片 縄文(LR縦 )→沈線 ナ デ
黒掲
灰責褐

砂・石 C

ⅡAng I層 深鉢 Ⅲ③ l同言Б片 胴 :沈線→縄文(RL斜 ) ナデ(横 )
黒褐
浅責

砂・石 C

Ⅱ A12g I層 深鉢 Ⅲ③ 月同言Б

'キ

胴 :縄文 (RL?横 )→沈線 不 明
にぶい責橙
黄橙

砂 ・石 A

Ⅱ A13g Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③ 胴部片 胴 :縄文(RL横 )→沈線 ナデ(横 )
褐灰
仄黄褐

砂 ,石 C

Ⅱ Allh Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③ 月同言卜片 胴 :縄文(LR斜 )、 沈線 不 明
黒褐
淡責

砂・石 C

320 I Alll Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③ 胴部片 胴 :沈線、縄文(LR?横 ) ナデ (横 )
にぶい橙
にぶい責褐

砂 C

Ⅱ Allh Ⅱ層 深鉢 Ⅲ⑤
口縁部
片

口～胴 :集合it線 ナデ (横 )
にぶい責橙
浅黄橙

砂・石 B

322 I A13g I層 深鉢 Ⅲ②
口縁部
片

口 :縄文(LR P横 )→沈線 ナデ (横 )
にぶい黄褐
灰黄褐

砂 す石 C

323 I A10h Ⅱ層 深鉢 Ш②
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→沈線 ナデ(横 )
橙
にぶい黄橙

砂 雲 A

3号溝
上
位
埋
下
深鉢 Ш②

口縁部
片

口 :刺突、
沈線

縄文(LR横 )→
ナデ (横 )

にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂・石 C

Ⅱ All玉 Ⅱ層 深鉢 Ⅲ②
口縁部
片

口 :縄文(RL横 )→沈線 ナデ(横 )
にぶい黄褐
にぶい黄橙

砂・石 C

Ⅱ Al上h Ⅱ層 深鉢 Ш②
口縁部
片

口 :縄文(RL斜 )→沈線 ナ デ
黒褐
にぶい橙

砂 石 C
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Ⅱ A141 Ⅱ層 深鉢 Ⅲ② 月同吉Б

'キ

胴 :縄文(RL横 )→沈線 ナデ(斜 )
にぶい責橙
灰黄褐

砂 石 B

I Allf Ⅱ層 深 鉢 Ⅲ②
口縁部
片

口 :縄文 (RL横 )→沈線 ナデ (横 )
にぶい責橙
灰黄褐

砂  石 C

329 3号溝
上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ②

口縁部
片

口～胴 :縄文(LR横 )→沈
線

ナデ (横 )
灰責褐
里 砂 石 C

I A91 Ⅱ層 鉢 Ⅲ②
口縁部
片

口 :沈線 ナデ (横 )
褐

灰
黒
褐 砂 石 C

331 I A12n ■層 鉢 Ⅲ②
口縁言卜
片

口 :隆帝、沈線 ナデ(横 )
灰
掲
褐
黒 砂・石 C

332 Ⅱ A12g I層 深 鉢 Ⅲ② 口 (上 /4) 口 :縄文 ?(LR横 )→沈線 ナデ (横 )
にぶい責褐
にぶい責褐

砂 '石 B

333 I A12n 工層 深鉢 Ⅲ② 胴吉Ь片 胴 :縄文(LR斜 )→沈線 ナデ (横 ) 掲
褐
責
黒

灰 砂  石 C

Ⅱ Allg I層 深 鉢 Ш② 月同部 片 胴 :縄文 (LR斜 )→沈線 ナデ(横 )
にぶい責掲
にぶい黄褐

砂 石 C

I A10h Ⅱ層 深鉢 Ⅲ② 胴部片 胴 :縄文(LR斜 )→沈線 ナデ (横 )
灰黄褐
褐灰

白 雲 A

I A12g I層 深鉢 Ⅲ②
胴下～

底
胴下 :沈線、刺突 ナデ(縦 )

橙
黒褐

砂 ,石 C
内面にアスフアル

ト ?

Ⅱ A9h I層 深 鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口～胴 :縄文(LR斜 )→沈
線、刺突

ナデ (横 )
灰黄
里

砂 石 C

338 I A12h I層 深鉢 Ⅲ④
口縁部
片

口 :沈線、刺突 ナ デ
灰責褐
にぶい責橙

砂 白 C

Ⅱ A3g Ⅱ濤 深 鉢 Ⅲ④
口縁部
片

口～胴 :沈線、刺突、縄
文 ?(L斜 )

ナデ (斜 )
灰
灰

褐

掲
砂・

石 雲
C

340 Ⅱ A13g I層 深鉢 Ⅲ④ ]同著卜片
胴 :沈線、刺突、縄文
(RL斜 )

ナデ(横 )
橙

橙 砂 ,雲 A

Ⅱ Allh Ⅱ層 深鉢 Ⅲ④
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→沈線、
刺突

ナデ (横 )
褐
褐

里
〔
里
【

砂 石 B

342 Ⅱ A8g I層 深鉢 Ⅲ④
口縁部
片

条痕、刺突、沈線 ナデ (横 )
灰責褐
灰責褐

砂 白 C

Ⅱ A8g Ⅱ層 深鉢 Ⅲ④
口縁 部

片
口～胴 i縄文(RL斜 )→沈
線

ナデ (縦 )
掲
掲

里
ヽ
里
【

砂 石 C

2号溝
埋土

中
深鉢 Ⅲ④

口縁部
片

唇 :刻み 口 :沈線 ナデ (横 )
灰責褐
里 砂・雲 A

3号溝
上
位
埋
上
深鉢 Ш④

口縁部
片

口 :縄文(RL横 )→刺突、
沈線

ナデ (横 )
灰責褐
黒褐

砂・雲 C

Ⅱ A5h Ⅱ層 深鉢 Ⅲ④ 月同吉Б,キ 胴 :沈線 ナデ (横 )
灰黄褐
灰黄褐

砂・石 C

348 3号溝
上
位
埋
下
台付鉢 Ⅲ④ 月同(1/2)

胴

文
縄文(LR横 )→爪形
沈線

ナ デ
自

白

灰

灰 砂・石 C

Ⅱ Allh Ⅱ層 深鉢 Ⅲ⑤
口縁部
片

口 :沈線、刺突 ナデ (横 )
にぶい褐
にぶい褐

砂 雲 C

350 Ⅱ A9h I層 深鉢 Ш⑤
口縁部
片

沈線、円形刺突 ナデ (縦 )
明赤褐
灰掲

砂 石 C

Ⅱ Allg Ⅱ層 深鉢 Ⅲ⑥
口縁部
片

唇 :突起、日 :沈線、刺
突

ナデ(横 )
明赤掲
明赤褐

砂・石 C

I Allf Ⅱ層 深鉢 Ⅲ⑤
口縁部
片

口 :刺突 顕 :沈線 ナデ (横 )
1莞責橙
灰黄褐

砂
・
石 B

Ⅱ A3i I層 深鉢 Ⅲ⑤
口縁部
片

口 :刺突 不明
褐
褐
責
責
灰
灰 砂 雲 A

Ⅱ A13g Ⅱ層 深鉢 Ⅲ⑤
口縁言【
片

口 :刺 突 ナデ (横 )
にぶい責褐
にぶい責褐 奎

イ

砂
石

B

355 Ⅱ A8g I層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :刺突 ナデ(横 )
褐灰
灰責褐

砂・石 C

Ⅱ A12h I層 深鉢 Ш⑤ 月同言躊片 胴 :沈線、刺突 ナデ (斜 )
褐灰
浅黄橙

由・看 A

357 2号溝
上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ 突起片 沈線

淡黄
砂・石 C

358 Ⅱ A12g Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :刻み、沈線 胴部 |

沈線、充填縄文(RL)、 刻
み

ミガキ 灰黄褐
里

砂 雲 C

4号溝
上
位
埋
上
深鉢 皿③

口縁部
片

口 :押圧、沈線 ナデ(横 )
にぶい褐
にぶい責橙

白・石 B

I A13g Ⅱ層 鉢 皿③ 胴部片
胴 :沈線、刻み、
(RL斜 )

縄 文
ナデ (横 )

にぶい責掲
黒褐

砂・石 C

3号溝
上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ③

口縁部
片

唇 :突起 口 :沈線、縄
文(LR横 、斜)

ナデ (横 )
褐
褐
黄
責
灰
灰 砂 石 C

362 Ⅱ Allh Ⅱ層 深 鉢 Ⅲ③ 月同音Б片
胴 :縄文(LR斜 、横)、 沈
線

ナ デ
にぶい黄橙
にぶい責橙

砂・雲 C

363 I A9h Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③ 胴吉卜片 胴 :縄文(LR斜 )→沈線 ナデ(横 )
灰黄褐
灰責褐

白 石 Δ
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I A141
上
位
埋
下
深鉢 Ⅲ③

口縁部
片

口 :沈線 ナデ(横 )
掲灰
灰責褐

砂 A

Ⅱ Allf Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :縄文(LR斜 )、 沈線
胴部 :縄文(LR斜 )、 沈線

ミガキ
にぶい責橙
にぶい黄橙

砂・雲 C

Ⅱ A9r Ⅱ層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )、 沈線 ナデ(横 )
灰責褐
灰黄褐

砂 石 B

367 I A13g Ⅱ層 深鉢 皿③ 胴部片 胴 :縄文 (LR横 )、 沈線 不 明
灰責褐
淡責

砂 石 B

I A12h Ⅱ層 深鉢 Ⅱ③
口縁部
片

口 :沈線、刺突 胴部
縄文(RL横 )

ナデ(横 )
にぶい黄橙
掲灰

砂・石 A

Ⅱ′ヽ8g Ⅱ層 深鉢 Ⅲ①
口縁部
片

唇 :突起、沈線 口～
胴 :沈線

ナデ(横 )
にぶい責橙
浅責橙

砂・石 C

I A9h Ⅱ層 深鉢 Ⅲ⑥ 月同部片 沈線、縄文(RL斜 ) ナデ(横 )
にぶい責橙
にぶい責橙

砂 石 C

Ⅱ A12g Ⅱ層 鉢 皿
胴下～

底
胴下～底 :沈線、縄文
(RL縦、斜)

ナ デ
灰
掲
褐
黒

砂・

石 雲
C

4号溝
上
位
埋

下
深鉢 Ⅲ

口縁部
片

唇 :沈線 口 1隆帯、刺
突

ナデ (横 )
白

白
灰
灰

白 石 C

373 Ⅱ A3i Ⅱ層 鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 1沈線 胴 :隆帝上刺
突、沈線

ナデ (横 )
橙
黒褐

砂・石 C

374 I A6i Ⅱ層 鉢 Ⅲ 月同言Б片 胴 :隆帯上刻み 不 明
黄
責
灰
浅 砂・石 C

375 Ⅱ Allh Ⅱ層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 !沈線、交互刺突 ナデ(横 )
褐
にぶい責褐

砂 石 A

376 3号溝
埋土

下位
深鉢 Ⅲ

口縁部
片

唇 :沈線 口 :沈線 ナデ (横 )
灰責褐
にぶい責橙

砂 石 B 内外面に炭化物

377 3号溝
埋土

中
深鉢 皿

口縁部
片

口 :突起 不明
仄責掲
にぶい責橙

砂・雲 A

I A14e I層 深鉢 皿
口縁部
片

唇 :刻み 口 :沈線 ナデ (横 )
褐

褐
灰
黒 砂・石 A

3号溝
上
位
埋
下
浅鉢 Ⅲ l同音Б片 無文 (剥落 ?) it線

褐灰
灰責褐

砂 雲 A 内面に炭化物

Ⅱ Allh I層 深鉢 Ⅲ③
口縁部
片

口 :無文 胴 :沈線 ナデ(横 )
責

灰

浅
黄 砂 石 C

4号溝
埋土
下位
士霊 皿

口縁部
片

口 :隆帯 不 明
里

灰白
砂・石 A

382 I A31 I層 深鉢 Ⅲ 胴
=Б

片 胴 !沈線、条線 ナデ(横 )
灰責褐
にぶい黄橙

砂 石 C

Ⅱ A61 Ⅱ層 深鉢 皿③ 胴部片 胴 :沈線→縄文(RL斜 ) ナデ(横 )
にぶい責褐
褐灰

砂 石 C

Ⅱ A151 I層 鉢 Ⅲ
口縁部
片

唇 :突起、沈線 口 :沈
線

ナデ (縦 )
白

白
灰
灰 白・石 A

Ⅱ A4i I層 深鉢 Ⅲ 月同言Б,キ 胴 :縄文(R横 )、 沈線 ナデ(横 )
にぶい責橙
灰責褐

砂・石 C

I A4i I層 深鉢 Ⅲ 月同吉Б片 胴 1縄文(LR?縦)→沈線 ナ デ 灰責褐
にぶい責橙

砂 石 C

387 Ⅱ A12h Ⅱ層 深 fFIN Ⅲ 胴部片 胴 :沈線 ナデ (横 )
灰責褐
にぶい黄橙

砂 石 C

388 Ⅱ Allh I層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

線沈
♭
酢
醐

起
文
突
縄

唇
胴

沈線、ナ
デ

橙
にぶい澄

砂 ・ 石 A 穿子Ll個有 り

I A13g Ⅱ層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 :沈線 ナデ(横 )
にぶい責橙
にぶい責橙

砂・石 C

ⅡA上 lh I層 一霊 Ш
口～頸
音Б

口 :縄文(RL横 、斜)、 沈
線 顕部 :無文 ナデ (横 )

褐
褐
黒
灰

白 石 B

Ⅱ A9h I層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

胴 1縄文押圧 (LR)、 縄
文 ?

ナデ(横 )
にぶい黄橙
浅責

砂・石 C

Ⅱ A3i I層 深 鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→縄文押
圧(LR) 月同音卜!縄文(LR
斜)→縄文押圧 (LR)

ナデ(横 )
橙
橙
黄

責

浅
浅 砂・石 A

3号溝
土

位

埋

下 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )→縄文押
圧 (LR)

ナデ (横 )
灰白
にぶい責橙

砂・石 A

Ⅱ A10と I層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )月同:縄
文押圧 (LR)、 縄文(LR横 )

ナデ(横 )
にぶい橙
橙

砂 石 C

Ⅱ A14g Ⅱ層 深 鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 :縄文(LR横 )、 縄文押
圧 (LR)

ナデ (横 )
褐灰
にぶい責橙

砂・長 C

Ⅱ A9h Ⅱ層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

縄文(RL横、縦)、 縄文押
圧 (RL)

ナデ (横 )
灰責褐
灰黄褐

砂・石 B 外面に炭化物

397 Ⅱ A31 Ⅱ層 深 鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 :縄文押圧 (LR)胴 :

縄文 (LR縦 )
ナデ(横 )

褐灰
にぶい責橙

砂 石 C

Ⅱ Allh Ⅱ層 士霊 Ⅲ
口縁部
片

口 :縄文 (RL横 )→沈線 ナデ(横 )
灰責褐
灰責褐

砂・石 C

Ⅱ A9h Ⅱ層 深鉢 皿
口縁部
片

沈線、縄文(LR横 ) ナ デ
にぶい黄橙
にぶい黄橙

砂・雲 C
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I A10h Ⅱ層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 :沈線、縄文 (LR横 ) ナデ (横 )
にぶい責橙
にぶい責橙

砂 ・ 石 A

I Allf I層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

唇 :沈線 口 :縄文(LR
横)、 沈線

唇 :沈線
口 :ナ

デ横

にぶい責橙
にぶい責褐

砂 白 C

402 Ⅱ Allf Ⅱ層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

縄文(RL横 )→沈線 ナデ(横 )
褐
褐
責
責
灰

灰
砂 雲 C

403 Ⅱ Allf I層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 :縄文(RL斜、横)、 沈
線

ナデ (横 )
橙
1喪責

砂・雲 C

Ⅱ Allf Ⅱ層 深 鉢 Ⅲ
口縁部
片

縄文(RL横 )→沈線 ナデ(横 )
にぶい責橙
灰責褐

砂 石 C

Ⅱ Allf Ⅱ層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 :縄文(LR斜 )、 沈線 ナデ (斜 )
明赤褐
にぶい橙

砂 '石 B

ⅡA■ f Ⅱ層 深 鉢 Ⅲ
口縁吉旧
片

沈線 不明
浅責橙
浅責橙

砂 A

Ⅱ Allh Ⅱ層 深鉢 Ⅲ
口縁部
片

口 :羽状縄文 (ブF結束RL
縦)、 沈線

ナデ (横 )
にぶい赤褐
黒褐

砂
石・雲
C

408 I A12g I層 一霊 Ⅲ 頸部片
口 :縄文(RL横 )、
胴 :縄文(RL横 )、

線
線
沈
沈 不明

浅責橙
灰白

砂 △

Ⅱ A12h Ⅱ層
土口
？

片

器
Ⅲ
片口部
分

片口 :縄文(LR横 、斜 ) ナ デ
浅責橙
灰白

砂・石 △

I A141 Ⅱ層
注口土

器
Ⅲ 注口部 注口 :沈線 ケズリ

責

灰
灰
責 砂・石 C

Ⅱ Allf I層
注口土

器
Ⅲ 注口部 注口 :無文 不明

灰責褐
浅黄橙

砂 石 C

I A12g Ⅱ層
注口土

器
Ⅲ 注 口部 注口 :沈線 ケズリ

灰

灰

黄

責 砂 石 C

2号溝
埋土
中
深鉢

口縁部
片

唇 :刻み 口 :無文 ナデ(横 )
灰
責
褐
灰

砂 石 C

I Allh Ⅱ層 深鉢
胴下～

尼く(1/2)
胴上 :沈線 ナデ (維 )

灰責褐
灰黄褐

砂 ・ 石 B

Ⅱ A14g Ⅱ層 深鉢 Ⅳ
口縁部
片

口 :押圧 (口唇)、 沈線 ナデ(横 )
にぶい責橙
灰黄褐

砂 石 C

4号溝
埋土
上位
深鉢 Ⅳ

口縁部
片

唇 :突起 口 :沈線、刺突
l同 :縄文(LR横 )→沈線

沈線、ミ
ガキ

灰黄褐
灰責褐

白 A

3号溝
埋土
中
浅鉢 Ⅳ

口縁部
片

唇 :突起、沈線 胴 :突
起、沈線

沈線、ナ
デ(横 )

灰責褐
褐灰

白 石 C

I A17g Ⅱ層 士霊 Ⅳ
口～胴
」L(2/3)

口 :沈線、
ミガキ

にぶい褐
灰褐

白 C

Ⅱ All= Ⅱ層 Ⅳ
口縁部
片

唇 :突起 口 :沈線 沈線、ナ
デ(横 )

橙
明赤褐

砂 雲 A

Ⅱ Allg Ⅱ層 Ⅳ
口縁言Б
片

口 1沈線 胴上 :沈線 沈線、ナ
デ(横 )

にぶい赤褐
橙

砂 雲 C

Ⅱ△1lh I層 鉢 Ⅳ
口縁言焉
片 腑削

酢
輔
Ｌ

起
文
突
縄

唇
胴

沈線、ナ
デ(横 )

にぶい橙
にぶい掲

砂  石 C 外面に炭化物

422 4号溝
上
位
埋
上
浅鉢 Ⅳ 胴吉L片 月同:B突起、工字文 ナデ(横 )

にぶい責橙
にぶい黄橙

白 C

Ⅱ A12g Ⅱ層 深鉢 V 胴部片 胴 :沈線 ナデ (横 )
掲灰
にぶい黄掲

白 石 C

424 Ⅱ Allh Ⅱ層 深鉢 V 月同言b,十 胴 :縄文(LR斜 ) ナデ(斜 )
にぶい黄褐
黒褐

砂 石 C
内面にアスフアル
ト?

425 4号溝
上
位
埋
下
浅鉢 V

口縁部
片

口～胴上 :沈線、変形工

字文 (沈線)
沈線、ナ
デ (横 )

にぶい橙
にぶい赤褐

砂・雲 B

Ⅱ A12g I層 1莞鉢 V
口縁 部

片 棚醐
口
文

胴 :変形工字 沈線、ナ
デ(横 )

にぶい赤褐
灰掲

砂 石 C

427 4号溝
土
位
埋
下
浅鉢 V

口縁部
片

口～胴 1沈線
沈線、ナ
デ(横 )

掲
褐

里
〔
里
〔

砂・

石
・
雲

B

Ⅱ A121 Ⅱ層 鉢 ? V
口縁言Б
片

口 :沈線
ナデ(横、
斜)

にぶい黄橙
灰黄褐

白・石 C

工A16f I層 深 鉢 V 月同言b)キ 沈線、交互刺突文 ナデ(斜 )
橙
にぶい橙

砂 雲 C

I A16f I層 深鉢 V
口縁部
片

口 :突起、刺突 顕 :交
互刺突 胴 :沈線 ナデ (横 )

灰白
橙

砂・石 C

I A12g Ⅱ層 深 鉢 Ⅵ
口～胴
上 (1/4)

口～胴上 :縄文(LR横、
斜)

口～胴 :

ナデ (横 )

にぶい責橙
にぶい黄橙

砂 C

Ⅱ Allf Ⅱ層 深鉢 Ⅵ
口～胴
上 (1/4)

上一

＞

口
縦

縄文(LR斜、
ナデ(横 )

黒褐
にぶい黄掲

砂・石 C

Ⅱ A61 Ⅱ層 深鉢 Ⅵ
口～胴
部片

口～胴下 :縄文(LR横 )
ナデ(横、
斜)

灰黄褐
にぶい責橙

砂
・
石 B

I A13g Ⅱ層 深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

口～胴 :縄文(LR横 )
ケズリ(斜 )
→ナデ(横 )

灰責褐
にぶい責橙

砂・

石・雲
C

I Allg Ⅱ層 深鉢 Ⅵ
口縁部
片

口～胴 :縄文(LR横 ) ナデ (撹 )
にぶい橙
橙

砂
・
石 C
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436 Ⅱ A8g Ⅱ層 深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

口 :縄文 (LR横 ) ナデ (横 )
褐
褐
黄
黄
灰
灰 砂・石 C

I A14f Ⅱ層 深鉢 Ⅵ
口縁部
片

唇 :縄文(LR)口 :縄文
(LR横 、斜)

ナデ(横 ) 褐
褐
黄
黒
灰 砂・石 A

Ⅱ Allf Ⅱ層 深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

口～胴 :縄文 (LR斜 ) ナデ (横 )
灰黄褐
にぶい責橙

砂  石 B

3号溝
埋土

中
深鉢 Ⅵ

口縁部
片

丹同:RL横
ケズリ→

ナデ(横 )

白

白

灰

灰 砂・石 C

440 I A8g I層 深 鉢 Ⅵ
口縁部
片

縄文 (LR横 ) ナデ (横 )
にぶい責橙
褐灰

砂 ・ _T A

441 Ⅱ A7h Ⅱ層 深鉢 Ⅵ
口縁部
片

「同1縄文オ甲圧 (RL) ナデ (横 )
にぶい責橙
浅黄橙

砂
石 雲
C

442 I AlI I層 深鉢 Ⅵ
口縁部
片

口 :縄文 (R横 ) ナデ(横 )
にぶい責褐
にぶい褐

砂 石 C

443 I A71 Ⅱ層 深鉢 Ⅵ
口縁部
片

唇 :突起 不明
にぶい黄橙
灰責褐

砂 石 C 補修孔1個あり

I A9h I層 深鉢 Ⅵ 月同音卜片 口～胴 :縄文 (LR横 ) 不 明
にぶい黄
浅責橙

砂 石 A

445 Ⅱ Allf I層 深鉢 Ⅵ 月同吉Б

'十

胴 1縄文 (LR斜 ) ナデ(横 )
灰責褐
にぶい責橙

砂・石 C

446 I A10h Ⅱ層 深鉢 Ⅵ 胴音Ь片 胴 :縄文(L横、斜) ナデ (斜 )
里

にぶい責橙
砂・雲 C

447 4号溝
埋土
下位
深外 Ⅵ 月同言Б,キ 胴 :沈線

ケズリ
(斜 )

灰白
浅責橙

石 B 内タト面に炭化物

I A12g I層 深鉢 Ⅵ 月同害Б片 胴 :縄文 (LR横 ) 不明
にぶい責褐
黒褐

砂・雲 C 内面に漆 ?

I A14f I層 一望
胴下～

底
胴下 :縄文(RL斜 ) ナ デ

にぶい責橙
にぶい責橙

砂 ・ 石 C

Ⅱ A16f I層 浅鉢 底部片 胴下 :縄文(LR斜 )→沈線
沈線による
円文、ナデ

褐灰
にぶい責橙

砂 雲 C

Ⅱ Allg Ⅱ層 蓋
部
洛
台
⑫ 台 :縄文(LR斜 )

指頭による

成形、ナデ

白
黄
灰
灰

砂  石 A

452 Ⅱ△1lh Ⅱ層 鉢 Ⅵ
口～底
(1/3)

口～底 :無文 ナデ(横 )
褐
褐
黄
黄
灰
灰 砂 石 C

453 Ⅱ Allh Ⅱ層 空
胴下―

底
胴下～底 :無文 ナデ (斜 )

灰責褐
褐灰

砂・石 A

454 Ⅱ Allh Ⅱ層 深鉢
胴下～

だミ(1/3)
胴下 :無文 ナデ (縦 )

灰責褐
褐灰

砂・石 A
内面にアスフアル
ト付着

I Allf Ⅱ層 チュア
台部欠
損

無文 (指頭による整形痕
あり)

ナデ (縦
灰責褐
にぶい黄橙

砂・石 C

I A8g Ⅱ層
ア

ニ
　
ユ

ミヽ
チ

部縁
損
口
欠

口～底 :無文 ナデ (斜 )
淡黄
にぶい責橙

砂・石 C

Ⅱ Allg I層
チュア

口～底
(1/4)

口～底 1無文 ナデ(斜 )
白
責
灰
灰

砂 す雲 A

ⅡA■ f Ⅱ層 深鉢 底部片
胴下 :縄文(RL斜)底 :

網代痕
ナ デ

灰白
橙

砂 石 C

I Allh I層 深鉢
胴下～

底 (1/2)
胴下 :ネ電文(LR縦)底
網代痕

ケズリ→

ナデ (横 )

にぶい黄橙
黒褐

砂・

石 雲
C

Ⅱ A13= I層 深外
胴下～

底
胴下 :縄文(LR横)底 :

網代痕
ナデ(横、
斜)

にぶい褐
灰褐

砂・雲 C

Ⅱ A16e I層 深鉢
胴下～

底
胴下 :無文 底 :網代痕 ケ

ズリ→

ナデ (斜 )
灰責褐
にぶい責橙

砂・石 C

Ⅱ A13g I層 深鉢 底部片 底 :網代痕 ケズリ
にぶい責褐
灰責褐

砂・石 C

ll A9h Ⅱ層 深鉢 底 部片 底 :網代痕 不 明
橙
灰責褐

砂・雲 C

5号溝
上
位
埋
下

霊
胴下～

底 (1/3)
胴下 1無文 底 :網代痕 ケズリ

→

ナデ
浅責橙
灰白

砂・石 A

Ⅱ A9〕 I層 深鉢 底部片 底 :木葉痕 ナデ(横 )
褐責
褐
灰
黒

白 雲 C

Ⅱ A13g Ⅱ層 深鉢 底部片 底 :木葉痕 ナデ
にぶい黄橙
浅責橙

砂 石 C
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第 5表 土製品観察表

図版番号 写真図版 出上位置 出土層位 器種 残存部位 外面文様 外面色調 胎 土 焼 成 重量 (g)

I A9i I層 土 偶 体 (腰)部のみ 円形刺突 にぶい責橙 砂・石 C 14682

15号土坑 埋土中 土偶 体 (腰 )部のみ 無文 にぶい責橙 砂 石 A

5号上坑 埋土中 土偶 腕部のみ 無文 にぶい責橙 砂 石 C 688

l号住居状遺構 坦土下位 土偶 腕部のみ P 無文 灰 白 砂 石 A

3号溝(I A130 埋 土 中 土偶 腕 部 のみ 無 文 浅責橙 砂・石 A

Ⅱ A9i Ⅱ層 土偶 腕部のみ 無文 褐灰 砂 雲 A

1号住居状遺構 埋上下位 土偶 腕部のみ 沈線、縄文 にぶい黄橙 砂 雲 C 2675

474 工A14g Ⅱ層 土偶 腕部のみ 無文 灰 白 砂・石 C

475 I A5h Ⅱ～Ⅱ層 土偶 腕部のみ 無 文 にぶい橙 砂・石 C 2899

8号土坑 埋土下位 土偶 足部のみ 無文 にぶい橙 砂 雲 A 6165

477 Ⅱ Allh Ⅱ層 土偶 足部のみ 無文 灰 白 砂 C

478 2号住居状遣構 埋上下位 土製耳飾 り 完形 無 文 褐 灰 砂 雲 C 696

479 I A3i Ⅱ層 土製耳飾り 略完形 征 浅黄橙 砂 石 C

I Allh Ⅱ層 土錘 完形 沈線 灰 白 砂 A

I A14f 工層 土錘 完 形 沈線 にぶい責橙 砂 石 A

482 3号住居状遺構 埋土上位 土鍾 完形 沈線 にぶい黄褐 砂 雲 A

7号土坑 埋上下位 装飾品 先端部欠損 沈線 穿孔 橙 砂 白 A 586

2号住居状遺構 埋上下位 土製品 略完形 ? 刺突文 灰 白 砂 A

1号住居状遺構 埋土中 土製品 台部 P 無 文 淡黄 浅黄 砂  石 C 1138

5号溝 埋土中 土製円板 完 形 糸電文 にぶい責橙 砂 雲 C 2352

I Allf 狂層 土製円板 完形 糸電文 にぶい黄橙 砂 雲 C

488 23号土坑 坦土上位 土製円板 完形 糸電文 にぶい橙 砂・雲 C 845

3号土坑 埋土中 分銅形土製品 体部のみ 縄文 黒褐 砂 雲 C 4388

Ⅱ A41 Ⅱ層 粘土塊 橙 砂 A 1221

Ⅱ Allg I層 粘土塊 にぶい橙 砂 雲 △ 1783

Ⅱ A4i Ⅱ層 粘土塊 橙 砂 A

493 Ⅱ A14f I層 粘 土塊 i莞責 白 C

第 6表 石器観察表
版
号
図
番
真
版
写
図

種別 遺構名 層位 分 類
存
位
残
部

石 材 産地
重量
(II)

さ

ｍ
ｊ
長
でｍ

幅

ｍ

さ
め
厚
ぐｍ

備考

7
打製石
斧

l号住居
上
位
埋
上

刃部欠
ホルン
フェルス 北

上山地 古生代 (32904) (8474)

8 石核 l号住居
埋土
上位

買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 5278 3260

石 鏃 2号住居
埋土
上位

8焚買 完形 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 2659 526

石鏃 2号住居
坦土
下位
5類 完形 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2507

スクレ
イパー

2号住居
上
位
埋
下
1類 完形 頁岩 奥羽山llri新生代新第二紀 2045

スクレ

イパー
2号住居

坦土

下位
1類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2943 2370
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版
号
図
呑
真
版
写
図

種 別 遺構名 層位 分 類
存
位
残
部

石材 産 地
重量
(宣 )

さ

ｍ
ｊ

長
ぐｍ

幅

ｍｍ

厚さ
(mm)

備考

敲磨器
類

2号住居 床面 1類 完形 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 41319 8225 7190 4886

磨製石
斧

2号住居 炉 内 一
欠
部
部

体

刃
蛇紋岩 北上山地 亀

生代オルドビス
(3920) 5504 (3458) 1556

早池峰付
近、宮守

磨製石
斧

2号住居
下
坑
床
土

体部欠 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (1852) (2401) ∝641) (1676)

磨製石
斧

2号住居
上
位
埋
上

未成品
は沐ッオt
い岩

北上山地 中生代白正紀 20069 8615 2751

石鏃
1号住居
】犬

上
位
埋
下
3類 茎部欠 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (112) (2448)

石匙
1号住居
】大

上
位
埋
下

完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2129 3792 775 縦
型 ,摘み
部1891mm

スクレ

イパー
1号住居
】犬

上

位

埋

下
2類 完形

赤色頁
岩
奥羽山脈 新生代新第二紀 3766 1174

134
両極石
器

2号住居
】犬

上
位
埋
上
l類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 4118 4516 4969

石鏃
3号住居
,吠

上
位
埋
上
1類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 077 2283 1256

石匙
3号住居
,吠

上
位
坦
上

完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 856 5432 3175 948
縦型 摘
み部76mm

石 鏃
4号住居
,吠

上
位
埋
下
l類
基部1
個欠

珪質頁
石

奥羽山脈 新生代新第三紀 (131) (1595)

石 鏃
4号住居
】犬

埋土
中

l幻雲
基部1
個欠

頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (066) (1355)

石 鏃
4号住居
】犬

埋土

中
6類

一
部

欠

端

部

先

体
赤色頁
岩
奥羽山脈 新生代新第三紀 036 (1788)

敲磨器

類

4号住居
】犬

上
位
埋
上
4類 端部欠

デイサ
イト
奥羽山脈 新生代新第三紀 (47336) 10162 7876 5586

スクレ

イパー
2号土坑

出
上
検
面
l類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 6525 2682 952

287
敲磨器

類
2号土坑

上
位
埋
下
4類 完形

デイサ
イト
奥羽山脈 新生代新第三紀 13654 6974

スクレ

イパー
5号土坑

埋土
中
l類 完 形

赤色頁
岩
奥羽山脈 新生代新第三紀 3127 3740

289 石鏃 8号土坑
土
位
埋
上
l類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2292 1786

290
スクレ
イパー

8号土坑
埋土

中
l類 完形 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

スクレ
イパー

8号土坑
上
位
埋
上
と類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 1265 5687 3716 861

292
フレイ
ク
8号土坑

埋土

中
3a類 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 2375 2221 546

フレイ
ク
SK25

上
位
埋
下

3c奏買 黒曜石 不明 不明 022

磨製石
斧

11号土
坑

埋土

中
体部～

刃部欠
蛇紋岩 北上山地 寇

生代オルドビス
(9356) (10325) (1702)

早池峰付
近、宮守

295 石皿
■号土
坑

上
位
埋
上
1類 1/3ぢ( 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (64205) 12340 11926

敲磨器
類

土号‐２
坑

上
位
埋
上
l類 完形 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 72598 9413 9374 5188

297 石皿
14号土

坑

埋土

中
1類 1/3ぢ( 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 41205 13106 2949

スクレ

イパー
19号土
坑

上
位
埋
上
1類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 1662

スクレ

イパー
19号土
坑

土
位
埋
下
1類 完形

ホルン

フェルス
北上山地 古生代 9031 3753 2220

中生代白亜
紀に変成

フレイ
ク

19号土

坑

上
位
埋
下

lc奏買 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2818

石鏃 I A13f Ⅱ層 6類 完形
弱

，

ぐ

む

随

含

玉

踏 奥羽山脈 新生代新第三紀 072 2669

石鏃 I A4i I層 6類
基部l
個欠

頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (093) (1364)

石鏃 I A13g Ⅱ層 6菱買
先端部
欠
赤色頁
岩
奥羽山脈 新生代新第三紀 (1826) 274

石鏃 I A15d I層 6類 体部欠 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (030) 240

石鏃
3号性格
不明

上
位
埋
下
4類 完形

赤色頁
岩
奥羽山脈 新生代新第三紀

石鏃
3号性格
不明

埋土

中
4類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 1682 1218 362

石鏃 I Allh I層 l類 完形
赤色頁
石
奥羽山脈 新生代新第三紀 357

502 石 鏃 ⅡA■g Ⅱ層 l類 基部
1

個欠
赤色頁
岩
奥羽山脈 新生代新第二紀 (027) (1131)
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版
号
図
番
真
版
写
図

種 別 遺構名 層位 分類
存
位
残
部

石材 産地
重量

(質 )

さ
れ
長
くｍ

幅

ｍｍ

さ

ｍ
，
厚
ぐｍ

備考

503 石鏃 Ⅱ A15f Ⅱ層 2類 茎部欠 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (285) (4261) 1489 525

石鏃 I A17e Ⅱ層 7養買 完形
馬

，

く

む

随

含

玉

鶏 奥羽山脈 新生代新第三紀 1636 273

505 石鏃 I Allg Ⅱ層 2類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2363

石 鏃 I A14f Ⅱ層 2交買 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 305

石鏃
3号性格
不明

坦土

中
3類
先端部、
茎部欠

頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (127) (2406)

石鏃 Ⅱ A10h I層 3奏買 完 形 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 420 3788 1896

石鏃 Ⅱ A12g Ⅱ層 7類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2598 1424

510 石鏃 Ⅱ A151 Ⅱ層 9類
先端部
欠

頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (109) (2637) 437

石 錐 I A13g Ⅱ層 la類 完形 買岩 奥羽山4rrt新生代新第三紀 3570 1828 668

石錐 Ⅱ A13f Ⅱ層 la類 錐部欠 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (218) (2317) 2199 509

石錐
3号性格
不明

床 面 lb類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀

石錐 I A13f Ⅱ層 錐部久 頁岩 奥羽山lFrt新生代新第三紀 (1094) (4128) 3176 1200

石錐 I Allg Ⅱ層 2類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 152 829

石錐
3号性格
不明

埋土

下位
2類 体部欠 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (249) (3883) 958

517 尖頭器 I A4i Ⅱ層 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2179 6845

箆状石
器

Ⅱ A7h I層 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 6395 1792

40
箆状石
器

3号性格
不明

坦土
上位

完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 9147 8766 4231 2922

スクレ
イパー

Ⅱ A10g I層 2菱頁 完形 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2349 2242

スクレ

イ″ヾ―
Ⅱ A17f

埋土

下位
l類 体部欠 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (4371) 5991 4667 1639

打製石斧の
欠損品か

522
スクレ

イパー
I A10h Ⅱ層 l類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 13040 11597 12777 2021

523
スクレ

イパー
Ⅱ Alli

埋土
中
3類 完 形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2132 3321 5435

スクレ

イパー
3号性格
不明

埋土

中
3類 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 4405 4435 1683

40
打製石
斧
I A17g Ⅱ層 完 形 砂岩 北上山地 古生代 19563 11900 5050

磨製石
斧
I A8g Ⅱ層 体部欠 蛇紋岩 北上山地 古生代オルドビス紀 (8016) 6830 3903 2035 早池峰付近、宮守

砥石 5号溝
埋土

中

部
つ
端
欠 砂岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (17327) 7478 6379

両極石
器

Ⅱ A9h I層 l〕唖ヨ 完 形 頁岩 奥羽山BFFK新生代新第三紀 6980 5786 4766

両極石
器

Ⅱ A12g I層 2類 完形
赤色頁
岩
奥羽山脈 新生代新第三紀 2715 3906 3533

530 礫 器 Ⅱ A14e I層 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 84309 11598 14940

礫 器 Ⅱ A15g I層 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 4824上 9606 10575

532
敲磨器
類

Ⅱ A12g Ⅱ層 4類 完 形
デイサ
イ ト

奥羽山脈 新生代新第三紀 58911 10683 7039 5787

533
敲磨器
類

狂A15g I層 2焚頁 完形 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 39216 10149 6380 3921

敲磨器
類

I A17f 工層 2類 完形 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 44623 10494 7856

敲磨器
類

Ⅱ A10h Ⅱ層 4類 完形 閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 34987 8655 7566

586
敲磨器
類

Ⅱィ生12g Ⅱ層 2類 完形 凝灰岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 29766 11620 8210
正面に溝
痕あり

537
敲磨器
類

Ⅱ A17g Ⅱ層 4類 完形
デイサ
イ ト

奥羽山脈 新生代新第三紀 70686 15007 7487

538
敲磨器
類

Ⅱ A12g Ⅱ層 5装買 完形 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 11398 8535 4984

539 敲石 Ⅱ Alα Ⅱ層 体部 砂岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (24084) (6285) 4061
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版
号
図
香
真
版
写
図
種別 遺構名 層位 分 類

存
位
残
部

石材 産地
重量
(g)
欝
鰤

幅

ｍ

厚さ
(mm)

備考

敲石 Ⅱ A12g Ⅱ層 完形 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 30772 8497

石核 I A15g I層 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 31213

542 石核 I A16g I層 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 59539 7863 11087 8054

543 石核 I A9h Ⅱ層 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 10223 4659

544 42
Rフ レ

イク
Ⅱィ生10h Ⅱ層 黒曜石 不 明 不 明 1562 172

鬱
Rフ レ
イク

Ⅱ Al■ Ⅱ層 黒曜石 不明 不明 2437 2127

フレイ
ク

I A31 Ⅱ層 la類 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 337 668

皓
フレイ

ク
Ⅱ Allh Ⅱ層 lb類 黒曜石 不明 不 明 224 1928 2728 600

フレイ
ク

Ⅱ A10h Ⅱ層 2a養買 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 1430 4212

549
フレイ
ク
I Allg Ⅱ層 2b類 買岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 3703 3683

550
フレイ
ク
I A15d Ⅱ層 2c美買 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 1087 3418 921

551
フレイ
ク

Ⅱ A14e I層 4b類 黒曜石 不明 不明

43
フレイ
ク
I A12g I層 4b類 黒曜石 不 明 不明 095 522

第 7表 土師器・須恵器・陶磁器観察表

図版番号 写真図版 出上位置 出土層位 器種 残存部位 外面色調 胎土色調 備考

552 20号土坑 埋 土 中 須恵器 邦 口縁部のみ 灰 白 灰 白

20号土坑 埋土中 陶器・壺 体部上半 灰 白 責灰 常滑

43 22号土坑 埋 土 中 陶器・碗 口縁部のみ 灰オリープ 浅黄

555 22号土坑 埋土中 陶器 碗 口縁部のみ 灰 白 灰 白

556 22号土坑 坦土中 須恵器・甕 体部のみ 暗灰責 灰

22号土坑 埋土中 須恵器・甕 体部のみ 暗灰黄 灰

558 43 24号土坑 埋土中 磁器・碗 体部～底部 灰 白 灰 由 染付

3号性格不明遺構 埋土中 須恵器・甕 体部のみ にぶい責橙 にぶい責橙 焼成不良

2号溝跡 埋土中 須恵器・甕 底部片 灰黄褐色 灰

570 3号溝跡 坦土中 土師器・奏 口縁部のみ 淡責 淡責

3号溝跡 埋土中 土師器 蓋 摘み～体部 浅黄橙 浅責橙

572 43 4号溝跡 埋土中 陶器・甕 体部のみ 灰 白 灰 白
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第 8表 石製品観察表
載
号
掲
番
真
版
写
図 種別 遺構名 層 位 残存部位 石材 産地

重量

(質 )

さ

ｍ
＞

長
くｍ

幅

ｍｍ

さ

ｍ
＞

厚
ぐｍ

備考

565 44 石 臼 25号土坑 埋土中 3々欠 砂岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (405000) 雀邑15000

44 石 口 25号土坑 埋土中 3/4欠 砂 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (348500) 径15657 10137

44 砥 石 22号土坑 埋土中 体部欠 砂岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (11293) (4590) (9534) (2182)

石製品 22号土坑 埋 土 中 完 形
サイ

ト

デ
イ 奥羽山脈 新生代新第三紀 37093 12127 %19 両面にス

スが付着

44 砥 石 I A15f Ⅱ層 完形 砂岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 54562 8906 6371 7123

574 砥 石 I A10f Ⅱ層
先端部欠
損

砂岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (14736) (9696) 4283 2303

575 44 砥 石 I A16f Ⅱ層 1/2欠 砂岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (43986) (9079) (8991) 5540

576 石製品 埋上下位 完形 凝灰岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 11719 12169 1575

第 9表 木製品観察表

図版番号 写真図版 出上位置 出土層位 器種 残存部位 法量 (長 さ×幅×厚さ ,cm) 備考

23号土坑 埋土中 不明 141× 134× 49

23号土坑 埋土中 不明 ぞ登103× 09 底板か

も 23号土坑 埋土下位 鍬 完形 柄 :1162X41X32 刃 :286× 98× 40

563 25号土坑 坦土中 杭 1/2欠か 457× 99× 49

564 25号土坑 埋土中 曲物 底板欠 ぞと250× 100

577 Ⅱ A18f こ層 抗 口縁部、台部欠損 残存径272、 残存高40

第10表 銭貨観察表

図版番号 写真図版 出上位置 出土層位 銭貨名 備考 初鋳年 (鋳造年) 材質
て

ｍヶ

た

くｍ

こ

ｍナ

よ

ぐ
ｍ

さ

ｍ
＞

厚
くｍ

径

ｍ＞
穿
くｍ

重量

578
3号性格
不明遺構

底面上 寛永通宝 古寛永 鉄 2473 2469 125 578

579 Ⅱ Allg Ⅱ層 永楽通宝 1408 銅 2324 099 555 206

I A12g I層 永楽通宝 2427 132

I A14e 正層 元祐通賓 1/2欠損 1086・ 北宋 銅 (1937) 2366

第11表 鉄製品観察表

図版番号 写真図版 出上位置 出土層位 器種 残存部位 法量 (長さX幅、直径 cm) 備考

582 3号性格不明遺構 底面 キセル 雁首のみ (■0)X16、  径16
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郵国章童



調査区全景 (西から)

基本層序 (西から)

-140-
写真図版 1 調査区全景・基本層序



1号住居跡 (北東から)

1号住居跡断面 (南から)

1号住居跡断面 (西から)

写真図版 2 1号 住居跡
―-141-



2号住居跡 (北東から)

2号住居跡断面 (西から)

写真図版 3 2号 住居跡
―-142-

2号住居跡 炉 (南西から)



1号住居状遺構 (南西から)

1号住居状遺構断面 (西から)

1号住居状遺構
遺物出土状況 (東から)

写真図版 4 1号 住居状遺構
―-143-



2号住居状遺構 (北から)

2号住居状遺構断面 (北西から)
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写真図版 5 2・ 3号住居状遺構

3号住居状遺構 (北東から)



3号住居状遺構断面 (南西から)

4号住居状遺構 (北西から)

4号住居状遺構断面 (南から)

写真図版 6 3・ 4号住居状遺構
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1号土坑 (南から)

鞠
期 艤

2号土坑 (南から) 2号土坑断面 (西から)

3号土坑 (西から) 3号土坑断面 (南から)

4号土坑 (西から) 4号土坑断面 (南から)
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写真図版 7 1～ 4号土坑



5号土坑断面 (西から)

6号土坑断面

斗ご|■■|
(南東から)

と!:|||

6号土坑 (北東から)

7号土坑断面 (南西から)

8号土坑 (東から) 8号土坑断面 (東から)

写真図版 8 5～ 8号土坑
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¥ゴ

9号土坑 (西から)

10号土坑 (南 から)

・  It,  1,ユ
すヽ ‐

=

11号土坑 (南から)

12号土坑 (南西から)

F'五 h

!ド
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■11
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一

‥
基

10号土坑断面 (南西から)

沖撃
■―! ・    ■

》ヽ

コ号土坑断面 (南から)

一
やヽ
・　
　
一　
　
■

一
一
一
　

　

・　

　

　

・

一
ヽ
卜

一
　

一

ヽ
´

∴ ●

を|:

4斑1迅

9号土坑断面 (西 から)

写真図版 9 9～ 12号 土坑



13号土坑 (北西から) 13号土坑断面 (南東から)

14号土坑 (東から) 14号土坑断面 (南から)

15号土坑 (西から) 15号土坑断面 (北西から)

16号土坑 (北から) 16号土坑断面 (西から)

写真図版10 13～ 16号土坑
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(P雪 から) 17号土坑断面 (南から)

18号土坑 (北東から) 18号土坑断面 (南東から)

βl:1下■IFWT
■
―
与:=すti: 淳|す.■ !|||■ |十 :

19号土坑 (東 から) 19号土坑断面 (南から)

1号焼土 (南西から) 1号焼土断面
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写真図版11 17～ 19号土坑 。1号焼土



2号焼土断面 (北東から)

20号土坑 (南西から) 20号土坑断面 (南から)

11.・ ●
・
 ||、 ||||:i

21号土坑 (西から)

22号土坑断面 (南から)

写真図版12 2号焼土 。20～ 22号土坑

21号土坑断面 (南から)

22号土坑 (東から)
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23号土坑 (北西から) 24号土坑木製鍬出土状況 (南西から)

24号土坑 (南西から)

25号土坑 (西から)

24号土坑断面 (西から)

25号土坑由物出土状況 (西から)

26号土坑 (東から)
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写真図版 13 23～ 26号土坑

26号土坑断面 (南から)



撚とぎ
27号
=上
坑 (1とから)

^)|!        
▼ ｀

27号土坑断面 (南から)

28号土坑 (北西から) 28号土坑断面 (北西から)

作業風景 現地説明会

地元小学生による発掘体験

写真図版14 27・ 28号土坑
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1号性格不明遺構 (北東から)

2号性格不明遺構 (南東から)
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写真図版15 1・ 2号性格不明遺構

2号性格不明遺構断面 (東から)



3号性格不明遺構 (北東から)

3号性格不明遺構断面A― A'
(南東から)

3号性格不明遺構断面B― B'
(南西から)

写真図版16 3号性格不明遺構
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1号溝跡 (北東から)

1号溝跡断面A― A'(南西から)
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写真図版17 1・ 2号溝跡

2号溝跡 (南西から)



2・ 6号溝跡断面E― E'(南から)

3号溝跡 (北東から)

3号溝跡断面G― G'(南から)

写真図版18 2・ 3号溝跡
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4号溝跡 (北東から)

4。 5号溝跡断面K―K'(南から)
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写真図版19 4・ 5号溝跡

5号溝跡 (北西から)



5号溝跡断面L―L'(北西から)

6号溝跡 (南東から)

彗
穐一十一一一孝一韓

6号溝跡断面N― N'(南から)

写真図版20 5・ 6号溝跡
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諷
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写真図版21 1・ 2号住居跡出土土器
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43

写真図版22 2号住居跡・ 1号住居状遺構出土土器
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写真図版23 1号住居状遺構出土土器
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“

観
V鬱

写真図版24 1・ 2号住居状遺構出土土器
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■
写真図版25 2号住居状遺構出土遺物
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写真図版26 2・ 3号住居状遺構出土遺物



169
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写真図版27 3・ 4号住居状遺構・上坑出土土器



「

     202201

212210

写真図版28 上坑出土土器 (1)
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215

写真図版29 上坑出土土器 (2)
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写真図版30 土坑出上土器 (3)



写真図版31 上坑出土・遺構外出土土器
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写真図版32 遺構外出土土器 (1)
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写真図版33 遺構外出土土器 (2)



写真図版34 遺構外出土土器 (3)
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写真図版35 遺構外出土土器 (4)
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写真図版36 遺構外出土土器 (5)
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写真図版37 遺構外出土土器・土製品
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写真図版38 竪穴住居跡・住居状遺構出土石器
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297
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写真図版39 土坑出土・遺申

300



522

写真図版40
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遺構外出土石器 (1)



524

写真図版41 遺構外出土石器 (2)
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写真図版42 遺構外出土石器 (3)



572

写真図版43 遺構外出土石器・古代 。近世の上器

557
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写真図版44 近世石製品
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写真図版45 近世木製品



写真図版46 銭貨 。鉄製品
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宝禄Ⅱ遺跡 集落跡

縄文時代

(後期 )

古代

古代～近世

竪穴住居跡  2棟
住居状遺構  4棟
土坑     19基
土坑     1基
性格不明遺構 2基
土坑     8基
性格不明遺構 1基

縄文土器 (後期～晩期 )、

弥生土器、土製品 (土

偶、土製耳飾 り、土製

円板など)、 石器、古銭、

土師器、須恵器

縄文時代後期の集落遺跡

約要

宝禄Ⅱ遺跡はこれまで周知されていなかった遺跡である。今回の調査で縄文時代後期・古

代 。近世の遺構、遺物が確認された。

縄文時代後期は主に前棄～中葉の竪穴住居跡や住居状遺構などの遺構が確認され、該期の集

落跡であることがわかった。これらの遺構からは多量の土器・石器が出土している。

古代 (平安時代か)では遺物は少ないが土坑・性格不明遺構が見つかつており、溝群が調査

区を縦断する。

近世は土坑や性格不明遺構 (水田耕作の際の「苗代」か)が検出されており、陶磁器などは

ほとんど見つかっていないが、該期の本製品が出土している。

-186-



岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第黎1集

宝禄Ⅲ遺跡発掘調査報告書

地方特定道路整備事業 (稲瀬工区)1関連発掘調査

印 刷 平成21年 2月 24日
発 行 平成21年 2月 27日

編 集  (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地

電話 ω19)638‐9001

発 行  岩手県県南広域振興局土木都
〒023=00開 岩手県奥州市水沢区大手町 1-2

電話 10197)22-2881

(財)岩手県文化振興事業団
〒020-0023 岩手県盛伺1市内丸13番 1号

電話 (019)654-2235
印 帰J  有限会社 セーコー印刷

〒020-0877 岩手県盛岡市下の橋
―
町2-23

電話 (019)15卜 3606

◎ (財)岩手県文化振興事業団理蔵文化財センター2009




